
M

M

G

M

下

仕

M

M

C

As

電柱

As

As

As

U字溝 W=450

U字
溝
 W=350

U字溝 W=240

M

自由勾配側溝300型

至　辰野

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸB種

自由勾配側溝300型

電柱

ﾜｲﾔｰｻﾎﾟｰﾄ

5.829

3.950

2.
61
4

3.
39
4

K1
K2
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K24 K25
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K50K51
K52K53

K58

K59

K60

K61

K62

K63

K64

K65

K66

K67

K68

K69

K70

K71

K72

LT.2

LT.5

LT.6

LT.7

LT.8

3NO.3

第二グラウンド

更衣室
小プール

幼保連携型認定こども園
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B01

B01

B01

B01

B01
B01

B01

B01

B01
B01

B01

B01

B01

B01
B01

B01

B02

B02

E01×3

B02

B02

B02

B02 消火栓 電柱

サッカーゴール移設

サッカーゴール移設

S01

畑

中庭

第2期工事（長寿命化大規模改修）第3期工事（認定こども園）第3期工事（認定こども園）第2期工事（長寿命化大規模改修）
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0

76
9.5

0
76

9.5
0

H01

H02

H03

受水槽（機械設備工事）
基礎第3期工事

F01

B01

B02

E01×3

E01×5
E01

E01

防災トイレ
別途令和8年度工事

E02×3

E01×2

E01×2

E01

E01×2

G01

E03

E06E06
E04E04

E04E04

E03

E07
E07

E07

E07

E07E07 E07

S02-b
S02-c

S02-a

S03
S04

B03

B03

B03

B03

B03

既存防球ネット

既存遊具

既存遊具

既存遊具

既存遊具

F02
B03

B02

E01-1×2

G09（8.8ｍ）

E07

F03

とちの木
既存のまま

記念樹:既存のまま

E07

E07

769.50769.50

769.60769.50
769.60

769.50

76
9.7

6
76

9.6
2

76
9.7

4

769.85

769.67

こども園1FL＝769.88

園庭（別図による）

園庭
（別図による）

急傾斜崩落対策工事（別途工事） 急傾斜崩落対策工事（別途工事）

B04

B04

B04

（既存：M08）

（既存：M20）

（既存：M32）

（既存：M01）

記念樹:既存のまま

既存犬走
クリーニング

G07

符号 名称 参考数量 単位 仕様・備考 備考
■凡例

アスファルト舗装

カラーアスファルト舗装

コンクリート土間

B01 歩車道境界ブロック　B型

E01

F01

S01

固定式ボラード

水飲み・足洗

校名サイン壁

歩車道境界ブロック　乗入

E02 脱着式ボラード

H01 外部物置-1
H02 外部物置-2
H03 外部物置-3 （防災倉庫）
H04 外部物置-4
H05 外部物置-5

スチール製外部物置、既存のまま

スチール製外部物置、既存のまま

B02

F02 水飲み・足洗

F04

緑地 ノシバ　半土付き、100％張り
客土150t、目地砂共

改良土 良質土 t=150

G01 トラックライン ポリエチレンロープ8φ　スチール杭共
120mトラック・50m直線　6レーン

G02 トラックポイント スチール杭　マーカーリボン共
200mトラック・100m直線　6レーン

G03 走り幅跳びピット(本設)
撤去後グラウンド舗装同仕様で埋め戻し

G04
G03' 走り幅跳びピット(仮設)

グラウンド舗装 仮設校舎撤去部他、第二グラウンド復旧部分

E03
E04 駐車場区画線

E06 身障者駐車場マーク

ヶ所図示

ヶ所2

E07 路面標示

S02 川岸村碑 ヶ所1 詳細は別図による　既存移設
S03 校舎改築記念(小学校名石碑) ヶ所1
S04 創立90周年記念(緯度経度碑) ヶ所1

地先境界ブロック　C型B03

F05 たい肥置場

G05 ネットフェンス H=3.0mm40

S05 卒業記念 校歌石碑 ヶ所1

計画
標高

現況
標高

G06 玄関階段 1 ヶ所

E01-a 固定式ボラード(チェーン) チェーン仕様

既存コンクリート土間上

G07

目隠しフェンス 1 門扉（両開き）共

ヶ所
ヶ所
ヶ所

ｍ

ｍ

ｍ

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

ヶ所

ヶ所
ヶ所

ヶ所

ヶ所

ヶ所

ヶ所

基
基
基
基
基

ヶ所 サインの仕様はサイン図による

ヶ所

H06 外部物置-6 基
H07 外部物置-7 基

F03 地流し ヶ所2

※参考数量の区分については下記の通りとする
接：第2期（接続棟建設）工事
長：第2期（長寿命化大規模改修）工事
子：第3期（幼保連携型認定こども園建設）工事

C01 防火水槽 埋設型、耐震性、40㎥基1

1
1

1

1

1

1
1
1
1
1
1
1

外

外

外

接

外

外

外

外

外

外

外
外
外

長
子

外

外

長
子

外

外

外

外

1

1
1

外
接
長
外
接

外

外

外
外 1

1
長
外
外
外

W01 クワの木 株 φ0.1m W1.0ｍ Ｈ1.7ｍ 改良土H1505外

W02

G08

3642.5

674.2

164.3

5.0

598.7

440.4

1483.0

234.3

42.9

188.4

20
2
3

図示

㎡長 7.7

G09

機械基礎 8 サイズは外構詳細図によるヶ所長K01～08

特別教室棟階段 1 ヶ所外 既存改修

幅100

※H650
※H500

既存移植

スチール製外部物置、既存品移設・基礎新設

B04 枚外 49視覚障碍者誘導用ブロック
116

警告
誘導

F09 バックネット ヶ所1接 移設品

W03 ソメイヨシノ（T202） 1外 株
ソメイヨシノ（T204）W04 1外 株

詳細は別図による 改良土H150　既存移植
詳細は別図による 改良土H150　既存移植

詳細は別図による　既存移設
詳細は別図による　既存移設
詳細は別図による　既存移設

スチール製外部物置、既存品移設・基礎新設
スチール製外部物置、既存品移設・基礎新設
スチール製外部物置、既存品移設・基礎新設
スチール製外部物置、既存品移設・基礎新設

H08 基1接シェルター

カラーアスファルト舗装

廃番

廃番

廃番

外：第3期（幼保連携型認定こども園建設）工事

外
外
外
外
外
外
外

プール階段 1 ヶ所外

E08 保護クッション巻き ヶ所外 9

固定式コーナーバリカー ヶ所外 3

外構平面図（1）

A1:1/250,A3:1/500

Job No. 24078

岡谷市川岸学園整備 第3期

A-

発行日 2026.03.31

Copyright (C)株式会社エーシーエ設計　著作権者の許可なく複製、転載、第三者開示等の行為を禁止する。

工事名

図面名称

縮尺

（幼保連携型認定こども園建設）

代表：株式会社エーシーエ設計

管理建築士　一級建築士登録
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海瀬務
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浜大氣担当
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電柱

As

U字溝 W=240

M

自由勾配側溝300型

防護柵　H=1.20m

県道　下諏訪辰野線

至　辰野

自由勾配側溝300型

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸB種

自由勾配側溝300型

自由勾配側溝300型

歩車道境界ブロックB種

電柱

ﾜｲﾔｰｻﾎﾟｰﾄ

横
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39
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LT.2

LT.4
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S1-IP.1

49
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K43
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5203.282 ,-42670.634

5204.003 ,-42667.516

X45
R48

K39

K42

K41

川岸小学校

プール更衣室
小プール

（前期校舎）

幼保連携型認定こども園
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E01×3

B02
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B02

B02 消火栓 電柱

サッカーゴール移設

S01

S05

畑

えがおにじいろフィールド

畑

中庭

第2期工事（長寿命化大規模改修）第3期工事（認定こども園）第3期工事（認定こども園）第2期工事（長寿命化大規模改修） 第2期工事（接続棟）第2期工事（長寿命化大規模改修）
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0既存犬走

クリーニング

H01

H02

H03

受水槽（機械設備工事）
基礎第2期（接続棟建設）工事

受変電設備（電気設備工事）
基礎第2期（接続棟建設）工事

受水槽（機械設備工事）
基礎第3期工事

H04 F05

H05

F01

B01

B02

E01×3

E01×5
E01

E01

防災トイレ
別途令和8年度工事

E02×3

E01×2

E01×2

E01

E01×2

G03

G02×7

B01

B02

E03 E03

E04
E06E06

E04E04

E04E04

E03

E04

E04

E07
E07

E07
E07

E07

E07E07 E07 E07

E07

S03
S04

E04

B03

B03

B03

B03

B03

G05

F02
B03

既存犬走
クリーニング

（別図による）

前期校舎1FL＝769.88

769.86

769.29

769.35

769.41

76
9.4

1

769.86
769.36

B02

E01-1×2

G09（8.8ｍ）

E03

E07

F03

F03

F03

H06

とちの木
既存のまま

記念樹:既存のまま

第2期工事（接続棟）第2期工事（長寿命化大規模改修）

さくら
既存のまま

W01

77
0.9

0

77
0.4

0

E07

E07

76
9.5

0
76

9.5
0

769.50769.50

769.60769.50
769.60

769.50

76
9.7

6
76

9.6
2

76
9.7

4

769.85

769.67

769.40769.33 K01 K02

K03

K04

K05
K06

K07

K08

こども園1FL＝769.88

園庭（別図による）

園庭
（別図による）

急傾斜崩落対策工事（別途工事） 急傾斜崩落対策工事（別途工事）

急傾斜崩落対策工事（別途工事）

B04

B04

B04

B04

（既存：M18）
（既存：M10）

（既存：M09）
（既存：M08）

（既存：M20） （既存：M21） （既存：M22）

（既存：M23）

（既存：M24）

（既存：M26）

（既存：M27）

（既存：M36）

（既存：M37）

（既存：M35）

(既存：M34)（既存：M32）

（既存：M39）

（既存：M40）

（既存：M41）

（既存：M42）

（既存：M43）

（既存：M44）

（既存：M45）

（既存：M25）（既存：M01）

記念樹:既存のまま

既存犬走
クリーニング

（既存：M17）

G07

B03

E08

符号 名称 参考数量 単位 仕様・備考 備考
■凡例

アスファルト舗装

カラーアスファルト舗装

コンクリート土間

B01 歩車道境界ブロック　B型

E01

F01

S01

固定式ボラード

水飲み・足洗

校名サイン壁

歩車道境界ブロック　乗入

E02 脱着式ボラード

H01 外部物置-1
H02 外部物置-2
H03 外部物置-3 （防災倉庫）
H04 外部物置-4
H05 外部物置-5

スチール製外部物置、既存のまま

スチール製外部物置、既存のまま

B02

F02 水飲み・足洗

F04

緑地 ノシバ　半土付き、100％張り
客土150t、目地砂共

改良土 良質土 t=150

G01 トラックライン ポリエチレンロープ8φ　スチール杭共
120mトラック・50m直線　6レーン

G02 トラックポイント スチール杭　マーカーリボン共
200mトラック・100m直線　6レーン

G03 走り幅跳びピット(本設)
撤去後グラウンド舗装同仕様で埋め戻し

G04
G03' 走り幅跳びピット(仮設)

グラウンド舗装 仮設校舎撤去部他、第二グラウンド復旧部分

E03
E04 駐車場区画線

E06 身障者駐車場マーク

ヶ所図示

ヶ所2

E07 路面標示

S02 川岸村碑 ヶ所1 詳細は別図による　既存移設
S03 校舎改築記念(小学校名石碑) ヶ所1
S04 創立90周年記念(緯度経度碑) ヶ所1

地先境界ブロック　C型B03

F05 たい肥置場

G05 ネットフェンス H=3.0mm40

S05 卒業記念 校歌石碑 ヶ所1

計画
標高

現況
標高

G06 玄関階段 1 ヶ所

E01-a 固定式ボラード(チェーン) チェーン仕様

既存コンクリート土間上

G07

目隠しフェンス 1 門扉（両開き）共

ヶ所
ヶ所
ヶ所

ｍ

ｍ

ｍ

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

ヶ所

ヶ所
ヶ所

ヶ所

ヶ所

ヶ所

ヶ所

基
基
基
基
基

ヶ所 サインの仕様はサイン図による

ヶ所

H06 外部物置-6 基
H07 外部物置-7 基

F03 地流し ヶ所2

※参考数量の区分については下記の通りとする
接：第2期（接続棟建設）工事
長：第2期（長寿命化大規模改修）工事
子：第3期（幼保連携型認定こども園建設）工事

C01 防火水槽 埋設型、耐震性、40㎥基1

1
1

1

1

1

1
1
1
1
1
1
1

外

外

外

接

外

外

外

外

外

外

外
外
外

長
子

外

外

長
子

外

外

外

外

1

1
1

外
接
長
外
接

外

外

外
外 1

1
長
外
外
外

W01 クワの木 株 φ0.1m W1.0ｍ Ｈ1.7ｍ 改良土H1505外

W02

G08

3642.5

674.2

164.3

5.0

598.7

440.4

1483.0

234.3

42.9

188.4

20
2
3

図示

㎡長 7.7

G09

機械基礎 8 サイズは外構詳細図によるヶ所長K01～08

特別教室棟階段 1 ヶ所外 既存改修

幅100

※H650
※H500

既存移植

スチール製外部物置、既存品移設・基礎新設

B04 枚外 49視覚障碍者誘導用ブロック
116

警告
誘導

F09 バックネット ヶ所1接 移設品

W03 ソメイヨシノ（T202） 1外 株
ソメイヨシノ（T204）W04 1外 株

詳細は別図による 改良土H150　既存移植
詳細は別図による 改良土H150　既存移植

詳細は別図による　既存移設
詳細は別図による　既存移設
詳細は別図による　既存移設

スチール製外部物置、既存品移設・基礎新設
スチール製外部物置、既存品移設・基礎新設
スチール製外部物置、既存品移設・基礎新設
スチール製外部物置、既存品移設・基礎新設

H08 基1接シェルター

カラーアスファルト舗装

廃番

廃番

廃番

外：第3期（幼保連携型認定こども園建設）工事

外
外
外
外
外
外
外

プール階段 1 ヶ所外

E08 保護クッション巻き ヶ所外 9

固定式コーナーバリカー ヶ所外 3

129

外構平面図（2）

A1:1/250,A3:1/500
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工事名

図面名称

縮尺

（幼保連携型認定こども園建設）

代表：株式会社エーシーエ設計

管理建築士　一級建築士登録

設計者

（長野） M第 77312 号

第222107号 湯本桂司

一級建築士事務所登録

建築主体工事

一級建築士登録
矢﨑和夫第 294614 号

検査者

担当

一級建築士登録
海瀬務

湯本桂司

第 307544 号

浜大氣担当

最終図

2026.03.31



自由勾配側溝300型

自由勾配側溝300型

歩車道境界ブロックB種

IP-9

NO.94 KE9-2

T5-1

 N-BC.1

117

118

119

120

121
49

51

岡谷西部中学校

第一グランド

第二体育館棟

プール

特別教室棟

機械室

接続棟

（後期校舎）

防火水槽

第2期工事（接続棟）第2期工事（長寿命化大規模改修）
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5
76

9.3
3

76
9.8

5

76
9.6

5
76

9.3
3

76
9.3

5

76
9.6

8

76
9.8

3

受水槽（機械設備工事）
基礎第2期（接続棟建設）工事

受変電設備（電気設備工事）
基礎第2期（接続棟建設）工事

H05

G02×7

G03'

G03

G02×7

G02×7

G02×7

G02×7

G02×7

G02×7

G02×7

E04

E04

G05

既存犬走
クリーニング

B03

（別図による）

（別図による）

階段基礎：（別図による）

ボー
リン

グ位
置N

O1

76
9.3

2

76
9.4

7
76

9.4
4

76
9.0

9
76

9.0
9

76
9.0

9
76

9.0
9

769.06

後期校舎1FL＝769.36

接続棟1FL＝769.645
接続棟GL＝769.495

769.625
769.625

769.86

769.565

769.29

76
9.4

0

769.545

76
9.4

0

769.35

76
9.4

2

769.41

76
9.4

1

76
9.4

7

769.625769.86

46
9.4

6
76

9.4
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769.36

76
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0
76

9.3
6

76
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0
76

9.4
6

76
9.3

6
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9.3
6

769.15
769.25

76
9.5

5

76
9.0

9
76

9.0
9

76
9.3

5
76

9.4
6

769.565 769.08

769.27

769.25 769.09

769.11

769.05

769.05

769.00

769.00

768.95

768.95

76
9.2

0
76

9.1
0

76
9.1

1
76

9.1
1

769.09

769.05

B03

B03

B03

76
9.5

0
76

9.5
0

76
9.5

0
76

9.2
0

76
9.8

1
76

9.8
1

76
9.3

0

76
9.3

0

G06

E03

H06

H07

第2期工事（接続棟）

S01

K01 K02

K03

K04

K05
K06

K07

G08

C01

（既存：M36）

（既存：M37）

（既存：M39）

（既存：M40）

（既存：M41）

（既存：M42）

（既存：M43）

（既存：M44）

（既存：M45）

F09

W03

W04

H08

B03

E03

E03
E03E08E08E08 E08E08E08

E08

E08
E08

符号 名称 参考数量 単位 仕様・備考 備考
■凡例

アスファルト舗装

カラーアスファルト舗装

コンクリート土間

B01 歩車道境界ブロック　B型

E01

F01

S01

固定式ボラード

水飲み・足洗

校名サイン壁

歩車道境界ブロック　乗入

E02 脱着式ボラード

H01 外部物置-1
H02 外部物置-2
H03 外部物置-3 （防災倉庫）
H04 外部物置-4
H05 外部物置-5

スチール製外部物置、既存のまま

スチール製外部物置、既存のまま

B02

F02 水飲み・足洗

F04

緑地 ノシバ　半土付き、100％張り
客土150t、目地砂共

改良土 良質土 t=150

G01 トラックライン ポリエチレンロープ8φ　スチール杭共
120mトラック・50m直線　6レーン

G02 トラックポイント スチール杭　マーカーリボン共
200mトラック・100m直線　6レーン

G03 走り幅跳びピット(本設)
撤去後グラウンド舗装同仕様で埋め戻し

G04
G03' 走り幅跳びピット(仮設)

グラウンド舗装 仮設校舎撤去部他、第二グラウンド復旧部分

E03
E04 駐車場区画線

E06 身障者駐車場マーク

ヶ所図示

ヶ所2

E07 路面標示

S02 川岸村碑 ヶ所1 詳細は別図による　既存移設
S03 校舎改築記念(小学校名石碑) ヶ所1
S04 創立90周年記念(緯度経度碑) ヶ所1

地先境界ブロック　C型B03

F05 たい肥置場

G05 ネットフェンス H=3.0mm40

S05 卒業記念 校歌石碑 ヶ所1

計画
標高

現況
標高

G06 玄関階段 1 ヶ所

E01-a 固定式ボラード(チェーン) チェーン仕様

既存コンクリート土間上

G07

目隠しフェンス 1 門扉（両開き）共

ヶ所
ヶ所
ヶ所

ｍ

ｍ

ｍ

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

ヶ所

ヶ所
ヶ所

ヶ所

ヶ所

ヶ所

ヶ所

基
基
基
基
基

ヶ所 サインの仕様はサイン図による

ヶ所

H06 外部物置-6 基
H07 外部物置-7 基

F03 地流し ヶ所2

※参考数量の区分については下記の通りとする
接：第2期（接続棟建設）工事
長：第2期（長寿命化大規模改修）工事
子：第3期（幼保連携型認定こども園建設）工事

C01 防火水槽 埋設型、耐震性、40㎥基1

1
1

1

1

1

1
1
1
1
1
1
1

外

外

外

接

外

外

外

外

外

外

外
外
外

長
子

外

外

長
子

外

外

外

外

1

1
1

外
接
長
外
接

外

外

外
外 1

1
長
外
外
外

W01 クワの木 株 φ0.1m W1.0ｍ Ｈ1.7ｍ 改良土H1505外

W02

G08

3642.5

674.2

164.3

5.0

598.7

440.4

1483.0

234.3

42.9

188.4

20
2
3

図示

㎡長 7.7

G09

機械基礎 8 サイズは外構詳細図によるヶ所長K01～08

特別教室棟階段 1 ヶ所外 既存改修

幅100

※H650
※H500

既存移植

スチール製外部物置、既存品移設・基礎新設

B04 枚外 49視覚障碍者誘導用ブロック
116

警告
誘導

F09 バックネット ヶ所1接 移設品

W03 ソメイヨシノ（T202） 1外 株
ソメイヨシノ（T204）W04 1外 株

詳細は別図による 改良土H150　既存移植
詳細は別図による 改良土H150　既存移植

詳細は別図による　既存移設
詳細は別図による　既存移設
詳細は別図による　既存移設

スチール製外部物置、既存品移設・基礎新設
スチール製外部物置、既存品移設・基礎新設
スチール製外部物置、既存品移設・基礎新設
スチール製外部物置、既存品移設・基礎新設

H08 基1接シェルター

カラーアスファルト舗装

廃番

廃番

廃番

外：第3期（幼保連携型認定こども園建設）工事

外
外
外
外
外
外
外

プール階段 1 ヶ所外

E08 保護クッション巻き ヶ所外 9

固定式コーナーバリカー ヶ所外 3
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外構平面図（3）

A1:1/250,A3:1/500

Job No. 24078

岡谷市川岸学園整備 第3期

A-

発行日 2026.03.31

Copyright (C)株式会社エーシーエ設計　著作権者の許可なく複製、転載、第三者開示等の行為を禁止する。

工事名

図面名称

縮尺

（幼保連携型認定こども園建設）

代表：株式会社エーシーエ設計

管理建築士　一級建築士登録

設計者

（長野） M第 77312 号

第222107号 湯本桂司

一級建築士事務所登録

建築主体工事

一級建築士登録
矢﨑和夫第 294614 号

検査者

担当

一級建築士登録
海瀬務

湯本桂司

第 307544 号

浜大氣担当

最終図

2026.03.31
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【M19】

（既存：M18）
（既存：M10）

（既存：M09）
（既存：M08）

【M07】

【M06】

（既存：M20） （既存：M21） （既存：M22）

（既存：M23）

（既存：M24）

（既存：M26）

（既存：M27）

（既存：M36）

（既存：M37）

（既存：M35）

(既存：M34)（既存：M32）

M31

M30
M28 M29

M38

（既存：M39）

（既存：M40）

（既存：M41）

（既存：M42）

（既存：M43）

（既存：M44）

（既存：M45）

【M66】

【M74】

【M73】

【M67】

【M65】

U03 U03
U03

U03

U05-a

U05-a

U05-a

【U05-a】

【U05-a】

【U05-a】

【U05-a】

【U05-a】

【U05-a】

U03

U03

U04

【U05-a】

【U05-a】

（既存：M25）

【M02】

【M03】

（既存：M01）

【M04】

【M05】

【U05-a】

【U05-a】

（OF）

（OF）
【U05-a】

【U05-a】

（既存：M17）

足洗い場

足洗い場

足洗い場

RD RD

RD

RD RD

RD

RD

RD

RD
RDRDRDRD

RD

RD

【M78】

【M79】 【M80】

【M81】

【M77】【M82】

【M83】

【M84】

【M85】

【M86】【M87】

【M91】
【M95】

【M92】

【M93】【M94】

【M88】

【M89】

【M90】

【U05-a】

【U05-a】

【U05-a】

【U05-a】

【U05-a】

【U05-a】

【U05-a】

【U05-a】

【U05-a】 【U05-a】

U05-b

【U05-a】
【U05-a】

【U05-a】

【U05-a】

【U05-a】 【U05-a】

【U05-a】

【U05-a】

【U05-a】

【U05-a】

□750×H3370

符号 名称
流入管底

詳細番号

■雨水排水設備凡例

計画
標高

現況
標高

※参考数量の区分については下記の通りとする
接：第2期（接続棟建設）工事
長：第2期（長寿命化大規模改修）工事
子：第3期（幼保連携型認定こども園建設）工事

既存M01 集水桝

ｍ
符号 名称 参考数量 単位 仕様・備考 詳細番号

■凡例

86.0U03 浸透型自由勾配側溝

仕様・備考
流出管底

【符号】：機械設備工事

区分

M02 集水桝
M03 集水桝

□600×H1800、マンホール蓋：5kN/㎡M04 集水桝
□600×H1600、マンホール蓋：5kN/㎡M05 集水桝
□600×H1500、マンホール蓋：5kN/㎡M06 集水桝
□600×H1400、マンホール蓋：5kN/㎡M07 集水桝
□750×H1335M08 集水桝
□600×H1140M09 集水桝
□600×H1025M10 集水桝

M11
M12
M13
M14
M15
M16
M17

□600×H880M18 集水桝
□600×H700、STグレーチング：T-2M19 集水桝
□750×H2850M20 集水桝
□750×H2725M21 集水桝
□750×H2585M22 集水桝
□750×H2120M23 集水桝
□750×H2160M24 集水桝
□750×H2240M25 集水桝
□750×H2320M26 集水桝
□750×H2240M27 集水桝
□450×H600、STグレーチング：T-2M28 集水桝

M29 集水桝
M30 集水桝
M31 集水桝
M32 集水桝
M33 廃番
M34 集水桝
M35 集水桝
M36 集水桝
M37 集水桝
M38 集水桝

□750×H1515M39 集水桝
□750×H1390M40 集水桝
□750×H1225M41 集水桝
□600×H1060M42 集水桝
□600×H1025M43 集水桝
□600×H895M44 集水桝

外構

ｍ18.0U04 横断用自由勾配側溝

コンクリート蓋：皿型

コンクリート蓋：皿型　T-25

ｍ27.7U05-a 暗渠VP管（一般部）

M45 集水桝

【U05-a】

【　　】
【　　】
【　　】
【　　】
【　　】
【　　】

【　　】

□800×H3025、化粧マンホール蓋：T-6
□700×H2000、マンホール蓋：T-6

□450×H600、STグレーチング：T-2

□750×H2836

□750×H2578
□750×H2155
□750×H1980
□750×H1835
□450×H600、STグレーチング：T-2

□600×H780

【長】

55.9φ150

桝蓋天端
前期校舎1FL＝769.88からの高さ

□450×H600、STグレーチング：T-2
□450×H600、STグレーチング：T-2

U-03

U-04

U-05

U-02
U-02
U-02
U-02
U-02
U-02

U-01

U-01
U-01
U-01
U-01

U-01

【長】
【長】
【長】
【長】
【長】
既存
既存
既存

既存
【長】
既存
既存
既存
既存
既存
既存
既存
既存

既存

既存
既存
既存
既存

既存
既存
既存
既存
既存
既存
既存

廃番
廃番
廃番
廃番
廃番
廃番

外構

外構
外構
外構
外構

外構：第3期（幼保連携型認定こども園建設）工事
既存：既存桝　高さ調整を見込む

外構

【長】
外構

□600×H700集水桝 既存

【M77】
【M78】

集水桝
集水桝
集水桝
集水桝

□600×H700、STグレーチング：5kN/㎡
□600×H960、STグレーチング：5kN/㎡
□600×H1380、マンホール蓋：5kN/㎡
□600×H1600、マンホール蓋：5kN/㎡

【M79】
【M80】
【M81】 □600×H1900、マンホール蓋：5kN/㎡

□600×H750、STグレーチング：5kN/㎡【M82】
【M83】

集水桝
集水桝

【M84】
【M85】

□600×H900、STグレーチング：5kN/㎡
□600×H1200、STグレーチング：5kN/㎡

【M86】
【M87】

□600×H1410、マンホール蓋：5kN/㎡
□600×H1650、マンホール蓋：5kN/㎡

集水桝
集水桝
集水桝
集水桝

【M88】
【M89】
【M90】
【M91】
【M92】
【M93】

□600×H1920、マンホール蓋：5kN/㎡集水桝
集水桝
集水桝
集水桝
集水桝
集水桝
集水桝

□600×H2190、マンホール蓋：5kN/㎡
□600×H2390、マンホール蓋：5kN/㎡
□600×H2640、マンホール蓋：5kN/㎡
□600×H2790、マンホール蓋：5kN/㎡
□600×H750、STグレーチング：T-6
□600×H930、STグレーチング：T-6

【M94】 集水桝 □600×H1380、マンホール蓋：5kN/㎡
集水桝【M95】 □600×H3000、マンホール蓋：5kN/㎡

【子】

163.6【子】

【子】
【子】
【子】
【子】
【子】
【子】
【子】
【子】
【子】
【子】
【子】
【子】
【子】
【子】
【子】
【子】
【子】
【子】

U-02
U-02
U-02

U-02
U-02
U-02
U-02
U-02
U-02
U-02

U-02
U-02

U-01
U-01

U-01
U-01
U-01

U-01
U-01

ｍ
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自由勾配側溝300型

自由勾配側溝300型

歩車道境界ブロックB種

IP-9

NO.94 KE9-2

T5-1

 N-BC.1

117

118

119

120

121
49

51

岡谷西部中学校

第一グランド

第二体育館棟

プール

特別教室棟

機械室

接続棟

（後期校舎）

76
9.3

5
76

9.3
3

76
9.8

5

76
9.6

5
76

9.3
3

76
9.3

5

76
9.6

8

76
9.8

3

ボー
リン

グ位
置N

O1

76
9.3

2

76
9.4

7
76

9.4
4

76
9.0

9
76

9.0
9

76
9.0

9
76

9.0
9

769.06

769.625
769.625

769.86

769.565

769.29

76
9.4

0

769.545

76
9.4

0

769.35

76
9.4

2

769.41

76
9.4

1

76
9.4

7

769.625769.86

46
9.4

6
76

9.4
6

769.36

76
9.5

0
76

9.3
6

76
9.4

0
76

9.4
6

76
9.3

6
76

9.3
6

769.15
769.25

76
9.5

5

76
9.0

9
76

9.0
9

76
9.3

5
76

9.4
6

769.565 769.08

769.27

769.25 769.09

769.11

769.05

769.05

769.00

769.00

768.95

768.95

76
9.2

0
76

9.1
0

76
9.1

1
76

9.1
1

769.09

769.05

76
9.5

0
76

9.5
0

76
9.5

0
76

9.2
0

76
9.8

1
76

9.8
1

76
9.3

0

76
9.3

0

（既存：M36）

（既存：M37）

M38

（既存：M39）

（既存：M40）

（既存：M41）

（既存：M42）

（既存：M43）

（既存：M44）

（既存：M45）

【M66】

【M76】

【M75】

【M74】

【M73】

【M72】

【M47】

【M71】

【M70】

【M69】

【M68】【M67】

【M48】

【M65】

【M64】 【M63】

【M62】

【M55】

M52

M46
M49

M56

M50 M51

U05-a

U03

U03

U04

【U06】

U06

U06

U06

【U06】

【U06】

【U05-a】

【U05-a】
【U05-a】

U04U03U04U03

U03

U03

U03
【U05-a】

【U05-a】

M57

M58

M59

M60

M61

新設

既
存

の
ま

ま

新設

既
存

の
ま

ま
既

存
の

ま
ま

新
設

【U06】

【U05-a】

【U05-a】

U04

【U06】

【U06】

【U06】

【U06】

【U05-a】

（OF）

（OF）
【U05-a】

【U05-a】

□600×H600、STグレーチング：T-6

■雨水排水設備凡例

計画
標高

現況
標高

接M46 集水桝

ｍ
符号 名称 参考数量 単位 仕様・備考 詳細番号

■凡例

接 57.8U03 浸透型自由勾配側溝

U-01
□450×H600、STグレーチング：5kN/㎡接M47 集水桝
□300×H600、STグレーチング：5kN/㎡接M48 集水桝
□450×H600、STグレーチング：T-2接M49 集水桝

接M50 集水桝
接M51 集水桝
接M52 集水桝

M53
M54

接M55 集水桝
□450×H600、STグレーチング：T-6接M56 集水桝

接M57 集水桝
接M58 集水桝
接M59 集水桝
接M60 集水桝
接M61 集水桝
接M62 集水桝
接M63 集水桝
接M64 集水桝
接M65 浸透桝
接M66 集水桝
接M67 集水桝
接M68 集水桝
接M69 集水桝
接M70 集水桝
接M71 集水桝

□450×H600、STグレーチング：5kN/㎡接M72 集水桝
□450×H700、STグレーチング：5kN/㎡接M73 集水桝
□450×H780、STグレーチング：5kN/㎡接M74 集水桝
□450×H600、STグレーチング：5kN/㎡接M75 集水桝
□1200、STグレーチング：T-6接M76 浸透桝

コンクリート蓋：皿型

ｍ48.1暗渠VP管（一般部）

ｍ20.9U06 暗渠有孔VP管

【U05-a】

【U06】

【　　】
【　　】

【　　】
【　　】
【　　】

【　　】
【　　】
【　　】
【　　】
【　　】
【　　】
【　　】
【　　】
【　　】
【　　】
【　　】
【　　】
【　　】
【　　】
【　　】

□450×H600、STグレーチング：T-2
□450×H600、STグレーチング：T-2
□450×H600、STグレーチング：T-2

□600×H600、STグレーチング：T-2

□450×H600、STグレーチング：T-6
□450×H600、STグレーチング：T-6
□450×H600、STグレーチング：T-6
□450×H600、STグレーチング：T-6
□450×H600、STグレーチング：T-6
□450×H600、STグレーチング：T-2

□450×H600、STグレーチング：T-2
□1200、STグレーチング：T-2
□720×H600、STグレーチング：T-2
□450×H600、STグレーチング：T-2
□450×H600、STグレーチング：T-2
□450×H600、STグレーチング：T-2
□450×H600、STグレーチング：T-2
□450×H600、STグレーチング：5kN/㎡

ｍ10.0U04 横断用自由勾配側溝 コンクリート蓋：皿型　T-25

49.7

接

【接】

接

符号 名称
流入管底

詳細番号仕様・備考
流出管底

区分
桝蓋天端
後期校舎1FL＝769.36からの高さ

-310
-110
-110
-290
-260
-250
-290

+40
-110
-60
-60
-60
-60
+40
+40

+40
+10
+50
+80
+100
+110
+190
+60
+40
+20
+10
+40
-300

-500
-
-
-
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-

-
-

-590
-500
-410
-320

-
-

-430
-540
-610

-
-600

-530
-590
-590
-110
-80
-50
-590

-260
-440
-410
-380
-350
-320
-260
-260

-290
-

-620
-530
-440
-350
-260
-390
-460
-570
-640
-260
-350

□450×H600、STグレーチング：T-2+40 - -260

U-01
U-01

U-07

U-07

U-03

U-04

U-05

U-06

U-01
U-01
U-01
U-01

U-01
U-01
U-01
U-01
U-01
U-01
U-01
U-01
U-01
U-01

U-01
U-01
U-01
U-01
U-01
U-01
U-01
U-01
U-01
U-01

【　 】

廃番
廃番

【　 】

【　 】

【　 】
【　 】
【　 】
【　 】
【　 】
【　 】
【　 】
【　 】
【　 】
【　 】
【　 】
【　 】
【　 】
【　 】
【　 】

【接】

※参考数量の区分については下記の通りとする
接：第2期（接続棟建設）工事
長：第2期（長寿命化大規模改修）工事
子：第3期（幼保連携型認定こども園建設）工事

【符号】：機械設備工事
既存：既存桝　高さ調整を見込む
外構：第3期（幼保連携型認定こども園建設）工事
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P-01 アスファルト舗装 A1:S=1/20
A3:S=1/40

粒度調整砕石

20
0

50
35

0

プライムコート
密粒度アスファルト混合物

10
0

再生クラッシャラン（RC-40）

P-02 カラーアスファルト舗装 A1:S=1/20
A3:S=1/40

粒度調整砕石

20
0

50
35

0

プライムコート
密粒度カラーアスファルト混合物

10
0

再生クラッシャラン（RC-40）

P-03 A1:S=1/20
A3:S=1/40

50

P-04 インターロッキング舗装（B） A1:S=1/20
A3:S=1/40 P-05 コンクリート土間 A1:S=1/20

A3:S=1/40

サンポール：PA-8U-F00同等品

B01 歩車道境界ブロック A1:S=1/20
A3:S=1/40 B02 歩車道境界ブロック（乗入） A1:S=1/20

A3:S=1/40

13
0

15
0

20

B03 地先境界ブロック A1:S=1/20
A3:S=1/40

50
以

上
段差がある場合

地先境界ブロックC種

再生クラッシャラン(RC-40)
据付コンクリート

E01 固定式ボラード A1:S=1/20
A3:S=1/40 E01-a 固定式ボラード（チェーン） A1:S=1/20

A3:S=1/40

不織布

25
0

80
35

0

サンドクッション
非透水擬石ブロック t=80 

20

再生クラッシャラン（RC-40）
目地幅 3mm

90

土間コンクリート（既存のまま）

　　又は7×40程度のカッター目地・ポリウレタン注入とする
※　ひび割れ誘発目地は10×40程度のアスファルト目地板、

　　流出防止対策を施す
　　おそれのある場合は、モルタルや透水性シート等で
※　インターロッキングブロックの端部で砂が流出する

P-06 ゴムチップ舗装（A） A1:S=1/20
A3:S=1/40

12
028

0

ゴムチップ舗装 t=10

15
0

再生クラッシャラン（RC-40）

土間コンクリート　t=150
ワイヤーメッシュφ6.0□150

10

P-08 緑地 A1:S=1/20
A3:S=1/40

15
030

0

改良土　t=150
ノシバ 半土付き 100％張り　目地砂共

15
0

山砂 t=150

P-09 改良土 A1:S=1/20
A3:S=1/40

改良土  t=150
15

0

P-10 グラウンド舗装 A1:S=1/20
A3:S=1/40

上層路盤第1層： t=100+無機質系土壌固化剤

15
0

50
30

0

上層路盤第2層：ふるい山砂 t=50
表面処理：塩化カルシウム1.0kg/㎡

10
0

（ソイルリッチ同等品40kg/㎥添加）
下層路盤t=150（CR40～0）

P-11 白玉砂利敷き A1:S=1/20
A3:S=1/40

60

白玉砂利敷き t=60 

PC歩車道境界ブロック（B型）

再生クラッシャラン(RC-40)
据付コンクリート

PC歩車道境界ブロック（乗入）

再生クラッシャラン(RC-40)
据付コンクリート

サンポール：PA-8SK-F00同等品

E02 脱着式ボラード A1:S=1/20
A3:S=1/40 E03 固定式コーナーバリカー A1:S=1/20

A3:S=1/40

サンポール：PA-8U-F01同等品

90

E06 身障者駐車場マーク A1:S=1/20
A3:S=1/40

1,300

1,
50

0

溶融式

SUS製グレーチング(細目)

防水モルタル金ゴテ
（SUS受アングル）

泥溜り

350

D10@200タテヨコ
端部＠Ｄ13

排水管（設備工事）

10
0

断面図

平面図

52
0

18
0

（設備工事）
不凍栓バルブ立上

800

42
0 27

0

外壁

砕石転圧 t=120
捨てコンクリートt=50

180400120

天端：ゴムチップ舗装(角丸め込み仕上げ)
RC(A)の上フッ素樹脂クリア塗装

立面図

D10@200タテヨコ,端部＠Ｄ13

10
0

90 300 180
570

モザイクタイル貼り

断面図-1

ゴムチップ

RC(A)の上フッ素樹脂クリア塗装

RC(A)の上フッ素樹脂クリア塗装
一部：モザイクタイル貼り

天端：ゴムチップ

45
0

SUSグレーチング(細目）

内部：防水モルタル金ゴテ仕上

泥溜り

D10@200タテヨコ,端部＠Ｄ13

25
0

450

RC(A)の上フッ素樹脂クリア塗装
一部：モザイクタイル貼り

180
830

断面図-2

天端：ゴムチップ

2,750

1,0751,675

モザイクタイル貼り

26
0

39
0

18
0

1,375 925
2,750

83
0

255 450 220
150 150

平面図

ゴムチップ

ゴムチップ
SUSグレーチング(細目）

1901,000185
150

65
0

18
0

断面図-1 断面図-2

F01,02 水飲み・足洗 A1:S=1/20
A3:S=1/40

RC(A)の上フッ素樹脂クリア塗装

平田タイル：Hi-Ceramics　ORT-60同等品
モザイクタイル

砕石転圧 t=120
捨てコンクリートt=50

排水管
（設備工事）

※
（

1）
25

0

10
0

※
（

1）
25

0

※(1)寸法は下記とする
F01：650
F02：500

F03 地流し A1:S=1/20
A3:S=1/40

150

150

170

20
0

F04 旗ポール A1:S=1/50
A3:S=1/100

F05 たい肥置場 A1:S=1/30
A3:S=1/60

イワタ：からっと300×300同等品

12
027

0

金ゴテ押え

15
0

再生クラッシャラン（RC-40）

土間コンクリート　t=150
ワイヤーメッシュφ6.0□150

ひび割れ誘発目地 @3000

再生クラッシャラン(RC-40)
捨てコンクリート

50
45

0
10

0
60

0

再生クラッシャラン(RC-40)
捨てコンクリート

50
45

0
10

0
60

0

D13D10＠200（タテヨコ共）

D13

D13

D13

D10＠200（タテヨコ共）

30
10

0

7030
10

0

15
0

30
10

0

砕石転圧 t=120
捨てコンクリートt=50

排水管
（設備工事）

白玉砂利：白玉石（石灰岩 白）8分（φ20～30mm）　程度

ABC商会：パークコートゴムチップカラーHS工法（2色混合）同等品

ABC商会：パークコートゴムチップカラーHS工法

ゴムチップ舗装

ゴムチップ舗装

非透水擬石ブロック

エスケー化研：セラミクリートSi工法　同等品
フッ素樹脂クリア塗装

カネソウ：SYR-H20　同等品
SUSグレーチング（細目）

（2色混合）同等品

30
0

300

30
0

300

※
1

点状ブロックの形状（警告） 線状ブロックの形状（誘導）

シート（外部用）ポリウレタンエラストマー製

2

※1　継ぎ目部分の突起上辺部の間隔は30以下
※ 　形状はJIS T9251による

5

B04 視覚障害者誘導用ブロック A1:S=1/20
A3:S=1/40

250

76

基礎コンクリート
D10 @200共
RC-40

本体：ステンレス製φ76×t2.085
0

25
0

50

250

76

基礎コンクリート
D10 @200共
RC-40

本体：ステンレス製φ76×t2.085
0

25
0

50

フック：ステンレス製φ8

チェーン：SUSφ4

250

76

基礎コンクリート
D10 @200共
RC-40

本体：ステンレス製φ76×t2.085
0

25
0

50

差込スリーブ

差込スリーブ蓋
南京錠

粒度調整砕石
プライムコート
密粒度カラーアスファルト混合物

カラーアスファルト舗装（既存土間コン上）

15
0

1,
35

0

躯体柱：φ267.4（建築工事）

保護クッション巻き t=50×H1350

ウエノシステック：ラテリアPU同等品
保護クッション

ウレタンフォームt=47程度

躯体柱：φ267.4（建築工事）
保護クッション巻き t=50×H1350

E08 保護クッション巻き A1:S=1/20
A3:S=1/40

(882)

R200(φ76.3)

700

80
0

40
0

スチール φ76.3×t3.2
焼付塗装

250

基礎コンクリート
D10 @200共
RC-40

700

70
0

サンポール：FAH-8UR7-800同等品

ADC12アルミ合金ダイカスト１グランドセット

600X600

∅100

40
00

∅60

5,
00

0
9,

00
0

アルマイト処理

塗装仕上げ

YBZD－T8
A1050P
PP

１
１

アルミ合金継目無管　　
アルミ合金

１ ポリプロピレン樹脂

φ100×t2.3 H.L.後アルマイト処理クリアー電着塗装

備　　　　　　　　　考

１

数量

アルミ合金継目無管　　

　　材　　　　　質

φ100×t2.3 H.L.後アルマイト処理クリアー電着塗装

キャップ
ポール（上段）

回転部
5

2
3
4

ポール（下段）

　品　　　　　名

1

番号

1,
00

0

YBZD－T8

3

埋込部
黒色塗装

モルタル：上1/3
乾燥砂：下2/3

水抜孔

ジョイント部

4

2

1

5

1,
00

0

15
0

立面図 S=1/50

旗ポール本体（既存移設）

旗ポール本体（既存移設）【参考】

基礎（新設）

AC7A
ハウジング

駆動ユニット
AC7A

ドラム
SCS13

6-M6丸皿ビス
3-M6丸皿ビス 現地接合部

2050 168

200

120°12
0°

ジョイントスリ－ブ

回転グリップ
ナイロン6(黒)

ZDC2 クロムメッキ
ハンドル

ナイロン
フリ－リング

旗取付金具
SCS13

ワイヤ－φ2.5
SUS304

150

65

16
0

[冠頭部 S=1/10]

[ジョイント部 S=1/10]

[ハンドル部 S=1/5]

D13

D10＠200（タテヨコ共）

RC-40

D13

良質土埋め戻し  t=150

15
0

2000 2000

良質土埋め戻し  t=150

900 900

20
00

70
0

コンクリート打ち放し（B種）素地仕上げ

コンクリート打ち放し（B種）素地仕上げ
D13

D10＠200（タテヨコ共）

D13 D10

18-8-25

18-8-25

150

60
0

10
0

50
15

0
30

0

450
再生クラッシャラン(RC-40)

捨てコンクリート
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洗砂（細目）

G.L.グランド側
100

80
40

0

68
0

50
100

15
0

50

5,
00

0

8,000

1,000助走路　45,000

砂場枠

踏切板（仮設品を再利用）

クラッシャーラン基礎 RC40-0

ｺﾝｸﾘｰﾄ　18-8-25
捨ｺﾝｸﾘｰﾄ　18-8-25

砂場枠
合成樹脂

アンカー
φ8×L150

受金具
アルミ合金

53
0

競技用砂場 平面図

砂場詳細図

S=1:50

S=1:10

透水シート

1,220

20
0

10
0

※日本陸上競技連盟の「陸上競技器具規格」に基づき作製したものとする

陸連検定焼印

検定ｼｰﾙ

踏切板詳細図
S=1:10

200

(中学校用)

(中学校用)

G-03 走り幅跳びピット（本設） A1:S=1/10
A3:S=1/20

50

助走路×2レーン：既存舗装のまま

※仮設品を再利用とする

G-03' 走り幅跳びピット（仮設） A1:S=1/10
A3:S=1/20

G-06 玄関階段 A1:S=図示
A3:S=図示/2

30
0

30
0

15
0

45
0

D10 @200
K01　：W=800　L=4500
K02　：W=800　L=1500
K03　：W=800　L=1500
K04　：W=800　L=4500
K05　：W=800　L=1500
K06　：W=800　L=2500
K07　：W=800　L=6700
K08　：W=800　L=6500

機械基礎

K-01～09 機械基礎 A1:S=1/20
A3:S=1/40

洗砂（細目）

G.L.グランド側

40
0

5,
00

0

8,000

1,000助走路　45,000

砂場枠無し

踏切板

競技用砂場(仮設) 平面図

砂場（仮設）詳細図

S=1:50

S=1:10

透水シート

1,220

20
0

10
0

陸連検定焼印

検定ｼｰﾙ

踏切板詳細図
S=1:10

(中学校用)

(中学校用)

助走路×2レーン：既存舗装のまま

※仮設撤去時、現況舗装にて
埋め戻し復旧とする

現況舗装のまま

※日本陸上競技連盟の「陸上競技器具規格」に基づき作製したものとする

G-04 鉄棒 A1:S=1/50
A3:S=1/100

G-07 プール階段 A1:S=1/50
A3:S=1/100G-05 ネットフェンス A1:S=1/20

A3:S=1/40

天端：コンクリート打ち放し 金ゴテ押え
側面：コンクリート打ち放し 打ち放し補修

1510152021 19 18 17 16 14 13 12 11 9 8 7 6 4 3 222273233 31 30 29 28 26 25 24 23343942 41 40 38 37 36 35

SUS製ノンスリップ

踏面：コンクリート打ち放し 木ゴテ押え

伸縮目地　t=20

SUS製ノンスリップ
ナカ工業：ST-35　同等品

再生クラッシャラン(RC-40)
捨てコンクリート

25
0

50
15

0

300300 " " " " " " " " " " " " " " " " " "300300 " " " " " " " " " " " " " " " " " " 1,500300 150

300300 " " " " " " " " " " " " " " " " " "300300 " " " " " " " " " " " " " " " " " " 1,500300
150

手摺笠木：SUS丸鋼φ32 HL
手摺支柱：SUS丸鋼φ32 HL　＠900以内

5,
88

0（
14

0×
42

段
）

13,800

15
0

90
0

900
20

900

21-8-40

60
090

0

200

20
0

90
0

25
0

900

90
0

25
0

900

20
0

2,
40

0
20

0

13,800

手摺：SUS丸鋼φ24 HL

▽GL（下段）

▽GL（上段）

手摺笠木：SUS丸鋼φ32 HL
ブラケット：SUS　FB-9×38　＠900以内

手摺：SUS丸鋼φ24 HL踏面：コンクリート打ち放し 木ゴテ押え
21-8-40

SUS製ノンスリップ

伸縮目地　t=20

再生クラッシャラン(RC-40)

15
0

15
0

15
0 端部：1-D13

1-D10＠200

2-D10＠200（タテヨコ共）
端部：1-D13

1-D10＠200

端部：2-D13

1-D10＠200

端部：2-D13

2-D10＠200（タテヨコ共）

2-D10＠200（タテヨコ共）

端部：1-D13

1-D10＠200（タテヨコ共）

15
0

200

手摺笠木：SUS丸鋼φ32 HL
手摺支柱：SUS丸鋼φ32 HL　＠900以内

手摺：SUS丸鋼φ24 HL
ブラケット：SUS　FB-9×38　＠900以内

踏面：コンクリート打ち放し 木ゴテ押え
21-8-4050

排水側溝

10
60

0
30

0
90

0
15

0

75
0

15
0

50
15

0

600

再生クラッシャラン(RC-40)
捨てコンクリート

1,
10

0

※使用鋼管はジンクロメートメッキ(JIS H8610 電気亜鉛メッキ２種４級)
処理後、粉体静電焼付塗装仕上げとする。(基礎部は除く)

※製品は(一社)日本公園施設業協会賠償責任保険を適用する。

※製品はISO9001の認証取得企業で品質管理されたものとする。
※この製品の対象年齢は、幼児用（３～６歳）・児童用（６～１２歳）となります。

※ボルト、ナットはステンレス製とする。
※製品は『遊具の安全に関する規準　JPFA-SP-S:2024』適合品とする。

安全領域
(斜線は他の遊具の安全領域と重複不可)

1,
80

0

(3
63

0)

(13900)

750 150
0

1,8001,8001,8001,800 1,800 1,800

300×500
400×600

40
0

10
0

90
0

10
0

90
0

10
010

0
1,

00
0

10
0

1,
10

0

10
0

1,
20

0

10
0

1,
30

0

1,
40

0

10,800

ステンレス鋳物
φ60.5×3.2 ステンレスシャフト　φ28

端部　2-D13

配筋：2-D10＠200以内
（タテヨコ共）

再生クラッシャラン
(RC-40) t=100

踏段：コンクリート打放し刷毛引き仕上げ

ノンスリップ彫込２列
21-8-40

再生クラッシャラン(RC-40)
捨てコンクリート

2-D13

D10
D10＠200シングル

▽GL

△
外

壁
面

2-D13

15
0 50

40
0

60
0

15
0

15
0

200

14
7.

514
7.

5

29
5

伸縮目地 t=10

±0+147.5+295

R3
00

R6
00

踏段：コンクリート打放し

21-8-40
ノンスリップ彫込２列

300

30
0

30
0

△
外

壁
面

伸縮目地 t=10

刷毛引き仕上げ

2000
40000

1 5 10

平面図 S=1/150

▲
出入口

(W2.0m)

" " " " " " " " " " " " " " " " " " 2000

15 21

【朝日スチール】PCフェンス　同等品

3,
00

0
2,

95
0

GL

60
0

300

50

φ60.5×3.2φ60.5×3.235
0

（水抜穴付）
φ38.1×1.6

20002,000

φ38.1×1.6

φ4.0

金網：φ2.6×40mm溶融亜鉛メッキ

2,
00

0
3,

00
0

φ60.5×3.2
（補強入り）（補強入り）

落しφ16
舟形落し受付

φ50.8×1.6

φ38.1×1.6

φ60.5×3.2

20
0

φ38.1×1.6

完全式菱形金網

75
0

35
0

W2,000

（水抜穴付）
φ38.1×1.6

φ4.0

φ38.1×1.6

1,
00

0

蝶番

戸当り付両面回転施錠

2,
00

0
1,

00
0

95
0

50
1,

95
0

50

□500

□200

基礎コンクリート：□300×H600 基礎コンクリート：□500×H750

再生クラッシャラン(RC-40)t=100 

10
0

側面図（くぐり門扉部） S=1/20側面図（一般部） S=1/20
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G-08 特別教室棟階段 A1:S=1/50
A3:S=1/100

50 36 825（本体幅） 36 50
ピッチ71

1,860

40
0

40
0

1,
20

0
2,

00
0

40
60

0

格子30×55横桟88×49.5
框100×50

門柱（間仕切柱+柱格子）
100×160

10
0

38825（本体幅）

落し棒部詳細図

落し棒Φ16（SUS)

落し棒受け
船形（ASA)

格子
30×55×0.85/1.1ｔ

横桟
88×49.5×1.7/1.2ｔ

内蔵式落し棒

錠框
50×100×2.5/1.7/1.5ｔ

門扉用ﾋﾝｼﾞ
1,

07
0

1,
47

0

67
0

12
0

14
0

27
0

27
0

12
0

47
0

57
0

ﾋﾝｼﾞｼｬﾌﾄＭ16×225
　六角ﾎﾞﾙﾄ（SUS304） 門扉用ヒンジ

M16 平座金（SUS)ｼｬﾌﾄｴﾝﾄﾞ袋ﾅｯﾄM16
 六角袋ﾅｯﾄ（ＳＵＳ）

間仕切り胴縁金具
t=3.0（SUS304)

門柱100×108.1×2.5/1.5ｔ

吊元框100×50×2.5/1.7ｔ

M6×16 六角穴付ﾎﾞﾀﾝﾎﾞﾙﾄ
M6平座金：M6ﾊﾞﾈ座金（SUS)

M6×25 六角穴付ﾎﾞﾀﾝﾎﾞﾙﾄ
M6平座金：M6ﾊﾞﾈ座金（SUS)

ﾋﾝｼﾞ部詳細図 錠部詳細図

ラッチ部詳細図

鎌デッド本締り錠（ＤＡＦ）
U9DAF-4 戸厚50mm

ケースハンドル空錠（ＯＭ錠）
OMCC 戸厚50mm

格子
30×55×0.85/1.1ｔ

格子キャップ

錠框50×100×2.5/1.7/1.5ｔ

横桟88×74.25×1.7/1.2ｔ

戸当り

門扉ストライクケース
30×50×2.0/2.2ｔ

M4×16 （＋） サラ 小ネジ
錠本体付属ネジ

DAF錠ストライク

M4×12 （＋） サラ 小ネジ
錠本体付属ネジ

門扉ストライクケース
30×50×2.0/2.2ｔ64 8

64

30 8 63

30 8 63

50
0

2,
50

0

基礎コンクリート
D13 @200共
RC-40

5555 125
235

550550

32
32

32
40

2,
50

0
45

0

74
71

ピッチ71.3×13 = 927 72 ピッチ71.3×13 = 927

2,000 2000

21
5

1,
05

5
2,

32
5

17
5

2,
50

0

1,
05

5

60
0

10
0

105

75～200

35
2

10

30

12

1112
5

105

フリーポール裏蓋
30.5×7.4×ｔ0.9

M8×110六角ボルト（SUS）
M8バネ座金（SUS）
M8平座金（SUS）

胴縁キャップ
（ASA）

10 10

8

支柱キャップ
ｔ2.0（SUS)胴縁（胴縁+胴縁補助）

32×55×ｔ1.2/2.5

トラスタッピンネジ
φ4×20 3種（SUS）

支柱
105×125×t2.6/3.5

997
2
10 997

4

本体パネル・胴縁・支柱 組付詳細図

胴縁受金具
ｔ3.0（SUS）

ストレート継手
（ADC12）

105

LIXIL：アーキラインスクリーンフェンス縦格子フリーポールタイプ　同等品

G-09 目隠しフェンス A1:S=1/10
A3:S=1/20

G-10 伸縮ゲート A1:S=1/50
A3:S=1/100

ノンスリップタイル
KYタイル：6GOUKAIDAN　同等品

1

5

10

9

8

7

6

4

3

2

踏面：コンクリート打ち放し 木ゴテ押え
21-8-40

ノンスリップタイル

伸縮目地　t=20

既存擁壁地上部≒H1210

伸縮目地　t=20

既
存

の
ま

ま
新

設
部

分

11
12

13
14

15
16

≒2
,2

12
75

0
26

0
26

0
"

"
"

26
0

1,
50

0
26

0
"

3,
58

0

2,610
5,340

15
0

既存擁壁

端部：1-D13

2-D10＠200（タテヨコ共）

2-D10＠200（タテヨコ共）

端部：1-D13

1-D10＠200（タテヨコ共）

15
0

200

踏面：コンクリート打ち放し 木ゴテ押え
21-8-40

60
0

20
0

50
15

0

1,000 再生クラッシャラン(RC-40)
捨てコンクリート

1,
00

0
0～

17
75

50
0

150

▽GL

▽GL

2-D13

1-D10＠200
（タテヨコ共）

▽GL（下段）

踏面：コンクリート打ち放し 木ゴテ押え
21-8-40

ノンスリップタイル

伸縮目地　t=20

既存のまま 新設部分

再生クラッシャラン(RC-40)
捨てコンクリート

15
0

15
0

再生クラッシャラン(RC-40)

端部：1-D13
1-D10＠200

2-D10＠200（タテヨコ共）

端部：2-D19

1-D10＠200
端部：2-D19

1,
77

5（
17

7.
5×

10
段

）

50
0

750
260 260" " " 260 1,500 260 "

3,580
150

基礎フーチング

柱上桟5
後格子(敷地側)4
前面ﾊﾟﾈﾙ(道路側)3

2
吊元柱･戸当り柱1 アルミ押出形材

陽極酸化･塗装複合皮膜(道路側)

吊元柱･戸当り柱
(敷地側)

格子上桟6
下桟7
パンタ8

ねじ類

柱･格子キャップ

アルミ押出形材
陽極酸化･塗装複合皮膜

アルミ押出形材
陽極酸化･塗装複合皮膜

アルミ押出形材
陽極酸化･塗装複合皮膜

アルミ押出形材
陽極酸化･塗装複合皮膜

アルミ押出形材
陽極酸化･塗装複合皮膜

アルミ押出形材
陽極酸化･塗装複合皮膜

アルミ押出形材
陽極酸化･塗装複合皮膜

合成樹脂(ASA)
ポリウレタン樹脂塗装

ステンレス（SUS）
電気亜鉛メッキ品(内装部)

22

四国化成：ALXC12-N320S　同等品

据 付 図 (S=1/50)

主要部材断面 (S=1/8)

1  吊元柱
戸当り柱

2  吊元柱
戸当り柱

3  前面パネル 4  後格子

5  柱上桟 6  格子上桟 7  下桟 8  パンタ

(道路側) (家側)
(道路側) (家側)

70

11
0

70

40

35

40

70 35

70 70

19.5

60 36

35

11
0

A　施錠部詳細図(S=1/10)

C　戸当り柱･吊元柱取付部詳細図(S=1/10)

B　固定キャスター部詳細図(S=1/10)

E　自在キャスター部詳細図(S=1/10)

110 180 40

25 10
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?75
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敷地側道路側
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110 180 40
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73

10453

46
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4646 330
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5
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110 180 40
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39 258 39
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5
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0

25
0

23
0

420

G.L

敷地側

道路側

（530）262070
3220
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00

25
0
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5以

上
33

0

（330）

450
固定キャスター芯

530
自在キャスター芯

330
1 212

A

3 4

E
600以上
基礎幅

600以上
基礎幅 CB

以
上

25
0

10
0

5
6

7

1,
67

5

9,300
2,000 2,000 2,000 1,860 1,440

門扉（両開き）格子スクリーン

基礎550×550×8箇所
支柱

△外壁
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S-01 校名サイン壁 A1:S=図示
A3:S=図示

A1:S=1/100
A3:S=1/200W-02 築山

H-02 外部物置-2　基礎新設 A1:S=図示
A3:S=図示 H-04,05,06,07 外部物置-4,-5,-6,-7　基礎新設 A1:S=図示

A3:S=図示

50

図示による
300100 100

50
15

0

調整コンクリ－ト
基礎コンクリート

再生クラッシャランRC-40

スチ－ルノンスリップ枠

50

H

ゴミ収集カゴ

▼地盤面

山砂 t=50

透水シート
単粒度砕石 S-40

暗渠有孔VP管150φ

透水シート

雨水調整層

30
0

85
0

50

850

▼地盤面

20
0

D
20

0

埋戻土
現場発生土（良質土）

VP管

埋戻し砂
(山砂）

STグレーチング
（細目 ノンスリップ ボルト固定式）

勾配3/1000~5/1000

浸透皿型VS側溝

300

450

単粒砕石（S-40）
透水シート

浸透基礎版

山砂 t=50

63
5

15
75

30
0

1,
02

5

800

80
0

U-01 集水桝 A1:S=1/20
A3:S=1/40

U-03 浸透型自由勾配側溝（皿型） A1:S=1/20
A3:S=1/40

U-06 暗渠有孔VP管 A1:S=1/20
A3:S=1/40

420

75
5

10
0

10
0

640

300 調整コンクリ－ト
基礎コンクリート

再生クラッシャランRC-40

浸透皿型VS側溝
スチ－ルノンスリップ枠

U-04 横断用自由勾配側溝（皿型） A1:S=1/20
A3:S=1/40

U-05 暗渠VP管（一般部） A1:S=1/20
A3:S=1/40

寸法表（ｍｍ）
呼び径 管厚ｔ 外径　D 掘削幅　Ｂ

200 10.3 216 616
150 8.9 165 565

B

U-02 雨水枡（マンホール型） A1:S=1/20
A3:S=1/40

50図示による

U-07 浸透桝 A1:S=1/20
A3:S=1/40

320

42
0

390
4545 300

W

60
0

50
20

0

敷き砂t=50

S-30(4号)

透水シート

単粒度砕石

ふたボルト

820
110 600 110

75 900 75

1,100
300 500 300 再生クラッシャラン

20
0

マ
ン

ホ
ー

ル
H

マンホール蓋

（Ｍ１Ｂ）

（Ｍ１Ｓ）

底版

管取付壁

直壁

（Ｍ１Ｔ）
斜壁

（ＭＲ）
調整リング

（Ｍ１Ｐ）

RC-40

タラップ

STグレーチング
（細目 ノンスリップ

ボルト固定式）

±0

+500

+1000

+1500

±0

+500

+1000

W01：クワの木 既存移植 5株

築山 H1500
表面仕上げは緑地の仕様による

築山 H1000
表面仕上げは緑地の仕様による

15,150

8,
40

0
50

01,
00

0
1,

50
0

改良土　t=150
緑地：ノシバ 半土付き 100％張り　目地砂共

山砂 t=150

現場発生土埋め戻し

50
0

1,
00

0

▽GL

W01：クワの木 既存移植 5株

岡谷市立 川岸学園 後期校舎

門扉館名サイン（仕様は別図による）

▽GL

コンクリート打ち放しの上、ファンデーション仕上げ（表裏共）

ファンデーション仕上げ
エスケー化研：セラミRC-FR工法 標準色　同等品

コンクリート打ち放しの上、小口タイル張り（表裏共）

小口タイル
ニッタイ工業：ブリザードNEXT 小口平108×60×t13 フラット　同等品

85
5

45
90

0

2,130
100 1,930 100
45 45

10
0

65
5

10
0

コンクリート打ち放しの上、小口タイル張り

コンクリート打ち放しの上、ファンデーション仕上げ
（天端共）

コンクリート打ち放しの上、ファンデーション仕上げ

端部：2-D13

端部：1-D13

2-D10＠200

端部：1-D10＠200

60
0

端部：1-D13

15
0

50
20

0
45

10
0

65
5

10
0

20
0

90
0

10

水勾配

門扉館名サイン（仕様は別図による）

▽GL

再生クラッシャラン(RC-40)
捨てコンクリート

150

250

750

（移設品参考品番）ヨドコウ：LMDS-5122HL　間口5035×奥行2220×H2356

（移設品参考品番）

H-04、H-05　イナバ：FP-2614HT　間口2630×奥行1370×H2385 
H-06、H-07　イナバ：FP-2618HT　間口2630×奥行1790×H2385 
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H-08 シェルター A1:S=1/50
A3:S=1/100

2,
82
0

15
0

1,200

▼体育館ＦＬ

A立面

A立面

2,
00
0

▼GL

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1T SＴＵ支柱

SＴＵ梁・SＴＵ補強梁

Ａ正面梁Ｗ

正面水切

フロント化粧材

Ａ正面梁Ｓ

屋根押え

桁側面カバー

屋根側面カバー

形材屋根中間

補強梁

主要部材

W70*H240

W45*D45

縦樋

アルミ押出形材　
陽極酸化・塗装複合皮膜
アルミ押出形材　
陽極酸化・塗装複合皮膜
アルミ押出形材　
陽極酸化・塗装複合皮膜
アルミ押出形材　
陽極酸化・塗装複合皮膜
アルミ押出形材　
陽極酸化・塗装複合皮膜
アルミ押出形材　
陽極酸化・塗装複合皮膜
アルミ押出形材　
陽極酸化・塗装複合皮膜
アルミ押出形材　
陽極酸化・塗装複合皮膜
アルミ押出形材　
陽極酸化・塗装複合皮膜
アルミ押出形材
陽極酸化・塗装複合皮膜
アルミ押出形材

アルミ押出形材
陽極酸化・塗装複合皮膜

陽極酸化・塗装複合皮膜

仕様（材質・塗装）

ステンカラー

ステンカラー

ステンカラー

ステンカラー

ステンカラー

ステンカラー

ステンカラー

ステンカラー

ステンカラー

ステンカラー

ステンカラー

ステンカラー

補強材（桁スリーブ）

φ42

W100*D160
補強パイプ（STKR□75*150*t3.5）

寸法

※【四国化成】ソリッドルーフＡ通路用ユニット（積雪３０００Ｎ/㎡仕様、フロントパネル付）　同等品

校舎棟

体育館棟

屋根伏図　A1:S=1/50　A3:S=1/100

80
1,
22
0

1,
22
0

80
2,
60
0

体育館庇

2,
44
0

YY02

YY01

2,
44
0

YY02

YY01

立面図　A1:S=1/50　A3:S=1/100
A立面　A1:S=1/50　A3:S=1/100

・・・既存地盤改良（Fc=150KN/m2）を示す。
固化材添加量：100Kg/m3

平面図・基礎伏図　A1:S=1/50　A3:S=1/100
・・・ラップルコン増設を示す

・・・土間コンクリート新設を示す。
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基礎詳細図参照
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ケース鍵付き

ラップルコン増設
1650×600×H1200

ラップルコン増設
1350×850×H1200

ラップルコン増設
1650×600×H1200

ラップルコン増設
1350×850×H1200

8,220
110 4,0004,000

9
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3、4、5、7

1T

1T

1T

1T

水切り：アルミ2t曲材  F-BE
D200×W2600

200

A1:S=1/20　A3:S＝1/40脱着式車止め詳細図（取外・再設置）

A1:S=1/20　A3:S＝1/40土間コンクリート詳細図

A1:S=1/20　A3:S＝1/40基礎詳細図

既存地盤改良

既存ラップルコン

既存ラップルコン

土間コンクリート刷毛引き仕上げ

土間コンクリート刷毛引き仕上げ

50 30 10
0

YY01 YY02

B立面　A1:S=1/50　A3:S=1/100
45
0

20
065
0 15

0

・・・地盤改良（Fc=150KN/m2）を示す。
固化材添加量：100Kg/m3

土間コンクリート詳細図参照

▼GL
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B立面

B立面
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50 15
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18-8-25
土間コンクリート打ち放し刷毛引き仕上げ

基礎コンクリート18-8-25
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ピット部材
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基礎砕石

耐震性貯水槽明細書
型式番号

型式記号

容　　量

設計荷重

設置場所

土被り厚

形　　状

材　　料 規格または算式 数　量 備　考

集水ピット部材

調整用部材

PC鋼より線

定　着　具

緊結ボルト

人孔鉄蓋

六角ボルト

GキャップE

T40-Ⅱ-A-0.0/1.0

 40.16 m3

T-20

Ⅱ型

1.000 m

横置ボックスカルバ－ト型

3.4m x 2.4m x 1.5m 2 個

3.4m x 2.4m x 1.7m 2 個

3.4m x 2.4m x 0.4m 2 個

PH500(1.04m x 1.04m x 0.50m) 2 個

φ0.83m, RH900 2 個

φ15.2mm, L= 7.8m 4 本 SWPR7B

アンカープレート，グリップ 8 組 端面部材用

0.12/3xπx(0.08^2+0.08x0.07+0.07^2)x8

+0.02xπx0.08^2x8+6.920xπ/4x0.035^2x4
0.047 m3

M16,L=1.000m(ナット，座金付) 6 組

φ600 2 組

M20,L=200mm(ワッシャ－付) 8 組

- 8 組

止水仕様(防水工)材料表
種　別 算　式 数　量

本

体

集
水
ピ
ッ
ト
連
結
部

コーティング材

コーキング材１

シール材

コーキング材１

パッキン材

中間ボックス、
端面部材

集水ピット部材

調整用部材

( 2x2.60+2x1.60+4  2x0.20) x 5+0.64xπx 2

(2x2.80+2x1.70+2xπx0.2)x5

(4x0.84+0.2)x 2

(2xπx0.34+0.2)x 2x 2

0.04/3x(πx0.07^2/4+πx0.06^2/4+

  πx0.07^2/4xπx0.06^2/4) x 8

m2

   51.7 m

   51.3 m

    7.1 m

    9.3 m

  0.001 m3

      8ケ

基礎数量表
種　別 算　式 数　量 備　考

基礎コンクリート (7.50x3.70+2x(1.24+1.14+2x0.15)x0.52x2)x0.15   4.999 m3 σck=18.0 N/mm2

基礎型枠 2x(7.50+3.70)x0.15+2x(4x(1.24+1.14)+8x0.15)x0.52  14.509 m2

基礎砕石 7.50x3.70  27.750 m2 t=0.20m

敷モルタル (7.20x3.40-2x1.24x1.14)x0.02   0.433 m3
σck=30 N/mm2

※内面防水は、コーティング仕様とする

※日本消防設備安全センターの認定品とする

グラウト

端面部材

中間ボックスA部材

中間ボックスB部材

(2.60+2x1.60+4  2x0.20)x( 6.40+2x0.20) + (3.00x2.00-4x0.20^2/2 )x2

+0.60xπx0.50x 2 + (2.60+2x1.60+4  2x0.20)x 5x(0.0454-0.015)

+0.60xπx 2x(0.0454-0.015)

   62.0

耐-00002-2号

C部詳細図 S=1:20B部詳細図 S=1:20

PC鋼より線定着部詳細図集水ピット連結部詳細図 S=1:5
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緊結ボルト
M16,L=1.000m

インサート
M16,L=75mm

人孔鉄蓋

グラウト

PC鋼より線φ15.2mm

グラウト

アンカープレート
φ120,t=16mm

グリップ

GキャップE

ボルト M10

インサート
M10,L=50mm

パッキン

S=1:10
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コーキング材１
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中間ボックスB部材 ワッシャー

六角ボルト
M20,L=200mm

インサート
M20,L=150mm

シール材

パッキン材
集水ピット部材

外面

内面

底版

外面

内面

継手部詳細図 S=1:5
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更衣室
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ヒイ

ヒラドツツジ 34㎡×2株=68株
オオムラサキツツジ34㎡×2株=68株

築山

ジグザグ平均台

花壇・畑
自由植栽エリア

グラウンド
土の運動のエリア

緑地
草木の運動のエリア

緑地
自然の冒険エリア

ヒラドツツジ 25㎡×2株=50株
オオムラサキツツジ25㎡×2株=50株

土間 既存土間
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8

ベンチ

ベンチ

キンシバイ 20㎡×2株=40株

ヒラ・オオ

ヒラ・オオ
キン

ヒラ・オオ

カン

アオ

クチ

77
5.5

5

77
6.7

5

7,900

3,
80

0

浸透桝

既存樹木

既存樹木

既存樹木

既存樹木

既存樹木

シラ
シラ

丸太ステップ

メッシュフェンス

メッシュフェンス

メッシュフェンス

メッシュフェンス

符号 名称 参考数量 単位 仕様・備考 備考
■凡例

木チップ園路

シロツメクサ播種

改良土

計画
標高

現況
標高

ふるい真砂土t=50

㎡

㎡

㎡

㎡172.94

226.02

117.21

75.90

真砂土

檜ウッドチップ　10～40mm程度
t=100　路盤:現場発生土転圧
10g/m2
客土t=150共

路盤:現場発生土転圧（大きな礫は取り除くこと）
t=300

築山 ヶ所1

丸太ステップ ヶ所1

アオキ 株20 H:0.4 C:     W:0.3

コンクリート土間 ㎡58.48 t=70 ワイヤーメッシュ共
砕石転圧t=100

カンツバキ H:0.4 C:     W:0.4

キンシバイ H:0.5 3本立

クチナシ H:0.4 C:     W:0.25

ヒイラギナンテン

アオ

カン

キン

クチ

ヒイ

ヒラドツツジ 株138 H:0.3  W:0.3
2株/㎡

オオムラサキツツジ 株138 H:0.3  W:0.3
2株/㎡

ランドスケープエッジ m118.50 樹脂製H=127 凍上抑制タイプ
住友林業緑化㈱エッジキング同等

メッシュフェンス m142.04 H=900 沓石共

木製ベンチ ヶ所2 コトブキ：EX-13420H同等

H:0.4 2本立

株40

ヒラ

オオ

2株/㎡

2株/㎡

株10

3株/㎡

2株/㎡

3株/㎡

株15

株20

H=1,200
現場発生土又は盛土Ｂ種程度

P-01

P-02

P-03

P-04

P-05

B-01

B-02

F-01

F-02

浸透桝 ヶ所1 M-01水栓用
SUSグレーチング共

門扉 ヶ所2 H=900 沓石共 B-03

シラ
シラカシ 本2 H:3.0  C:0.15 W:0.8

客土・鳥居支柱共

客土共

客土共

客土共

客土共

客土共

客土共

客土共

木製

JFE建材:Jメッシュフェンス同等

JFE建材:Jメッシュ門扉同等

ジグザグ平均台 ヶ所1 F-03木製

上段外構図
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P-01
木チップ園路 A1:1/10

A3:1/20
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檜ウッドチップ φ10～40mm程度
現況土転圧（大きな礫は取り除くこと）
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50
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基礎:コンクリート二次製品180角H450 @2000
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浸透桝 A1:1/20
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オーイケ：OK式新棟ザール450角程度

単粒度砕石（4号）

透水性シート
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嵩上1段

ステンレスグレーチング（歩行用）
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F-01
木製ベンチ

F-02
丸太ステップ
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A部詳細図 S=1/3

M12 ステンレスナット
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脚
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H=500

H=400
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L=1200
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SP製造表示ラベル

年齢表示シール

7230

3,
85
0

木材は杉材（丸太材はﾛｰﾀﾘｰ加工）を使用する。

木材の見え掛り部の丸太の木口はR9面取を行なう。

加圧注入方法はJIS A 9002による。

木材は薬剤注入に適するように天然､又は人工乾燥処理を行う。
木材は全て加工後､AZNA ﾍﾟﾝﾀｷｭｱECO30木材保存剤を加圧注入処理する。

木材の見え掛り部は木材表面保護塗料ワーメックスS 塗装とする。
柱の地際部は上下10ｃｍの範囲にサンプレザーOGR塗布とする。

木材

本製品は（一社）日本公園施設業協会の総合賠償責任保険加入品とする。
製品保証は2年、木部の腐朽に関しては5年の保証とする。 

本製品はAQ認証取得工場にて製作するものとする。 

本製品は（一社）日本公園施設業協会のSP表示認定企業にて製作する。
本製品の対象年齢は6-12歳とする。
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木材は杉材（丸太材はﾛｰﾀﾘｰ加工）を使用する。

木材の見え掛り部の丸太の木口は、R9面取を行なう。

加圧注入方法はJIS A 9002による。

木材は薬剤注入に適するように天然､又は人工乾燥処理を行う。
木材は全て加工後､AZNA ﾍﾟﾝﾀｷｭｱECO30木材保存剤を加圧注入処理する。

木材の見え掛り部は木材表面保護塗料ワーメックスS 塗装とする。
柱の地際部は上下10ｃｍの範囲にサンプレザーOGR塗布とする。

木材

ボルト・コーチスクリューは、溶融亜鉛めっきとする。ボルト類
木ねじ類は、ステンレスとする。
見え掛り（木材表面）のﾎﾞﾙﾄ、ｺｰﾁｽｸﾘｭｰは座堀内に納める。
見え掛りの座堀は、シリコンキャップをつける。（下方向からを除く）

座堀

本製品は（一社）日本公園施設業協会の総合賠償責任保険加入品とする。
製品保証は2年、木部の腐朽に関しては5年の保証とする。 

本製品はAQ認証取得工場にて製作するものとする。 

本製品は（一社）日本公園施設業協会のSP表示認定企業にて製作する。
本製品の対象年齢は6-12歳とする。
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B01 歩車道境界ブロック

記号 名称 参考数量
長寿 接続 仕様・備考

撤去　B型 (180(230)x250)70m
B02 地先境界ブロック 撤去　A型 (120x120)100m
B03 コンクリート壁 17m 撤去　W200 H300　石積200φ～350φ1段共
B04 18m花壇見切り 撤去　（詳細図参照）

F01 水飲み 1ヶ所 撤去　（詳細図参照）
F02 水飲み 1ヶ所 撤去　（詳細図参照）

Z01 池 1ヶ所 撤去　（詳細図参照）
Z02 たい肥置場 1ヶ所 撤去　（詳細図参照）
Z03 藤棚 1ヶ所 撤去　（詳細図参照）
Z04 庭石 80個 撤去　300φ～1500φ
Z05 水槽 1ヶ所 撤去　（詳細図参照）
Z06 コンクリートプランター 4ヶ所 撤去　t=120 900φ H=600

F03 日時計 1ヶ所 撤去　（詳細図参照）

Z07 コンクリート階段 1ヶ所 撤去　（詳細図参照）

H01 プレハブ物置 1ヶ所 残置

H03 防災倉庫 1ヶ所 残置
H04 プレハブ物置 1ヶ所 移設　（基礎撤去）
H05 プレハブ物置 1ヶ所 移設　（基礎撤去）
H06 プレハブ物置 1ヶ所 移設　（基礎撤去）
H07 プレハブ物置 1ヶ所 移設　（基礎撤去）
H08 プレハブ物置
H09
H10

プレハブトイレ 1ヶ所

H11
鉄骨物置 1ヶ所

H12
プレハブ物置 1ヶ所

H21 プレハブ物置 1ヶ所
H22 プレハブ物置 1ヶ所
H23 プレハブ物置 1ヶ所

S02 川岸村碑 1ヶ所 移設
S03 校舎改築記念（校名石碑） 1ヶ所 移設
S04 創立90周年記念（緯度経度碑） 1ヶ所 移設
S05 卒業記念（校歌石碑） 1ヶ所 移設

T1 雑木（トチの木） 1本 残置　（目通り径111cm）
T2
T3

T88
T89
T90
T91
T92
T93
T94
T95
T96
T97
T98
T99
T100
T101
T102
T103
T111
T112
T118
T119
T120
T121
T122
T123
T124
T125
T126
T127
T128
T129
T130

雑木（イチョウ） 1本 伐採・伐根　（目通り径72cm・樹高14ｍ）
スギ 1本 伐採・伐根　（目通り径32cm・樹高14ｍ）

雑木（エノキ） 1本 伐採・伐根　（目通り径83cm・樹高16ｍ）
雑木（ウメ） 1本
雑木（イロハモミジ） 1本
雑木（ビャクシン） 1本
雑木（イチイ） 1本
雑木（イチイ） 1本
雑木（ソメイヨシノ） 1本
雑木（オオモミジ） 1本
雑木（シナノキ） 1本
雑木（イチイ） 1本
雑木（ヒイラギ） 1本
雑木（イチイ） 1本
雑木（ビャクシン） 1本
雑木（イチイ） 1本
雑木（イチイ） 1本
雑木（ビャクシン） 1本
雑木（モミ） 1本
雑木（モミ） 1本
雑木（サクラ） 1本
雑木（ソメイヨシノ） 1本
雑木（ソメイヨシノ） 1本
雑木（サクラ） 1本
雑木（サクラ） 1本
雑木（サクラ） 1本
雑木（サクラ） 1本
マツ（クロマツ） 1本

伐採・伐根　（目通り径29cm・樹高4ｍ）
伐採・伐根　（目通り径25cm・樹高4ｍ）
伐採・伐根　（目通り径78cm・樹高14ｍ）
伐採・伐根　（目通り径20cm・樹高7ｍ）
伐採・伐根　（目通り径14cm・樹高3ｍ）
伐採・伐根　（目通り径64cm・樹高8ｍ）
伐採・伐根　（目通り径70cm・樹高11ｍ）
伐採・伐根　（目通り径46cm・樹高8ｍ）
伐採・伐根　（目通り径39cm・樹高7ｍ）
伐採・伐根　（目通り径17cm・樹高5ｍ）
伐採・伐根　（目通り径32cm・樹高8ｍ）
伐採・伐根　（目通り径62cm・樹高16ｍ）
伐採・伐根　（目通り径33cm・樹高10ｍ）
伐採・伐根　（目通り径29cm・樹高9ｍ）
伐採・伐根　（目通り径51cm・樹高12ｍ）
残置　（目通り径14cm・樹高5ｍ）
残置　（目通り径17cm・樹高6ｍ）
伐採・伐根　（目通り径27cm・樹高9ｍ）
伐採・伐根　（目通り径38cm・樹高7ｍ）
伐採・伐根　（目通り径47cm・樹高7ｍ）
伐採・伐根　（目通り径30cm・樹高9ｍ）
伐採・伐根　（目通り径24cm・樹高9ｍ）
伐採・伐根　（目通り径26cm・樹高9ｍ）
伐採・伐根　（目通り径33cm・樹高9ｍ）
伐採・伐根　（目通り径23cm・樹高9ｍ）
残置　（目通り径29cm・樹高7ｍ）
残置　（目通り径14cm・樹高3ｍ）
伐採・伐根　（目通り径8cm・樹高3ｍ）

雑木（ソメイヨシノ） 1本
雑木（ソメイヨシノ） 1本
雑木（クヌギ） 1本
雑木（カリン） 1本
雑木（イロハモミジ） 1本

伐採・伐根　（目通り径18cm・樹高4ｍ）
伐採・伐根　（目通り径20cm・樹高4ｍ）

T201 雑木（モミ） 1本 伐採　（目通り径100cm・樹高18ｍ）

F04
F05
F06
F07

H24 プレハブ物置 1ヶ所 撤去　（基礎無）

Z08 防火水槽 1ヶ所 撤去　コンクリート製40m3
Z09 コンクリート階段 1ヶ所 撤去　（詳細図参照）

アスファルト舗装 1132㎡ 密粒アスファルト t=40

H25 シェルター 1ヶ所 撤去　（詳細図参照）

K01 オイルタンク基礎 1ヶ所 撤去　RCW2600xD1600xH600
K02 オイルタンク基礎 1ヶ所 撤去　RCW2600xD1600xH600

H13
木造物置
プレハブ物置

1ヶ所
1ヶ所

B05 8m 撤去　（詳細図参照）コンクリート擁壁

F08 防球ネット 1ヶ所 撤去　（詳細図参照）
F09 バックネット 1ヶ所 移設　（詳細図参照）

H02 プレハブ物置 1ヶ所 移設　（基礎撤去）

撤去　（基礎撤去）1ヶ所
撤去　（基礎撤去）
撤去　（基礎撤去）
撤去　（基礎撤去）
撤去　（基礎撤去）
撤去　（基礎撤去）

撤去　（基礎撤去）
撤去　（基礎撤去）
撤去　（基礎撤去）

T202 雑木（ソメイヨシノ） 1本 移植　（目通り径6cm・樹高1.5ｍ）
T203 雑木（サクラ） 1本 伐採・伐根　（目通り径18cm・樹高5m）　
T204 雑木（ソメイヨシノ） 1本 移植　（目通り径5cm・樹高2m）
T205 雑木 5本 伐採　（目通り径50cm・樹高12m）
T206 雑木 25本 伐採　（目通り径35cm・樹高10m）
T207 雑木 30本 伐採　（目通り径15cm・樹高10m）

廃番

外構

廃番
廃番
廃番

※参考数量の区分については下記の通りとする
接続：第2期（接続棟建設）工事
長寿：第2期（長寿命化大規模改修）工事
外構：第3期（幼保連携型認定こども園建設）工事

T6 雑木（ソメイヨシノ） 1本 伐採　（目通り径106cm・樹高8ｍ）

T131 雑木（モミ） 1本 伐採　（目通り径64cm・樹高14ｍ）

T208 雑木 40本 伐採　（目通り径6cm・樹高2～4m）
A1:1/400,A3:1/800

外構撤去図（1）
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ツツジH0.8m×W0.9m 8株
伐採・伐根

ツツジH1.8m×W1.5m 16株

T205

T206

T207

N

B01 歩車道境界ブロック

記号 名称 参考数量
長寿 接続 仕様・備考

撤去　B型 (180(230)x250)70m
B02 地先境界ブロック 撤去　A型 (120x120)100m
B03 コンクリート壁 17m 撤去　W200 H300　石積200φ～350φ1段共
B04 18m花壇見切り 撤去　（詳細図参照）

F01 水飲み 1ヶ所 撤去　（詳細図参照）
F02 水飲み 1ヶ所 撤去　（詳細図参照）

Z01 池 1ヶ所 撤去　（詳細図参照）
Z02 たい肥置場 1ヶ所 撤去　（詳細図参照）
Z03 藤棚 1ヶ所 撤去　（詳細図参照）
Z04 庭石 80個 撤去　300φ～1500φ
Z05 水槽 1ヶ所 撤去　（詳細図参照）
Z06 コンクリートプランター 4ヶ所 撤去　t=120 900φ H=600

F03 日時計 1ヶ所 撤去　（詳細図参照）

Z07 コンクリート階段 1ヶ所 撤去　（詳細図参照）

H01 プレハブ物置 1ヶ所 残置

H03 防災倉庫 1ヶ所 残置
H04 プレハブ物置 1ヶ所 移設　（基礎撤去）
H05 プレハブ物置 1ヶ所 移設　（基礎撤去）
H06 プレハブ物置 1ヶ所 移設　（基礎撤去）
H07 プレハブ物置 1ヶ所 移設　（基礎撤去）
H08 プレハブ物置
H09
H10

プレハブトイレ 1ヶ所

H11
鉄骨物置 1ヶ所

H12
プレハブ物置 1ヶ所

H21 プレハブ物置 1ヶ所
H22 プレハブ物置 1ヶ所
H23 プレハブ物置 1ヶ所

S02 川岸村碑 1ヶ所 移設
S03 校舎改築記念（校名石碑） 1ヶ所 移設
S04 創立90周年記念（緯度経度碑） 1ヶ所 移設
S05 卒業記念（校歌石碑） 1ヶ所 移設

T1 雑木（トチの木） 1本 残置　（目通り径111cm）
T2
T3

T88
T89
T90
T91
T92
T93
T94
T95
T96
T97
T98
T99
T100
T101
T102
T103
T111
T112
T118
T119
T120
T121
T122
T123
T124
T125
T126
T127
T128
T129
T130

雑木（イチョウ） 1本 伐採・伐根　（目通り径72cm・樹高14ｍ）
スギ 1本 伐採・伐根　（目通り径32cm・樹高14ｍ）

雑木（エノキ） 1本 伐採・伐根　（目通り径83cm・樹高16ｍ）
雑木（ウメ） 1本
雑木（イロハモミジ） 1本
雑木（ビャクシン） 1本
雑木（イチイ） 1本
雑木（イチイ） 1本
雑木（ソメイヨシノ） 1本
雑木（オオモミジ） 1本
雑木（シナノキ） 1本
雑木（イチイ） 1本
雑木（ヒイラギ） 1本
雑木（イチイ） 1本
雑木（ビャクシン） 1本
雑木（イチイ） 1本
雑木（イチイ） 1本
雑木（ビャクシン） 1本
雑木（モミ） 1本
雑木（モミ） 1本
雑木（サクラ） 1本
雑木（ソメイヨシノ） 1本
雑木（ソメイヨシノ） 1本
雑木（サクラ） 1本
雑木（サクラ） 1本
雑木（サクラ） 1本
雑木（サクラ） 1本
マツ（クロマツ） 1本

伐採・伐根　（目通り径29cm・樹高4ｍ）
伐採・伐根　（目通り径25cm・樹高4ｍ）
伐採・伐根　（目通り径78cm・樹高14ｍ）
伐採・伐根　（目通り径20cm・樹高7ｍ）
伐採・伐根　（目通り径14cm・樹高3ｍ）
伐採・伐根　（目通り径64cm・樹高8ｍ）
伐採・伐根　（目通り径70cm・樹高11ｍ）
伐採・伐根　（目通り径46cm・樹高8ｍ）
伐採・伐根　（目通り径39cm・樹高7ｍ）
伐採・伐根　（目通り径17cm・樹高5ｍ）
伐採・伐根　（目通り径32cm・樹高8ｍ）
伐採・伐根　（目通り径62cm・樹高16ｍ）
伐採・伐根　（目通り径33cm・樹高10ｍ）
伐採・伐根　（目通り径29cm・樹高9ｍ）
伐採・伐根　（目通り径51cm・樹高12ｍ）
残置　（目通り径14cm・樹高5ｍ）
残置　（目通り径17cm・樹高6ｍ）
伐採・伐根　（目通り径27cm・樹高9ｍ）
伐採・伐根　（目通り径38cm・樹高7ｍ）
伐採・伐根　（目通り径47cm・樹高7ｍ）
伐採・伐根　（目通り径30cm・樹高9ｍ）
伐採・伐根　（目通り径24cm・樹高9ｍ）
伐採・伐根　（目通り径26cm・樹高9ｍ）
伐採・伐根　（目通り径33cm・樹高9ｍ）
伐採・伐根　（目通り径23cm・樹高9ｍ）
残置　（目通り径29cm・樹高7ｍ）
残置　（目通り径14cm・樹高3ｍ）
伐採・伐根　（目通り径8cm・樹高3ｍ）

雑木（ソメイヨシノ） 1本
雑木（ソメイヨシノ） 1本
雑木（クヌギ） 1本
雑木（カリン） 1本
雑木（イロハモミジ） 1本

伐採・伐根　（目通り径18cm・樹高4ｍ）
伐採・伐根　（目通り径20cm・樹高4ｍ）

T201 雑木（モミ） 1本 伐採　（目通り径100cm・樹高18ｍ）

F04
F05
F06
F07

H24 プレハブ物置 1ヶ所 撤去　（基礎無）

Z08 防火水槽 1ヶ所 撤去　コンクリート製40m3
Z09 コンクリート階段 1ヶ所 撤去　（詳細図参照）

アスファルト舗装 1132㎡ 密粒アスファルト t=40

H25 シェルター 1ヶ所 撤去　（詳細図参照）

K01 オイルタンク基礎 1ヶ所 撤去　RCW2600xD1600xH600
K02 オイルタンク基礎 1ヶ所 撤去　RCW2600xD1600xH600

H13
木造物置
プレハブ物置

1ヶ所
1ヶ所

B05 8m 撤去　（詳細図参照）コンクリート擁壁

F08 防球ネット 1ヶ所 撤去　（詳細図参照）
F09 バックネット 1ヶ所 移設　（詳細図参照）

H02 プレハブ物置 1ヶ所 移設　（基礎撤去）

撤去　（基礎撤去）1ヶ所
撤去　（基礎撤去）
撤去　（基礎撤去）
撤去　（基礎撤去）
撤去　（基礎撤去）
撤去　（基礎撤去）

撤去　（基礎撤去）
撤去　（基礎撤去）
撤去　（基礎撤去）

T202 雑木（ソメイヨシノ） 1本 移植　（目通り径6cm・樹高1.5ｍ）
T203 雑木（サクラ） 1本 伐採・伐根　（目通り径18cm・樹高5m）　
T204 雑木（ソメイヨシノ） 1本 移植　（目通り径5cm・樹高2m）
T205 雑木 5本 伐採　（目通り径50cm・樹高12m）
T206 雑木 25本 伐採　（目通り径35cm・樹高10m）
T207 雑木 30本 伐採　（目通り径15cm・樹高10m）

廃番

外構

廃番
廃番
廃番

※参考数量の区分については下記の通りとする
接続：第2期（接続棟建設）工事
長寿：第2期（長寿命化大規模改修）工事
外構：第3期（幼保連携型認定こども園建設）工事

T6 雑木（ソメイヨシノ） 1本 伐採　（目通り径106cm・樹高8ｍ）

T131 雑木（モミ） 1本 伐採　（目通り径64cm・樹高14ｍ）

T208 雑木 40本 伐採　（目通り径6cm・樹高2～4m）
A1:1/400,A3:1/800

外構撤去図（2）
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仮囲いB A型バリケード

キャスターゲートA パネルキャスターゲートH2000
単管2m共
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キャスターゲートC

パネルキャスターゲートH2000
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パネルキャスターゲートH2000
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1ヶ所
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63m

敷き鉄板

フェーズ①
2026年1月～2026年7月（7ヶ月）

第1期（既存校舎解体）

第2期（長寿命化大規模改修）

第2期（接続棟建設）

第3期（認定こども園建設）

G
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(第1期工事)

解体建物
(第1期工事)

前期校舎
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接続棟
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G
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(第3期工事)

前期校舎
(第2期工事)

接続棟
(第2期工事)

仮設校舎
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仮設職員駐車場
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A
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既存校舎解体

外構撤去・長寿命化改修

外構撤去・接続棟建設

着工前

フェーズ②
2026年8月～2027年2月（7ヶ月）

第1期（既存校舎解体）

第2期（長寿命化大規模改修）

第2期（接続棟建設）

第3期（認定こども園建設）

休工

長寿命化改修・外構工事

接続棟建設・外構工事

園舎建設

A

A

A

グラウンド用地

グラウンド用地

グラウンド用地

グラウンド用地

A

122枚 162枚

G 交通誘導員 190人日
交通誘導警備員（B）

165人日

■特記事項
・仮囲い等仮設物は各期工事と調整し、適切に設置すること。
・仮囲い他仮設物の設置位置及び資材搬出入時間は監督職員と協議の上決定する。
・生徒児童の登下校時間帯の車両出入りは原則不可とする。
・やむを得ず生徒児童の登下校時間帯の車両出入りがある場合は、監督職員と協議の上交通誘導員を増員するなど対策を講じる。
・学校行事によるグラウンド使用時の仮設配慮事項については別途監督職員と協議の上決定する。
・一時的な大型車両等の出入りでグラウンドを経由する場合は適切に交通誘導員を配置すること。
　また、地盤面の養生を行い、車両出入り後は速やかに復旧を行うこと。
・敷地西側の地下水位が高い(ボーリング坑内水位GL-1m程度)ことを考慮し、排水ポンプ等適切な仮設費を見込むこと。

凡例 名称 仕様・備考

仮囲いA 148m 75m

接続棟
第2期

長寿命化
第2期

こども園
第3期

参考数量

カラー万能鋼板（白）H3000

仮囲いB
A型バリケード

キャスターゲートA
パネルキャスターゲートH2000
単管2m共

W=8m

キャスターゲートB

キャスターゲートC

パネルキャスターゲートH2000
W=6m
パネルキャスターゲートH2000
W=2.5m
t=22 1524x3048

1ヶ所 1ヶ所

1ヶ所

1ヶ所 1ヶ所

敷き鉄板
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122枚 162枚

G 交通誘導員 140人日 交通誘導警備員（B）165人日

■特記事項
・仮囲い等仮設物は各期工事と調整し、適切に設置すること。
・仮囲い他仮設物の設置位置及び資材搬出入時間は監督職員と協議の上決定する。
・生徒児童の登下校時間帯の車両出入りは原則不可とする。
・やむを得ず生徒児童の登下校時間帯の車両出入りがある場合は、監督職員と協議の上交通誘導員を増員するなど対策を講じる。
・学校行事によるグラウンド使用時の仮設配慮事項については別途監督職員と協議の上決定する。
・一時的な大型車両等の出入りでグラウンドを経由する場合は適切に交通誘導員を配置すること。
　また、地盤面の養生を行い、車両出入り後は速やかに復旧を行うこと。
・敷地西側の地下水位が高い(ボーリング坑内水位GL-1m程度)ことを考慮し、排水ポンプ等適切な仮設費を見込むこと。

凡例 名称 仕様・備考

120m

305枚

140人日

第2期

第2期

第3期
（幼保連携型認定こども園建設）

（接続棟建設）

（長寿命化大規模改修）
機械設備工事
電気設備工事

建築主体工事

機械設備工事
電気設備工事

建築主体工事

機械設備工事
電気設備工事

建築主体工事

R7.12 R8.1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 R9.1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

仮設校舎
引越

調査・準備工事 外壁洗浄・アスベスト処理
内部解体・アスベスト処理

建具撤去

解体後調査 内部仕上

サッシ取付・外部仕上
外構工事

検査 引越

引越

給食室解体・外部仕上

検査
検査

既存撤去
既存撤去

配線・配管・機器取付
配線・配管・機器取付

試験調整
試験調整

調査・準備工事
根切・地業・基礎躯体

鉄骨建方 床躯体・屋上防水
外壁 建具・断熱

内部仕上

外構工事

検査
検査
検査

既存接続部仕上

スリーブ他
スリーブ他

地中配管他
地中配管他

スリーブ他
スリーブ他

配線・配管・機器取付
配線・配管・機器取付

試験調整
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スリーブ他
スリーブ他

地中配管他
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スリーブ他
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引越西部中学校改修・接続部仕上

概略工程表

A

G
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1ヶ所

仮設計画図（1）
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第二体育館棟プール

プール更衣室

機械室

フェーズ③
2027年3月～2027年6月（4ヶ月）

第1期（既存校舎解体）

第2期（長寿命化大規模改修）

第2期（接続棟建設）

第3期（認定こども園建設）

前期校舎
(第2期工事)

接続棟
(第2期工事)

仮設校舎
(第1期工事)

学童

後期校舎
(第2期工事)
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M

G仕
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機械室

認定こども園
(第3期工事)

前期校舎
(第2期工事)

接続棟
(第2期工事)

後期校舎
(第2期工事)

仮設校舎解体

給食室解体・解体部分改修工事・外構工事

給食室解体・駐車場整備

園舎建設・外構工事

フェーズ④
2027年7月～2027年8月（2ヶ月）

第1期（既存校舎解体）

第2期（長寿命化大規模改修）

第2期（接続棟建設）

第3期（認定こども園建設）

竣工・引き渡し後

竣工・引き渡し後

竣工・引き渡し後

園舎建設・外構工事

第二グラウンド

グラウンド用地

第二グラウンド

第一グラウンド

別途第1期工事
A

G

A

A

仮囲いA 60m

接続棟
第2期

長寿命化
第2期

こども園
第3期

参考数量

カラー万能鋼板（白）H3000

仮囲いB
A型バリケード

キャスターゲートA パネルキャスターゲートH2000
単管2m共

W=8m

キャスターゲートB

キャスターゲートC

パネルキャスターゲートH2000
W=6m
パネルキャスターゲートH2000
W=2.5m
t=22 1524x3048

1ヶ所

敷き鉄板

A

B

A

B

C

130枚

G 交通誘導員 40人日 交通誘導警備員（B）

■特記事項
・仮囲い等仮設物は各期工事と調整し、適切に設置すること。
・仮囲い他仮設物の設置位置及び資材搬出入時間は監督職員と協議の上決定する。
・生徒児童の登下校時間帯の車両出入りは原則不可とする。
・やむを得ず生徒児童の登下校時間帯の車両出入りがある場合は、監督職員と協議の上交通誘導員を増員するなど対策を講じる。
・学校行事によるグラウンド使用時の仮設配慮事項については別途監督職員と協議の上決定する。
・一時的な大型車両等の出入りでグラウンドを経由する場合は適切に交通誘導員を配置すること。
　また、地盤面の養生を行い、車両出入り後は速やかに復旧を行うこと。
・敷地西側の地下水位が高い(ボーリング坑内水位GL-1m程度)ことを考慮し、排水ポンプ等適切な仮設費を見込むこと。

凡例 名称 仕様・備考

A

200m

A

2ヶ所

63m

160人日

仮囲いA

接続棟
第2期

長寿命化
第2期

こども園
第3期

参考数量

カラー万能鋼板（白）H3000

仮囲いB A型バリケード

キャスターゲートA
パネルキャスターゲートH2000
単管2m共

W=8m

キャスターゲートB

キャスターゲートC

パネルキャスターゲートH2000
W=6m
パネルキャスターゲートH2000
W=2.5m
t=22 1524x3048敷き鉄板

A

B

A

B

C

G 交通誘導員
交通誘導警備員（B）

■特記事項
・仮囲い等仮設物は各期工事と調整し、適切に設置すること。
・仮囲い他仮設物の設置位置及び資材搬出入時間は監督職員と協議の上決定する。
・生徒児童の登下校時間帯の車両出入りは原則不可とする。
・やむを得ず生徒児童の登下校時間帯の車両出入りがある場合は、監督職員と協議の上交通誘導員を増員するなど対策を講じる。
・学校行事によるグラウンド使用時の仮設配慮事項については別途監督職員と協議の上決定する。
・一時的な大型車両等の出入りでグラウンドを経由する場合は適切に交通誘導員を配置すること。
　また、地盤面の養生を行い、車両出入り後は速やかに復旧を行うこと。
・敷地西側の地下水位が高い(ボーリング坑内水位GL-1m程度)ことを考慮し、排水ポンプ等適切な仮設費を見込むこと。

凡例 名称 仕様・備考

200m

2ヶ所

80人日

A

認定こども園
(第3期工事)

仮設職員駐車場

B

A

A

G
A

G

A A

G

G

A

A

A

305枚

239枚

60m

仮設計画図（2）
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CB下768.13

天端768.03

天端769.34

天端763.13
天端765.09

石積上764.94
石積下764.65

石積下764.86

天端766.27

ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ　H=1.20m

横
断
歩
道
橋

石積下763.25

石積上764.42

下水道ﾎﾟﾝﾌﾟ 三沢第5

ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ　H=1.20m

天端767.97

天端765.99

天端767.97

ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ　H=1.20m

769.14

768.89

天端769.37

天端769.32

学校名

記念碑

ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ　H=1.20m

天端769.34

水飲み場

金網ﾌｪﾝｽ　H=1.50m

校舎1F床高 ｵｲﾙﾀﾝｸ基礎

天端768.13

天端768.00

ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ　H=1.20m

KBM1　H=768.88

天端767.84
天端769.35

水飲み場

中学校舎1F床高

中学校舎角

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ位置

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ位置

769.17

769.29

縞鋼板蓋

769.40

ｵｲﾙﾀﾝｸ基礎
769.50

769.18

花壇

769.53

洗い場

769.51

769.52

769.51

769.50

769.53

769.53

769.52

ｵｲﾙﾀﾝｸ基礎

天端769.32

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ位置

石積下769.97

天端770.81

石積下769.37

天端770.97
天端771.87

石積下771.19
壁下770.11

775.21

下770.03
天端774.04

770.02

769.35

金属標

金属標

金属標

RC杭

RC杭

鋲

RC杭

鋲

鋲

鋲

鋲 ﾍﾟｲﾝﾄ

ﾍﾟｲﾝﾄ

鋲

RC杭

鋲

鋲

鋲

鋲

鋲

鋲

鋲

鋲

鋲

鋲

鋲

鋲

鋲

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ杭

金属標

鋲

鋲

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ杭

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ杭

鋲

鋲

鋲

鋲

鋲

鋲

RC杭

769.53

769.55

769.53

767.77

街区基準点鋲

5.829

3.950

2.
61
4

3.
39
4

石積下765.14
天端766.39

天端773.75

763.95

763.04

天端772.01

天端778.22

下775.78

775.37

天端769.37

天端769.34

天端769.44
天端769.45

769.46

769.36

769.39

769.35

769.67

769.71

769.56

769.39
769.56

769.54

769.53

773.75

773.74

773.13

天端768.23

768.32

762.60

762.64

769.31

769.19

769.37

769.38

775.15

765.11

769.73

下769.43

762.67

天端762.67

天端762.76

天端768.26

775.58

石積上770.82

769.29

764.65

769.39

1階
窓

作業小屋

1階窓

777.73

778.27

777.87

777.59 777.93

778.09
777.77

777.70

777.39

777.42

777.30

775.61

底775.35

778.48

778.12

底777.28

底775.20

775.82

775.79

775.79

775.46

775.80

775.80

775.53

775.79

778.21
底777.79

777.34

M

769.45

769.54

769.39

762.61

762.55

天端762.67底762.19
天端762.58

762.54

底762.31
天端762.69

天端762.80

762.75

762.67

762.80

762.73

762.68 天端762.82

底762.01
天端762.66

底762.05
天端762.53

天端762.69天端764.66
天端764.13

764.68

764.15

762.71

天端762.62

天端762.74

1階窓
1階窓

1階
窓

1階
窓
1階

窓2階
窓

1階窓

1階
窓

2階
窓

既存2階建

既存2階建

物
置

物
置

1階窓
1階窓

2階窓
2階窓

既存2階建

2階
窓

1階
窓

2階
窓1階

窓

既存2階建

防火水槽

物置

Co

標識

天端 769.56天端 769.46

778.33

天端778.67

天端778.20

天端778.63

775.86
底774.91

775.14
底774.90

778.27

778.97

778.55

779.01
779.00

778.95
779.06

778.03

天端775.57

778.00 777.87

K1
K2

K3

K4

K5

K6

K7

K8

K9
K10

K11

K12
K13

K14
K15

K16
K17

K18
K19

K20

K21

K22
K23

K24 K25 K26

K27

K28

K29

K30

K31

K32
K33

K34

K35

K36

K37

K38

K39

K40K41

K42

K44

K45

K46

K47

K48

K49

K50K51

K52
K53

K54

K55
K56
K57

K58

K59

K60

K61

K62

K63

K64

K65

K66

K67

K68

K69

K43

K70

K71

K72

天端766.63
ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ　H=1.20m

768.68

777.32

RC擁壁

RC

RC杭

RC杭
778.07

2階窓

LT.1

LT.2

LT.3

LT.4

LT.5

LT.6

LT.7

LT.8

3NO.1

3NO.2

3NO.3

▼
荒
地
ﾗｲﾝ

768.71

760.00

764.56

767.87

763.02

762.20

762.14

762.97

763.85

769.00

768.64

767.63

768.92

767.14

765.75

763.15

763.37

767.51

764.55

763.61

763.11

NO.93

NO.87

NO.88

NO.90

NO.91

NO.94

NO.87+10.0

NO.88+9.0

NO.91+12.0

NO.89

KA9-1

KE9-1KE9-2

S1-IP.1

S1-EC.1 S1-NO.1

8m

T5-1

T-4

T-5
T-6

T-7

N-BP

 N-BC.1

37

38

115

116

117

118
119

120

121

122

3132

33

34
35

49
51

80

81

82

83

84

85

86

87

88

899091
92

36

29.50ｍ

K43

K44

R39

R38

K165203.282 ,-42670.634

5204.003 ,-42667.516

K19

K18

K17

120水準点

LS5

LS4

LS6

LS7

LS3

P2補助鋲B1

LS2

R37

X41
LS1

K11

R40

R42

K20

P3補助鋲B2

R43

X43X44
R45

R46

R44

X45 R48 R47

K38

K39

K42

K41
K37

P36石積上

P35石積下

1.849

0.435

P37石積下

0.896

P38石積上

1.843

151防火水槽南側下

0.320 0.170

P31補助鋲B7
149防火水槽北側下

0.400

148防火水槽北側上
0.624

150防火水槽南側上

0.542

P34石積上

1.862

0.712
P33石積下

0.053

P32補助鋲B8

K36

K34

P22補助鋲B5

4.776

4.682

P21補助鋲B6

4.795
P23建物角

K35

0.179
P41補助鋲B9

0.633
P43建物角

0.539
P42補助鋲B10

3.085
P24建物角

P49石積上

1.789

0.348
P50石積下

P44建物角
0.315

0.293
P51石積下

P48石積上

1.780

P45擁壁下
0.238

P46擁壁上

1.966

1.969

P47擁壁上

K33

K32 130境界31

K31

9.429

K30

10.596

128境界30擁壁上

9.027

129境界30擁壁下

K29

K28

K27

K26

P12補助鋲B4

P11補助鋲B3

K25

K24

K23

K22

K21

N

766.27

忠
霊
塔

川岸小学校

岡谷西部中学校

グラウンド

グラウンド

第二体育館棟
プール

特別教室棟

プール

更衣室

小プール

機械室

接続棟

仮設校舎

敷地現況図
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工事名

図面名称

縮尺

（幼保連携型認定こども園建設）

代表：株式会社エーシーエ設計

管理建築士　一級建築士登録

設計者

（長野） M第 77312 号

第222107号 湯本桂司

一級建築士事務所登録

建築主体工事

一級建築士登録
矢﨑和夫第 294614 号

検査者

担当

一級建築士登録
海瀬務

湯本桂司

第 307544 号

浜大氣担当

最終図

2026.03.31
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10:30
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11:30

11:30

12:00
12:00

12:00

12:30

12:30

13:00

13:00

13:00

13:30

13:30

14:00

14:00

14:00

14:00

14:00

14:30

14:30

14:30

14:30

15:00

15:00

15:00

15:30

15:30

15:30

15:30

16:00

16:00

16:00

16:00

基準倍率表

時刻 方位角[度] 倍率 Ｘ Ｙ
 8:00  -53.3242   7.2461  -4.6977   5.5170

 8:30  -48.2158   4.4901  -2.5950   3.6643

 9:00  -42.6802   3.2959  -1.6365   2.8609

 9:30  -36.6714   2.6393  -1.0634   2.4155

10:00  -30.1639   2.2363  -0.6633   2.1356

10:30  -23.1650   1.9783  -0.3521   1.9467

11:00  -15.7270   1.8162  -0.0892   1.8140

11:30   -7.9544   1.7263   0.1491   1.7198

12:00    0.0000   1.6974   0.3792   1.6545

12:30    7.9544   1.7263   0.6148   1.6131

13:00   15.7270   1.8162   0.8704   1.5940

13:30   23.1650   1.9783   1.1649   1.5989

14:00   30.1639   2.2363   1.5272   1.6335

14:30   36.6714   2.6393   2.0093   1.7112

15:00   42.6802   3.2959   2.7192   1.8625

15:30   48.2158   4.4901   3.9319   2.1682

16:00   53.3242   7.2461   6.6316   2.9201

計算条件表
節気／日付 冬至[12月22日頃]

時刻法 真太陽時

緯度   36度02分48秒

経度  138度01分46秒

赤緯  -23度27分00秒

測定開始時間  8時00分

測定終了時間 16時00分

認定こども園

川岸小学校

接続棟

第二体育館棟
プール倉庫

更衣室

渡り廊下(南-1)

渡り廊下(南-2)

渡り廊下(北)

倉庫６

倉庫７

倉庫１
倉庫２

防災ﾄｲﾚ

倉庫４

倉庫３

倉庫５

棟名

Ⅰ

川岸小学校

幼保連携型認定こども園

接続棟

渡り廊下（北）

渡り廊下（南―1）

渡り廊下（南ー２）

Ⅱ

岡谷西部中学校

第二体育館棟

機械室

Ⅰ

渡り廊下（開放型）

ﾌﾟｰﾙ更衣室

ﾌﾟｰﾙ機械室

防災ﾄｲﾚ

倉庫１

倉庫２

倉庫３

倉庫４

倉庫５

倉庫６

倉庫７

倉庫８

倉庫９

ﾏﾝﾎｰﾙﾄｲﾚ倉庫

受水槽ﾎﾟﾝﾌﾟ室-1

受水槽ﾎﾟﾝﾌﾟ室-2

12.65

5.00

凡例

・・・敷地全体の平均地盤面からの各部の高さ（ｍ）

19.18

8.13

10.88

8.13

2.90

2.90

9.64

2.68

2.68

2.68

2.75

2.97
2.97

2.23

2.23

8.75

8.75

12.99

7.75

岡谷西部中学校

KBM1 H=768.88

3.70ﾟ

-11.20
0192 真

北

県道14号線
幅員16m・接道距離231.94m

▲道路境界線

▼道路境界線

▲道路境界線

▲
道

路
境

界
線

▼隣地境界線

▼隣地境界線

▼隣地境界線

▼隣地境界線
▼隣地境界線

▼隣地境界線
▼隣地境界線

▲道路境界線市道382号線（幅員5ｍ）

市
道

 川
岸

117号
線

（
42条

2項
道

路
）

市道 川岸117号線
（42条2項道路）

市
道

 川
岸

11
5号

線
（

42
条

2項
道

路
）

5,000 5,000

5,0
00

5,0
00

5,
00

0
5,

00
0

5,0
00

5,0
00

▲みなし境界線(道
路中心線)

倉庫８

倉庫９

04:00

02:30

04:00

02:30

02:30

02:30

04:00

04:00

04:00

02:30

Ⅰ：各建物が地面と接する最も低い地点の標高を当該建物の地盤面標高と見なして平均地盤面を算出するもの。
Ⅱ：法56条の２、別表第４により平均地盤面を算出するもの。
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16.18
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10:00

09:00
08:30

08:00

12:30 13:00 13:30 14:00 14:30
15:00

15:30
16:00

12:00
11:30

11:00
10:30
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08:00

09:00
16:00

15:30

13:30

15:00
14:30

13:30
13:00

12:30
09:00

08:00 08:30
09:00

10:0010:3011:00
11:30

12:00
12:30

15:00

13:3013:00

12:30
12:00

11:30

※簡略図④参照
高低差3ｍごとの平均高さを基に作図

高低差3ｍごとの平均高さを基に作図

高低差3ｍごとの平均高さを基に作図高低差3ｍごとの平均高さを基に作図

※簡略図③参照

※簡略図②参照※簡略図①参照

▲道路境界線

▲道路境界線
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▲みなし境界線
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▲
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線

平均地盤面＝KBM1＋1.27m=770.15m

※特記なき限り、隣地高さは標高770.15mとして計算する。

道路平均地盤面＝775.769m

道路平均地盤面＝772.948m

道路平均地盤面＝769.923m道路平均地盤面＝767.113m

※簡略図⓪参照
隣地平均地盤面＝779.1400m

K31

▼隣地境界線

5,0
00

5,0
00

▼道路中心線

▲道路中心線

K21

ﾌﾟｰﾙ機械室

ﾏﾝﾎｰﾙﾄｲﾚ倉庫

受水槽ﾎﾟﾝﾌﾟ室-2

受水槽ﾎﾟﾝﾌﾟ室-1

渡り廊下
（開放型）

3.77

2.95

8.05
2.35

1.65
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日影図（１）
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図面名称

縮尺

（幼保連携型認定こども園建設）

代表：株式会社エーシーエ設計

管理建築士　一級建築士登録

設計者

（長野） M第 77312 号
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建築主体工事

一級建築士登録
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各棟の地盤面算定表

棟名 辺番号
建物周長

[m]

KBM1からの

始点･高さ

[m]

KBM1からの

終点高さ

[m]

面積

[㎡]

川岸小学校

1 17.400 (0.45) (0.45) 7.830000

2 32.655 (0.45) (0.45) 14.694750

3 13.600 (0.45) (0.45) 6.120000

4 37.490 (0.45) 0.45 16.870500

5 3.010 0.45 (0.45) 1.354500

6 21,950 (0.45) (0.45) 9.877500

7 3.200 (0.45) (0.45) 1.440000

8 0.740 (0.45) (0.45) 0.333000

9 24.745 (0.45) (0.45) 11.135250

10 25.990 (0.45) (0.45) 11.695500

11 26.875 (0.45) (0.45) 12.093750

12 14.575 (0.45) (0.45) 6.558750

13 16.750 (0.45) (0.45) 7.537500

14 41.555 (0.45) (0.45) 18.699750

15 6.470 (0.45) (0.45) 2.911500

16 10.550 (0.45) (0.45) 4.747500

17 37.370 (0.45) (0.45) 16.816500

18 29.055 (0.45) (0.45) 13.074750

　計 363.980 - - 163.79100

みなし地盤面の高さ b/a+768.88 ＝ 769.33

各棟の地盤面算定表

棟名 辺番号
建物周長

[m]

KBM1からの

始点･高さ

[m]

KBM1からの

終点高さ

[m]

面積

[㎡]

幼保連携型認

定こども園

1 24.450 (0.67) (0.67) 16.38150

2 3.030 (0.67) 0.67 2.03010

3 14.420 0.67 0.67 9.66140

4 13.660 0.67 (0.67) 9.15220

5 3.280 (0.67) (0.67) 2.19760

6 6.470 (0.67) (0.67) 4.33490

7 13.980 (0.67) (0.67) 9.36660

8 34.050 (0.67) (0.67) 22.81350

9 11.730 (0.67) (0.67) 7.85910

10 27.600 (0.67) (0.67) 18.49200

11 16.450 (0.67) (0.67) 11.02150

12 25.100 (0.67) (0.67) 16.81700

　計 194.220 - - 130.12740

みなし地盤面の高さ b/a+768.88 ＝ 769.55

接続棟

1 36.060 (0.27) 0.27 9.73620

2 2.580 0.27 (0.27) 0.69660

3 3.340 (0.27) (0.27) 0.90180

4 7.640 (0.27) (0.27) 2.06280

5 36.060 (0.27) (0.27) 9.73620

6 7.755 (0.27) (0.27) 2.09385

7 3.325 (0.27) (0.27) 0.89775

8 2.480 (0.27) (0.27) 0.66960

　計 99.240 - - 26.79480

みなし地盤面の高さ b/a+768.88 ＝ 769.15

各棟の地盤面算定表

棟名 辺番号
建物周長

[m]

KBM1からの

始点･高さ

[m]

KBM1からの

終点高さ

[m]

面積

[㎡]

渡り廊下

（北）

1 30.810 (0.18) (0.18) 5.54580

2 2.085 (0.18) (0.18) 0.37530

3 3.210 (0.18) (0.18) 0.57780

4 2.160 (0.18) (0.18) 0.38880

5 4.975 (0.18) (0.18) 0.89550

6 4.390 (0.18) (0.18) 0.79020

7 8.245 (0.18) (0.18) 1.48410

8 18.885 (0.18) 0.18 3.39930

9 11.190 0.18 (0.18) 2.01420

10 3.340 (0.18) (0.18) 0.60120

　計 89.290 - - 16.07220

みなし地盤面の高さ b/a+768.88 ＝ 769.06

渡り廊下

（南―1）

1 26.620 0.45 (0.45) 11.97900

2 1.280 (0.45) (0.45) 0.57600

3 3.325 (0.45) (0.45) 1.49625

4 2.605 (0.45) (0.45) 1.17225

5 1,920 (0.45) (0.45) 0.86400

6 3,200 (0.45) (0.45) 1.44000

7 22.625 (0.45) (0.45) 10.18125

8 0.475 (0.45) (0.45) 0.21375

9 3.010 (0.45) 0.45 1.35450

10 1.680 0.45 0.45 0.75600

　計 66.740 - - 30.03300

みなし地盤面の高さ b/a+768.88 ＝ 769.33

各棟の地盤面算定表

棟名 辺番号
建物周長

[m]

KBM1からの

始点･高さ

[m]

KBM1からの

終点高さ

[m]

面積

[㎡]

渡り廊下

（南ー２）

1 12.290 (0.53) (0.53) 6.51370

2 3.200 (0.53) (0.53) 1.69600

3 14.135 (0.53) (0.53) 7.49155

4 15.770 (0.53) 0.53 8.35810

5 3.200 0.53 0.53 1.69600

6 13.920 0.53 (0.53) 7.37760

　計 62.515 - - 33.13295

みなし地盤面の高さ b/a+768.88 ＝ 769.41

岡谷西部中学

校

　計 555.219 （詳細は別紙による） 1382.998

みなし地盤面の高さ b/a+768.88 ＝ 771.371

第二体育館棟
　計 112.8400 （詳細は別紙による） 45.926

みなし地盤面の高さ b/a+768.88 ＝ 769.287

機械室
　計 32.930 （詳細は別紙による） 15.378

みなし地盤面の高さ b/a+768.88 ＝ 769.347

渡り廊下

（開放型）

1 2.6 0.41 0.41 1.06600

2 14.6 0.41 0.41 5.98600

3 2.6 0.41 0.41 1.06600

4 14.6 0.41 0.41 5.98600

　計 34.400 - - 14.10400

みなし地盤面の高さ b/a+768.88 ＝ 769.29

プール更衣室

1 4.800 6.91 6.91 33.16800

2 18.240 6.91 6.91 126.03840

3 4.800 6.91 6.91 33.16800

4 18.240 6.91 6.91 126.03840

　計 46.080 - - 318.41280

みなし地盤面の高さ b/a+768.88 ＝ 775.79

各棟の地盤面算定表

棟名 辺番号
建物周長

[m]

KBM1からの

始点･高さ

[m]

KBM1からの

終点高さ

[m]

面積

[㎡]

ﾌﾟｰﾙ機械室

1 2.5 6.92 6.92 17.30000

2 2.16 6.92 6.92 14.94720

3 2.5 6.92 6.92 17.30000

4 2.16 6.92 6.92 14.94720

　計 9.320 - - 64.49440

みなし地盤面の高さ b/a+768.88 ＝ 775.8

防災ﾄｲﾚ

1 2.300 0.52 0.52 1.19600

2 9.920 0.52 0.52 5.15840

3 2.300 0.52 0.52 1.19600

4 9.920 0.52 0.52 5.15840

　計 24.440 - - 12.70880

みなし地盤面の高さ b/a+768.88 ＝ 769.4

ﾏﾝﾎｰﾙﾄｲﾚ倉庫

1 1.97 0.52 0.52 1.02440

2 2.32 0.52 0.52 1.20640

3 1.97 0.52 0.52 1.02440

4 2.32 0.52 0.52 1.20640

　計 8.580 - - 4.46160

みなし地盤面の高さ b/a+768.88 ＝ 769.4

倉庫１

1 6.600 0.74 0.74 4.88400

2 3.000 0.74 0.74 2.22000

3 6.600 0.74 0.74 4.88400

4 3.000 0.74 0.74 2.22000

　計 19.200 - - 14.20800

みなし地盤面の高さ b/a+768.88 ＝ 769.62

倉庫２

1 6.000 0.74 0.74 4.44000

2 3.000 0.74 0.74 2.22000

3 6.000 0.74 0.74 4.44000

4 3.000 0.74 0.74 2.22000

　計 18.000 - - 13.32000

みなし地盤面の高さ b/a+768.88 ＝ 769.62

各棟の地盤面算定表

棟名 辺番号
建物周長

[m]

KBM1からの

始点･高さ

[m]

KBM1からの

終点高さ

[m]

面積

[㎡]

倉庫３

1 2.640 0.45 0.45 1.18800

2 2.930 0.45 0.45 1.31850

3 2.640 0.45 0.45 1.18800

4 2.930 0.45 0.45 1.31850

　計 11.140 - - 5.01300

みなし地盤面の高さ b/a+768.88 ＝ 769.33

倉庫４

1 2.640 0.45 0.45 1.18800

2 1.790 0.45 0.45 0.80550

3 2.640 0.45 0.45 1.18800

4 1.790 0.45 0.45 0.80550

　計 8.860 - - 3.98700

みなし地盤面の高さ b/a+768.88 ＝ 769.33

倉庫５

1 2.695 0.45 0.45 1.21275

2 1.435 0.45 0.45 0.64575

3 2.695 0.45 0.45 1.21275

4 1.435 0.45 0.45 0.64575

　計 8.260 - - 3.71700

みなし地盤面の高さ b/a+768.88 ＝ 769.33

倉庫６

1 2.750 0 0 0

2 1.400 0 0 0

3 2.750 0 0 0

4 1.400 0 0 0

　計 8.300 - - 0

みなし地盤面の高さ b/a+768.88 ＝ 768.88

倉庫７

1 2.750 0 0 0

2 1.800 0 0 0

3 2.750 0 0 0

4 1.800 0 0 0

　計 9.100 - - 0

みなし地盤面の高さ b/a+768.88 ＝ 768.88

各棟の地盤面算定表

棟名 辺番号
建物周長

[m]

KBM1からの

始点･高さ

[m]

KBM1からの

終点高さ

[m]

面積

[㎡]

倉庫８

1 3.615 0.67 0.67 2.42205

2 2.915 0.67 0.67 1.95305

3 3.615 0.67 0.67 2.42205

4 2.915 0.67 0.67 1.95305

　計 13.060 - - 8.75020

みなし地盤面の高さ b/a+768.88 ＝ 769.55

倉庫９

1 2.915 0.67 0.67 1.95305

2 5.130 0.67 0.67 3.43710

3 2.915 0.67 0.67 1.95305

4 5.130 0.67 0.67 3.43710

　計 16.090 - - 10.78030

みなし地盤面の高さ b/a+768.88 ＝ 769.55

受水槽ﾎﾟﾝﾌﾟ室

-1

1 5.000 0.52 0.52 2.60000

2 2.000 0.52 0.52 1.04000

3 5.000 0.52 0.52 2.60000

4 2.000 0.52 0.52 1.04000

　計 14.000 - - 7.28000

みなし地盤面の高さ b/a+768.88 ＝ 769.40

受水槽ﾎﾟﾝﾌﾟ室

-2

1 5.000 1.12 1.12 5.60000

2 2.000 1.12 1.12 2.24000

3 5.000 1.12 1.12 5.60000

4 2.000 1.12 1.12 2.24000

　計 14.000 - - 15.68000

みなし地盤面の高さ b/a+768.88 ＝ 770.00

2,915

11,730
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敷地全体における平均地盤面算定表

棟名
建物周長

[m]

KBM1からの

高さ

[m]

面積

[㎡]

川岸小学校 363.980 0.45 163.79100

幼保連携型認定こども園 194.220 0.67 130.12740

接続棟 99.240 0.27 26.79480

渡り廊下（北） 89.290 0.18 16.07220

渡り廊下（南―1） 66.740 0.45 30.03300

渡り廊下（南ー２） 62.515 0.53 33.13295

岡谷西部中学校 555.219 2.49 1382.49531

第二体育館棟 112.840 0.41 46.26440

機械室 32.930 0.47 15.47710

渡り廊下（開放型） 34.400 0.41 14.10400

プール更衣室 46.080 6.91 318.41280

プール機械室 9.320 6.92 64.49440

防災ﾄｲﾚ 24.440 0.52 12.70880

ﾏﾝﾎｰﾙﾄｲﾚ倉庫 8.580 0.52 4.46160

倉庫１ 19.200 0.74 14.20800

倉庫２ 18.000 0.74 13.32000

倉庫３ 11.140 0.45 5.01300

倉庫４ 8.860 0.45 3.98700

倉庫５ 8.260 0.45 3.71700

倉庫６ 8.300 0 0.00000

倉庫７ 9.100 0 0.00000

倉庫８ 13.060 0.67 8.75020

倉庫９ 16.090 0.67 10.78030

受水槽ポンプ室-1 14.000 0.52 7.28000

受水槽ポンプ室-2 14.000 1.12 15.68000

合計 1839.804 2341.10526

全面積÷全周長 1.272

＝KBM1からの平均地盤面高さ[m] 1.27

KBM1 H=768.88
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(0.00)：各建物の地盤面・敷地全体の平均地盤面の算定のため、実際の標高では
なく当該建物が地面と接する最も低い地点の標高を採用する点。
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校舎棟地盤面算定表

辺番号
KBM1からの

始点高さa

[m]

KBM1からの

終点高さb

[m]

周長c

[m]

面積（a+b）

×c/2

[㎡]
A 0.207 0.207 2.865 0.593

B 0.207 0.207 7.775 1.609

C 0.207 0.207 14.400 2.981

D 0.207 0.207 58.220 12.052

E 0.207 0.207 14.440 2.989

F 0.207 0.207 6.985 1.446

G 0.207 0.207 2.715 0.562

H 0.207 0.207 10.500 2.174

I 0.207 0.207 25.850 5.351

J 0.207 0.207 12.000 2.484

K 0.207 0.207 3.300 0.683

L 0.207 0.207 2.000 0.414

M 0.207 0.207 6.000 1.242

N 0.207 0.207 2.000 0.414

O 0.207 0.207 5.000 1.035

P 0.207 0.207 7.500 1.553

Q 0.207 0.387 12.000 3.564

R 0.387 5.387 44.150 127.461

S 5.387 5.007 27.000 140.319

T 5.007 0.207 37.650 98.154

U 0.207 0.207 7.586 1.570

V 0.207 0.207 7.657 1.585

W 0.207 0.207 8.086 1.674

X 0.207 0.207 2.000 0.414

Y 0.207 0.207 20.800 4.306

Z 0.207 5.007 5.500 14.339

AA 5.007 5.007 13.550 67.845

AB 5.007 5.007 0.650 3.255

AC 5.007 5.007 46.000 230.322

AD 5.007 5.007 11.000 55.077

AE 5.007 5.007 2.000 10.014

AF 5.007 5.167 10.000 50.870

AG 5.167 5.007 12.000 61.044

AH 5.007 5.007 2.000 10.014

AI 5.007 5.007 30.000 150.210

AJ 5.007 5.007 2.000 10.014

AK 5.007 5.007 6.500 32.546

AL 5.007 5.007 1.000 5.007

AM 5.007 4.707 12.000 58.284

AN 4.707 4.707 20.000 94.140

AO 4.707 5.007 12.000 58.284

AP 5.007 5.007 0.650 3.255

AQ 5.007 0.207 19.890 51.853

合計 555.219 1382.998

面積÷周長C 2.491

＝KBM1からの地盤面高さ[m] 2.49

体育館地盤面算定表

辺番号
KBM1からの

始点高さa

[m]

KBM1からの

終点高さb

[m]

周長c

[m]

面積（a+b）

×c/2

[㎡]

BA 0.407 0.407 36.620 14.904

BB 0.407 0.407 19.800 8.059

BC 0.407 0.407 36.620 14.904

BD 0.407 0.407 19.800 8.059

合計 112.840 45.926

面積÷周長C 0.407

＝KBM1からの地盤面高さ[m] 0.41

プール倉庫地盤面算定表

辺番号
KBM1からの

始点高さa

[m]

KBM1からの

終点高さb

[m]

周長c

[m]

面積（a+b）

×c/2

[㎡]

BE 0.467 0.467 9.600 4.483

BF 0.467 0.467 6.865 3.206

BG 0.467 0.467 9.600 4.483

BH 0.467 0.467 6.865 3.206

合計 32.930 15.378

面積÷周長C 0.467

＝KBM1からの地盤面高さ[m] 0.47
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地
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界
線

▼隣地境界線

▼隣
地境

界線

▼隣地境界線

▲道路境界線

▲
道

路
境

界
線
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工事名

図面名称

縮尺

（幼保連携型認定こども園建設）

代表：株式会社エーシーエ設計

管理建築士　一級建築士登録

設計者

（長野） M第 77312 号

第222107号 湯本桂司

一級建築士事務所登録

建築主体工事

一級建築士登録
矢﨑和夫第 294614 号

検査者

担当

一級建築士登録
海瀬務

湯本桂司

第 307544 号

浜大氣担当

最終図
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簡略図①（道路に対する平均地盤）

道路境界測定線算出用

簡略図②（道路に対する平均地盤）
道路境界測定線算出用

校舎

校舎

校舎

4,
80
0

4,
80
0

簡略図③（道路に対する平均地盤）
道路境界測定線算出用

校舎

校舎

4,
80
0

簡略図④（道路に対する平均地盤）
道路境界測定線算出用

校舎

校舎

4,
80
0

隣地境界測定線算出用

簡略図⓪（敷地に対する平均地盤）

▼
隣

地
境

界
線

4,
80
0

第一種住居地域

平均地盤からの測定高さ　4ｍ

▲道路平均地盤面（標高　767.1130）

▲道路平均地盤面（標高　775.769）

▼道路平均地盤面（標高　769.9230）

▼KBM1（標高　768.880）

校舎

校舎

校舎

▼測　定　高

▼作　図　面

▼平均地盤面（標高　770.150）

隣地平均地盤面＝779.1400ｍ

平均地盤面＝770.150ｍ(768.880ｍ+1.270ｍ)

※平均地盤面算定表による算定

(隣地平均地盤面-平均地盤面) = 779.1400-770.150 = 8.990ｍ

建築基準法施行令135条の12-3-2より

※隣地地盤面が1ｍ以上高い場合の緩和

h＝(H-1)/2＝( 8.990ｍ - 1 ) / 2 ＝3.995ｍ

よって、地盤面は平均地盤面より3.995ｍ高い位置にある事とする

KBM1からは1.270m+3.995m=5.265m高い位置にあるとする

▼隣地地盤面

▼隣地平均地盤面（標高　779.1400）

▼ KBM 1（標高　768.880）

1.
27

8,
99
0 4.
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▼測　定　高

▲作　図　面

3.
99
5

▼平均地盤面（標高　770.150）

3.
03
7

▼作　図　面

1.
27

4,
00
0

▼ KBM 1（標高　768.880）

▼平均地盤面・測定高（標高　770.150）

道路平均地盤面＝767.1130ｍ

平均地盤面＝770.150ｍ(768.880ｍ+1.270ｍ)

※平均地盤面算定表による算定

(道路平均地盤面-平均地盤面) = 767.1130-770.150 = -3.037ｍ

建築基準法施行令135条の12-3-2より

※隣地地盤面が1ｍ以上高い場合の緩和

適応無し

よって、地盤面は平均地盤面からの計測となる。

1.
27

4,
00
0

0.
22
7

▼作　図　面

▲ KBM 1（標高　768.880）

▼平均地盤面・測定高（標高　770.150）

道路平均地盤面＝769.9230ｍ

平均地盤面＝770.150ｍ(768.880ｍ+1.270ｍ)

※平均地盤面算定表による算定

(道路平均地盤面-平均地盤面) = 769.9230-770.150 = -0.227ｍ

建築基準法施行令135条の12-3-2より

※隣地地盤面が1ｍ以上高い場合の緩和

適応無し

よって、地盤面は平均地盤面からの計測となる。

道路平均地盤面＝772.9480ｍ

平均地盤面＝770.150ｍ(768.880ｍ+1.270ｍ)

※平均地盤面算定表による算定

(隣地平均地盤面-平均地盤面) = 772.9480-770.150 = 2.798ｍ

建築基準法施行令135条の12-3-2より

※隣地地盤面が1ｍ以上高い場合の緩和

h＝(H-1)/2＝(2.798ｍ - 1 ) / 2 ＝0.899ｍ

よって、地盤面は平均地盤面より0.899ｍ高い位置にある事とする

KBM1からは1.270m+0.899m=2.169m高い位置にあるとする

道路平均地盤面＝775.769ｍ

平均地盤面＝770.150ｍ(768.880ｍ+1.270ｍ)

※平均地盤面算定表による算定

(隣地平均地盤面-平均地盤面) = 775.769-770.150 = 5.619ｍ

建築基準法施行令135条の12-3-2より

※隣地地盤面が1ｍ以上高い場合の緩和

h＝(H-1)/2＝( 5.619ｍ - 1 ) / 2 ＝2.3095ｍ

よって、地盤面は平均地盤面より2.309ｍ高い位置にある事とする

KBM1からは1.270m+2.309m=3.579m高い位置にあるとする

▲KBM1（標高　768.880）

▼道路平均地盤面（標高　772.9480）

▲平均地盤面（標高　770.150）1.
27

2.
79
8
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9

4,
00
0

▼作　図　面

▼測　定　高
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9 4,

00
0

2.
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標高　768.880（KBM1)

標高　765.00

標高　770.00

標高　775.00

標高　780.00

標高　765.00

標高　770.00

標高　775.00

K3
1

標高　780.0010.224
11.391

12.12

9.816

8.338
9.113

簡略図⓪　隣地平均高さ（標高　779.1400）

隣地境界
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標高　768.880（KBM1)

標高　765.00

標高　770.00

標高　775.00

標高　780.00

標高　765.00

標高　775.00

標高　780.00
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2北

東
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擁
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下

K2
1

6.164

0.795 0.795

0.031

-2.172 -3.118

-3.431 -4.764

高低差3ｍごとの平均地盤高低差3ｍごとの平均地盤高低差3ｍごとの平均地盤高低差3ｍごとの平均地盤

※簡略図①に反映※簡略図②に反映※簡略図③に反映※簡略図④に反映

3,
00

0
3,

00
0

3,
00

0
2,

64
0

道路境界

隣地境界・道路境界平均地盤算定図　A1：S＝1/300　A3：S=1/600

▼平均地盤（標高　770.15）

▲KBM1（標高　768.88）

簡略図①　道路平均高さ（標高　767.1130）簡略図②　道路平均高さ（標高　769.9230）簡略図③　道路平均高さ（標高　772.949）簡略図④　道路平均高さ（標高　775.769）

KBM1　768.88

▼平均地盤（標高　770.15）

▲KBM1（標高　768.88） 標高　768.880（KBM1)
標高　770.00

-0.431

8.209

5.569

2.569

※各点の標高はKBM1からの高低差とする。
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縮尺
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設計者
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一級建築士登録
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一級建築士登録
海瀬務
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最終図

2026.03.31



割合 必要 建具 有効 数量 補正 合計 判定 必要（1/20） 建具 有効 数量 合計 判定 必要（1/50） 建具 有効 数量 合計 判定

AW-7 4.4460 2 3 26.6760 AW-7 2.2230 2 4.4460 AW-7 1.0260 2 2.0520

AW-10 1.4300 1 3 4.2900 AW-10 0.7150 1 0.7150 AW-10 0.3300 1 0.3300

合計 30.9660 OK 合計 5.1610 OK 合計 2.3820 OK

保育室（1） 28.18 5 5.6360 AW-5 6.7257 1 3 20.1771 OK 1.4090 AW-5 3.9057 1 3.9057 OK 0.5636 AW-5 1.0857 1 1.0857 OK

保育室（2） 28.18 5 5.6360 AW-5 6.7257 1 3 20.1771 OK 1.4090 AW-5 3.9057 1 3.9057 OK 0.5636 AW-5 1.0857 1 1.0857 OK

保育室（3） 36.40 5 7.2800 AW-7 4.4460 1 3 13.3380 OK 1.8200 AW-7 2.2230 1 2.2230 OK 0.7280 AW-7 1.0260 1 1.0260 OK

保育室（4） 36.40 5 7.2800 AW-7 4.4460 1 3 13.3380 OK 1.8200 AW-7 2.2230 1 2.2230 OK 0.7280 AW-7 1.0260 1 1.0260 OK

保育室（5） 49.35 5 9.8700 AW-7 4.4460 1 3 13.3380 OK 機械換気設備 0.9870 AW-7 1.0260 1 1.0260 OK

AW-4 8.1567 1 3 24.4701 AW-4 4.7367 1 4.7367 AW-4 1.3167 1 1.3167

AW-7 4.4460 1 3 13.3380 AW-7 2.2230 1 2.2230 AW-7 1.0260 1 1.0260

合計 37.8081 OK 合計 6.9597 OK 合計 2.3427 OK

AW-6 4.0545 1 3 12.1635 AW-6 2.3545 1 2.3545 AW-6 0.6545 1 0.6545

AW-9 2.2100 1 3 6.6300 AW-9 1.1050 1 1.1050 AW-9 0.5100 1 0.5100

AW-10 0.7150 1 0.7150 AW-10 0.3300 1 0.3300

合計 18.7935 OK 合計 4.1745 OK 合計 1.4945 OK

応接室 13.43 7 1.9186 AW-8 2.8860 1 3 8.6580 OK 0.6715 AW-8 1.4430 1 1.4430 OK 0.2686 AW-8 0.6660 1 0.6660 OK

調理室 88.04 7 12.5772 AW-12 2.2200 2 3 13.3200 OK 機械換気設備 平成12年建告第1436号－4－ヘ(5)適用

休憩室（1） 13.34 7 1.9058 AW-8 2.8860 1 3 8.6580 OK 0.6670 AW-8 1.4430 1 1.4430 OK 0.2668 AW-8 0.6660 1 0.6660 OK

女子更衣室 11.04 非居室 非居室 0.2208 AW-11 0.3800 1 0.3800 OK

男子更衣室 5.67 非居室 非居室 0.1134 AW-11 0.3800 1 0.3800 OK

ホール(吹抜)
廊下（2）

141.15 非居室 非居室 2.8230 ACW-1 3.7016 1 3.7016 OK

廊下（2）
WC（2）

83.06 非居室 非居室 1.6612 AW-4 1.3167 3 3.9501 OK

AW-4 8.1567 1 3 24.4701 AW-4 4.7367 1 4.7367 AW-4 1.3167 1 1.3167

AW-7 4.4460 1 3 13.3380 AW-7 2.2230 1 2.2230 AW-7 1.0260 1 1.0260

合計 37.8081 OK 合計 6.9597 OK 合計 2.3427 OK

AW-6 4.0545 1 3 12.1635 AW-6 2.3545 1 2.3545 AW-6 0.6545 1 0.6545

AW-9 2.2100 1 3 6.6300 AW-9 1.1050 1 1.1050 AW-9 0.5100 1 0.5100

合計 18.7935 OK 合計 3.4595 OK 合計 1.1645 OK

保育室（7） 51.10 5 10.2200 AW-7 4.4460 1 3 13.3380 OK 機械換気設備 1.0220 AW-7 1.0260 1 1.0260 OK

AW-4 8.1567 1 3 24.4701 AW-4 4.7367 1 4.7367 AW-4 1.3167 1 1.3167

AW-7 4.4460 1 3 13.3380 AW-7 2.2230 1 2.2230 AW-7 1.0260 1 1.0260

合計 37.8081 OK 合計 6.9597 OK 合計 2.3427 OK

休憩室（2） 16.83 7 2.4043 AW-9 2.2100 1 3 6.6300 OK 0.8415 AW-9 1.1050 1 1.1050 OK 0.3366 AW-9 0.5100 1 0.5100 OK

AW-1 1.3500 6 3 24.3000 AW-1 0.3000 6 1.8000

AW-2 1.0925 5 3 16.3875 機械換気設備 AW-2 0.6425 5 3.2125

合計 40.6875 OK 合計 5.0125 OK

WC（4） 12.90 非居室 非居室 0.2580 AW-11 0.3800 1 0.3800 OK

AW-4 1.3167 2 2.6334

非居室 非居室 AW-5 1.0857 1 1.0857

合計 3.7191 OK

130.01

1階

2.6002

事務室
医務

56.54 7 8.0772 2.827 1.1308

4.9618

0.9450

0.60961.5240

2.3625

2.4570 0.9828

換気 排煙
室名 床面積

90.52 4.5260
0-1歳児
保育室

5 18.1040 1.8104

リズム室
ステージ

248.09 7 35.4415

パンダ 5 9.4500

5 6.0960

採光

47.25

30.48一時預かり

2階

廊下（4）
WC（5）

保育室（6） 49.14

保育室（8） 51.98

5 9.8280

2.5990 1.03965 10.3960

代表：株式会社エーシーエ設計
一級建築士事務所登録
（長野） 77312M第

管理建築士　一級建築士登録
222107第 号 湯本桂司

設計者
一級建築士登録
第307544

一級建築士登録
第294614

号

号

検査者

担当

担当

海瀬務

矢﨑和夫

湯本桂司

浜大氣

Job No.
工事名

図面名称
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採光・換気・排煙　判定表
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おむつ室WC

WC（1）

廊下（1）

収納（1）

教材庫（1）

検品検収・下処理室

食品庫

消毒室

前室

廊下（3）

WC（3）

脱衣室

HWC

ワゴンプール

下記各室（非居室）の排煙設備について

平成12年建告第1436号－4－ヘ(2)適用
（防煙壁による区画）にて設置免除

（各室床面積＝100㎡未満、天井高さ＝2,500ｍｍ以上、
　出入口寸法内法高さ＝2,000ｍｍにて
　防煙垂れ壁Ｈ＝500以上確保ＯＫ．）

ゴミ庫（1）

ゴミ庫（2）

教材庫（2）

収納（2）

洗濯室

教材庫（3）

倉庫

WC（6）

エレベーターホール

おむつ室（WC同様 非居室）

調乳室（1）（湯沸室同様 非居室）

調乳室（2）（湯沸室同様 非居室）

号

最終図

2026.03.31



防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリ－トで被覆される以外の部分とする。錆止め

注１）　現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を１００％

平成１２年度建設省告示第１４６４号第二号　イ、ロ

印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

組立・開先検査

日本建築学会「ＪＡＳＳ６」　「鉄骨精度検査基準」　「鉄骨工事技術指針」

一社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

（

製作工場

現寸検査

鋼材 高力ボルト

工作図製作要領書

特殊ボルト

製品検査

施工計画書

鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

材料規格証明書※、または試験成績書

※一社）日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート。

社内検査表

建方検査

日本建築学会「溶接工作規準、同解説　 Ｉ、Ｉ、Ｉ、ＩＩ、 ＩＩ ＶＶ、ＶＩＶ、 Ｉ、 Ｉ Ｉ、ＩＸ」ＶＩＩ

日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工偏」

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱

注２）　知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること

高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

軸力導入試験　　　要　　　否　　高力ボルトすべり係数試験　　　要　　　否

一時締め後にマーキングを行い、二次締めの後そのずれを見て、共回り等の異常がないことを確認する。

トルシア形高力ボルトは二次締め後、マーキングのずれとピンテールが破断を確認する。

コンクリート用棒鋼を用いる高さが６０ｍ以下の鉄筋コンクリート造、鉄骨造等建築物の設計及び工事に適用する。

設計図書および仕様書の優先順位は以下による。

特記仕様

設計図（伏図、軸組図、部材リスト、詳細図など）

標準図（鉄筋コンクリート構造配筋標準図など）

建築工事標準仕様書・同解説（日本建築学会）等

増築 改築 増改築新築

必要としない必要

（レディミクストコンクリート　

適　用　箇　所

階 部　位

設計基準強度 品質基準強度 スランプ 比　重
Ｆｃ　＝　Ｎ／ｍｍ

２
Ｆｑ　＝　Ｎ／ｍｍ

２
ｃｍ

（スランプフロー） γ　＝　ｋＮ／ｍ
３ 備　考

柱 壁梁

床版

柱 壁

床版

床版

基礎

柱 壁梁

床版

柱 壁梁

柱 壁梁

＊本仕様特記外

＊本仕様特記外

セメントの種類
普通ポルトランドセメント 中庸熱ポルトランドセメント

低熱ポルトランドセメント

細骨材の種類

粗骨材の種類

水の区分

構造体コンクリート強度を

保証する材齢

単位水量

単位セメント量

混和剤

空気量

塩化物量

水セメント比

砂 山砂 砕砂

砂利 砕石

水道水 地下水 工業用水
材齢（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）２８日 ５６日 ９１日

養生（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）標準 現場水中 現場封かん

１８５ｋｇ／ｍ
３
以下 １７５ｋｇ／ｍ

３
以下

２７０ｋｇ／ｍ
３
以上

ＡＥ減水剤 高性能減水剤

４．５％ 以下 ３．０％ 以下

０．３ｋｇ／ｍ 以下
３

６５％ 以下 ５０％ 以下

Ｂ種Ａ種 Ｃ種 厚 使用箇所（　　　　　　　　　）

鉄　　　筋 種　類 使用箇所 備　　　考使用径 ｍｍ

重ね継手

ガス圧接継手

溶接継手

機械式継手

機械式定着工法

大臣認定番号

注１）ＳＤ４９０をガス圧接する場合は施工前に試験を行うこと。
注２）各継手の使用詳細については本仕様その２の９、（２）鉄筋の項の鉄筋継手の項に　　にて表示すること。

溶接材料

種　　　類

有 無

使用箇所 現場溶接 ＪＩＳ規格・認定番号等

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

高力ボルト

溶融亜鉛めっき高力ボルト　　　　　大臣認定番号　

ボルト 　　Ｍ

アンカーボルト　（構造用アンカーボルト）

Ｍ

Ｍ

頭付スタッド

φ＝　 Ｌ＝　　　　　　　ｍｍ 使用箇所（　　柱　　　大梁　　　小梁）

φ＝　 Ｌ＝　　　　　　　ｍｍ 使用箇所（　　柱　　　大梁　　　小梁）

有 無 （調査計画　　　有　　　無）

調査項目 調査計画資料有り 調査項目 調査計画資料有り 調査項目 調査計画資料有り
静的貫入試験 標準貫入試験

土質試験 物理探査

平板載荷試験 液状化判定

現場透水試験 ＰＳ検層

注）上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに○を記入する。

べた基礎 布基礎 独立基礎

検　査　箇　所 検　査　方　法
工場自主検査 第三者受入検査 工事監理者

備　　考

完全溶込み溶接部

（突合せ溶接）

外観検査（※）

超音波探傷検査
内質
検査
（注）

硬さ試験

示温塗料塗布

１００ ％ ３０ ％ ％

１００ ％ ３０ ％ ％

％ ％ ％

％ ％ ％

（注）東京都の要綱に
基づき必要となる建築
物の場合に実施する。

マクロ試験・その他

隅肉溶接部 外観検査（※）
個 個

１００ ％ ３０ ％

個

第三者検査機関名 （都知事登録　　　　　号）

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施行者が、受け入れ検査を代行させるために自ら契約

した検査会社をいう。

ペイントは、

２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止め

梁

地中梁

検査率又は検査数

％

図示

図示

梁

ダイアフラム

柱

母屋、胴縁

　適宜

　適宜

　適宜

　適宜

　　　　　　行うこと

本特記仕様および配筋標準図は、設計基準強度が

法第２０条第二号（　　　ＲＣ造高さ２０ｍ超　　　Ｓ造４階建以上　　　木造高さ１３ｍ超　　　その他　）

大臣認定品　認定番号

以上 以下の
２ ２

コンクリートと、 に規定する および の鉄筋

高強度せん断補強筋

異形鉄筋

溶接金網

大臣認定番号

　　Ｍ

土間コンクリート

捨てコンクリート

認定露出柱脚 （詳細は別記）

Ｌ＝

Ｌ＝

シングル ダブルナット（　　　　　　　　　　　　　）

シングル ダブルナット（　　　　　　　　　　　　　）

ｍｍ

ｍｍ

ボーリング調査

水平地盤反力係数の測定

試験堀（支持層の確認）

スウェーデン式
サウンディング

（　　　敷地内　　　　　近隣）

深
　
度

Ｎ
　
値

土　質
１０ ２０ ３０ ４０ ５０ ６０

▽ＧＬ

標準貫入試験

注）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。

○調査地番

○位置図

○支持地盤、地層及び深さに
　ついてのコメント

○孔内水位

　ＧＬ－ ｍ

○近隣データの調査地番と
　設計地番とは約　　ｍの
　距離がある

○備考

（基礎・杭の位置を確認すること）

地盤図は別紙 による。

試験堀　　　有　　　無

載荷試験　　　有　　　無深さ 支持層－　　　　　　　　　砂れき層 長期許容応力度　　　　　ｋＮ／ｍ
２

浅層混合処理工法 深層混合処理工法

注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針：日本建築センター２００２」を参考とする。

支持層－　　　　　　　　　

場所打ち

コンクリート杭

Ｆｃ Ｎ／ｍｍ ２コンクリート

スランプ ｃｍ以下

セメント量

単位水量

ｋｇ／ｍ ３

ｋｇ／ｍ ３

オールケーシング

リバースサーキュレーション

アースドリル

日年 月

号第

認定

杭　　　種 材　　　料 施　工　法 備　　　考

拡底杭 杭頭、拡底杭

鋼管補強杭

深　礎 手堀

機械堀

既製杭・杭種 備　　　考

ＰＲＣ

ＰＨＣ

鋼管

ＳＣ

Ｉ種 種Ｉ種Ｉ Ｉ

Ａ種 Ｂ種 Ｃ種

種　　　類

鋼材

鋼材

コンクリート ＦＣ８５

コンクリート ＦＣ１０５

埋め込み

打ち込み

日年 月

号第

認定

杭仕様 施工計画書承認 杭施工結果報告書

試験杭 （　　　有　　　無）（　　　打ち込み・　　　載荷・　　　孔壁測定） 　　　　本

杭径 設計支持力 杭の先端の深さ 本　数 特　記　事　項（ｍｍ） （ｋＮ） （ｍ）

材　　料 施　工　法

砂れき層

○○○ ○○○（長期） 設計ＧＬ－ ○

（フォースター　　　　　）を使用し、Ｆ☆☆☆☆

認定または登録工事（大臣認定　Ｓ　Ｈ　Ｍ　Ｒ　Ｊ　グレード　都登録　Ｔ１　Ｔ２　Ｔ３　ランク）

頭付スタッド

※平成１２年建設省告示

（目視及び計測）
第１４６４号第二号による

幼保連携型認定こども園（棟名） 地下　　階 地上　　階 塔屋　　階

構　造　種　別 該　当　階　等

免震建物

制振建物

塔状建物

架　構　特　徴　等

ｋＮ ｋＮ ｋＮ ｍ

（ａ） （Ｎ／ｍ）
２

（ｂ）一次設計用地震力

Ｃｏ　＝　 Ｚ　＝　 Ｒｔ　＝　 Ｋ（地下）　＝　

（ｃ）風荷重

地表面粗度区分　 基準風速 Ｖｏ　＝　　　　　　　　ｍ／ｓｅｃＩＩＩ

鉄筋コンクリート造

鉄骨鉄筋コンクリート造

鉄骨造　　　　　　　　　

（ＲＣ造）

（ＳＲＣ造）

（Ｓ造）

保育園共同住宅事務所 病院 倉庫店舗

高架水槽キュービクル 広告塔 煙突

太陽光発電設備

階　～

階　～

階

階

基礎階

床・小梁用 架構用 地震用

主な積載荷重

備　考室　名

保育室

事務室

リズム室

廊　下

非歩行屋根

（ｄ）雪荷重

垂直積雪量 ｋＮ／ｍ
２

（ｅ）特殊の荷重及び仕上げ材

エレベーター ｋＮ 基 受水槽 ｋＮ エスカレーター

Ｘ方向ルート Ｙ方向ルート

設計用雪荷重

擁壁門塀 駐輪場 機械式駐輪場

有 無

材　　種

Ｈ＝

型式

厚

型式　厚　その他 使用箇所

壁

屋根

屋根

スライド

ロッキング

ボルト止め

仕様・構法

厚 床版

床版

押出し成形セメント板

厚 １００

厚 ６５ 壁 床版

壁 床版

ＱＬデッキ

ＡＬＣ （ＪＩＳ　Ａ　５４１６）

折　板

合成デッキプレート　

ハーフＰｃａ版 Ｐｃａ版

Ｘ方向 Ｙ方向ｒａｄ ｒａｄ

柱

□　滑り台受けプレート、ボルト

吹付けロックウール

建築設備（昇降機を除く。）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとし、

緊結部分は構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。

屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な

部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結すること。

煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の場合は鉄製の

支枠を設けたものを除き、９０ｃｍ以下とすること。

煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを５ｃｍ以上とした鉄筋コンクリート造又は

厚さが２５ｃｍ以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とすること。

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備（給湯設備を除く。）は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の

振動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備（給湯設備を除く。）は、建築物の部分を貫通して配管する場合に

おいては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。又、特記

以外の梁貫通孔は原則として設けないこと。

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備（給湯設備を除く。）は、管の伸縮その他の変形により当該管に

損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は可　継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を

講ずること。

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備（給湯設備を除く。）は、管を支持し、又は固定する場合に

おいては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の振動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

法第２０条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上水槽等にあっては、平成１２年建設省告示第１３８９号に

より、風圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

給湯設備は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

満水時の質量が１５ｋｇを超える給湯設備については、地震時に対して安全上支障のない構造として、平成１２年

建設省告示第１３８８号第５に規定する構造方法によること。

設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。

エレベーター・エスカレーターの支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。

エレベーター・エスカレーターは、支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の

構造耐力上主要な部分に、緊結すること。また、地震時の層間変形角に追従できること。

エレベーター・エスカレーターの荷重は、建築物全体へ考慮すること。エレベーター・エスカレーターの受材が

直接取り付く梁・小梁等は安全なものとすること。

特記以外の梁貫通孔は原則として設けないこと。

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を管径の３倍以上かつ５ｃｍ以上を

原則とする。

ペイントを使用し、２回塗りとする。

下記部材は溶融亜鉛メッキ塗装とし、接合部高力ボルトはＦ８Ｔとする。

□　外部階段

□　ルーバー受け材

踊り場受け支柱・ブラケット、ササラ桁、段板

及び上記部材取付プレート、ボルト

ルーバー受け支柱、支柱なぎ材、ストリンガー受け胴縁、軸ブレース

及び上記部材取付プレート、ボルト

□　既成庇受け材（溝形鋼）

デッキ床

デッキ床

ｃｍ

Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ　（Ｃ）株式会社エーシーエ設計　著作権者の許可なく複製、転載、第三者開示等の行為を禁止する。

図面名称

縮尺

第 湯本桂司
管理建築士　一級建築士登録

代表：株式会社エーシーエ設計

一級建築士事務所登録

（長野） 第

構造設計特記仕様（１）

号

号

Ｍ ７７３１２

２２２１０７

Ｓ－００１

１．本仕様の適用範囲

２．建築物の構造内容

３ ．使用建築材料表・ 使用構造材料一覧表

４．地　　　盤

５．地業工事

６．鉄骨工事 （施工方法等計画書）
修正箇所は下線を引くこと。

適用は　　　印を記入する。（１）構造設計特記仕様　

７．設備関係

（１）建築場所

（２）工事種別

（３）構造設計一級建築士の関与

（４）階数

（１）コンクリート

（２）コンクリートブロック

（３）鉄　　　筋

（４）鉄　　　骨

（５）ボルト等

（１）地盤調査資料と調査計画

（１）直接基礎

（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による

（２）工事監理者の承諾を必要とするもの

（３）工事監理者が行う検査項目

（４）接合部の溶接は下記によること

（５）接合部の検査

（６）防錆塗装

（１）本仕様の適用範囲

（２）仕様書等の優先順位

（２）ボーリング標準貫入値、土質構成

（２）地盤改良

（３）杭基礎

（５）構造種別

（６）主要用途

（７）屋上付属物

（８）設計荷重

（９）構造計算ルート

（１１）付帯工事

（１２）特定天井

（１３）屋根、床、壁

（１０）一次設計時用層間変形角

（７）耐火被覆の材料
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スラリー系機械攪拌式ブロック状地盤改良工法

【学】は「文部科学省建築構造設計指針・同解説」による。
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【学】

耐風に関する性能の分類［Ⅱ類］、風圧力の割り増し１．１５

「国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修　建築構造設計基準及び参考資料」による
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「国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修　建築構造設計基準及び参考資料」による

大地震動時の創刊変計画の制限値、層間変形角１／１００
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必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の

「公共建築工事標準仕様書・同指針（建築工事編）（最新版）」による。

検査

普通コンクリート

調合を定めるための基準とする材齢は、原則として２８日とする。

構造体コンクリート強度は表９．３を満足すれば合格とする。

表９．３　　構造体コンクリートの圧縮強度の判定基準

供試体の養生方法

標準・長期

コ　　　ア

（２）

試験材齢 判定基準

２８日

９１日

Ｘ　≧　Ｆ

Ｘ　≧　Ｆ

ただし、Ｘ：１回の試験における３個の供試体の圧縮強度の平均値 （　Ｎ／ｍｍ　）
　　　　Ｆ　：コンクリートの調合管理強度 （　Ｎ／ｍｍ　）
　　　　Ｆ　：コンクリートの品質基準強度 （　Ｎ／ｍｍ　）

（１）

※　標準養生供試体の代わりにあらかじめ準備した現場水中養生供試体によることができる。

その場合の判定基準は材齢２８日までの平均気温が２０℃以上の場合は、３個の供試体の圧縮強度

の平均値が調合管理強度以上であり、平均気温が２０℃未満の場合は、３個の供試体の圧縮強度

の平均値から　３Ｎ／ｍｍ　を減じた値が品質基準強度以上であれば合格とする。

※　コア供試体の代わりにあらかじめ準備した現場封かん養生供試体によることができる。

その場合の判定基準は材齢２８日を超え９１日以内のｎ日において３個の供試体の圧縮強度の平均値

から　３Ｎ／ｍｍ　を減じた値が品質基準強度以上であれば合格とする。

調合管理強度は以下による。

Ｆ　　＝　Ｆ　＋　Ｓ　

Ｆ　　：　コンクリートの調合管理強度

Ｆ　　：　コンクリートの品質基準強度

Ｓ　　：　標準養生した供試体の材齢ｍ日における圧縮強度と構造体コンクリートのｎ日における

圧縮強度の差による構造体強度補正値

調合強度は標準養生した供試体の材齢ｍ日における圧縮強度で表すものとし、下記の両式を

満足するように定める。調合強度を定める材齢ｍ日は、原則として２８日とする。

Ｆ　≧　　Ｆ　＋　１．７３

Ｆ　≧　０．８５　Ｆ　　＋　３

Ｆ　　：　コンクリートの調合管理強度

構造体コンクリートの圧縮強度の検査は普通コンクリートでは、打込み工区ごと、打込み日ごと、

かつ　１５０ｍ　またはその端数ごとに１回行う。１回の試験には適当な間隔をおいた３台の運搬車

あけた任意の３台のトラックアジテータから採取した合計９個の供試体を用いる。検査に用いる

から１個ずつ採取した合計３個の供試体を用いる。

供試体の養生方法は標準養生または構造体温度養生とする。

３

高強度コンクリートでは、打込み日、打込み工区かつ３００ｍ　ごとに行う。検査には適当な間隔を

使用するコンクリートの圧縮強度の判定は、　ＪＡＳＳ　５　による。

構造体コンクリートの圧縮強度の判定は、（ｃ）調合および構造体コンクリート強度による。

コンクリートの試験は、「建築物の工事における試験および検査に関する東京都取扱要綱」

第４条の試験機関で行うこと。

試験・検査機関名　　　　

代行業者名

（都知事登録　　　　　　号）

（登録番号　　　　　　　号）

代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行するものを言う。

施工

鉄筋は　ＪＩＳ　Ｇ　３１１２　（鉄筋コンクリート用棒鋼）に適合するものを用いる。溶接金網および鉄筋

格子は、　ＪＩＳ　Ｇ　３５５１　（溶接金網および鉄筋格子）に適合するものを用いる。

高強度せん断補強筋は、技術評価を取得し、建築基準法第３７条の材料認定を受けたものを用いる。

鉄筋の加工寸法、形状、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリート構造

配筋標準図（１）～（３）」による。

鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手または溶接継手によることとし、鉄筋径と

使用箇所を定め特記による。

表９．４　　鉄筋の継手

鉄筋継手工法 鉄筋の径 使用箇所
（１）引張力最小部位

継手の位置等の設計条件による仕様・等級

（２）（１）以外の部位

重ね継手

圧接継手

溶接継手

機械式継手

標準図による

　　　注）（１）計画供用期間の級が超長期で計画供用期間中に維持保全を行う部材では、維持保全の周期に応じて

　　　　　　　定める。

（注）

　　　　　　　使用基準（建築物の構造関係技術基準解説書２００７）』によって検討した部材の条件・仕様によること。

機械式継手および圧接継手および溶接継手は（公社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様

書」による他、所要の品質が得られるように工事計画および工事管理計画を定めて、工事監理者

の承認を受ける。

ガス圧接の施工は、強風時または降雨時に原則として作業を行わない。ただし、風除け・

覆いなどの設備をした場合には、工事監理者の承認を得て作業を行うことができる。

圧接技量資格者は、（公社）日本鉄筋継手協会によって認証された技量適格性証明書を工事監理

者に提出し、承認を受ける。

機械式鉄筋定着工法に用いる定着板には信頼できる機関による性能証明書等を取得した定着金物

を用いる。

検査
継手部の検査方法

　各継手工法ごとの検査は平１２建告１４６３号による他、具体的な検査方法は、（公社）日本鉄筋

継手協会の仕様書を参照のこと。

表９．５　　継手の検査

継手方法 外観検査 引　張　試　験 超音波探傷試験

ガス圧接

溶　　接

機　械　式

有

有 ％

有 ％

有 無 ％ 個

有 無 ％ 個

有 無

有 無 ％ 個

有 無 ％ 個

ガス圧接部分の検査を超音波探傷検査によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験

も併用し、１回の引張試験は５本以上とする。（１ロットは同一作業班が同一作業中に作業した

圧接箇所で、２００箇所程度とする。）

鉄筋に継手の試験・検査は「要綱」第４条の試験機関、又は第８条の検査機関で行うこと。

試験・検査機関名　　　　 （都知事登録　　　　　　号）

最小かぶり厚さは、表９．６に規定する設計かぶり厚さを１０ｍｍ減じた値とする。

設計かぶり厚さは、コンクリート打込み時の変形・移動などを考慮して、最小かぶり厚さが

確保されるように、部位・部材ごとに定めるものとし、表９．６以上の値とする。

表９．６　　設計かぶり厚さ　（単位：ｍｍ）

構造体の計画供用期間の級

屋　内

超長期

屋　外 屋　内 屋　外

標準養生
構造部材

非構造部材

柱・梁・耐力壁

部材の種類

床スラブ・屋根スラブ

構造部材と同等の耐久性を
要求する部材

計画供用期間中に維持保全
を行う部材

（１）

直接土に接する柱・梁・壁・床および
布基礎の立上り部分、擁壁の壁部分

基礎、擁壁の基礎・底盤

　　　　　（２）計画供用期間の級が標準、長期、及び超長期で、耐久性上有効な仕上げを施す場合は、屋外側では

　　　　　　　設計かぶり厚さを１０ｍｍ減じることができる。

　　　注）（１）以外の部位に設ける継手は、平成１２年告示第１４６３号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、
　　　　　　　日本建築センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手

完成した構造体の各部位における最外側鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

コンクリート構造体に誘発目地・施工目地などを設ける場合は、建築基準法施行令第７９条に規定

する数値を満足し、構造耐力上必要な断面寸法を確保し、防水上および耐久性上有効な措置を

講じれば上記によらなくても良い。

型枠および支保工の存置期間は、昭６３年建告第１６５５号に基づき下表による。

せ　き　板 支　　柱

基礎、梁側、柱、壁 スラブ下、梁下 スラブ下 梁下

早強ポルト
ランドセメント

普通ポルト
ランドセメント

早強ポルト
ランドセメント

普通ポルト
ランドセメント

早強ポルト
ランドセメント

普通ポルト
ランドセメント

早強ポルト
ランドセメント

高炉セメント
Ａ種

高炉セメント
Ａ種

高炉セメント
Ａ種

普通ポルト
ランドセメント

シリカセメント
Ａ種

シリカセメント
Ａ種

シリカセメント
Ａ種

高炉セメント
Ａ種

シリカセメント
Ａ種

種類

セメント
の種類

コンク
リート
の材令
（日）

コンクリートの
圧縮強度

※
下記（１）参照

（１）圧縮強度が設計基準強度（Ｆｃ）の８５％以上又は１２　Ｎ／ｍｍ　以上であり、かつ、施工中の
荷重及び外力について、構造計算により安全であることが確認されるまで。

（２）圧縮強度が設計基準強度以上であり、かつ、施工中の荷重及び外力について、構造計算により
安全であることが確認されるまで。

２

注）１　片持ち梁、庇、スパン９．０ｍ以上の梁下は、工事監理者の承認による。
注）２　大梁の支柱の盛替えは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。

注）３　支柱の盛替えは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注）４　盛替え後の支柱頂部には、厚い受板、角材またはこれに代わるものを置く。

注）５　支柱の盛替えは、小梁が終わってからスラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って盛替えをしてはならない。

注）６　直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛替えを行わないこと。

注）７　支柱の盛替えは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動または衝撃を与えないように

　　　行うこと。

存置期間
の平均気温

部位

鉄筋コンクリート工事の施工に関しては記載無きは、　ＪＡＳＳ　５による

（ａ）コンクリートの仕様

表９．１　　コンクリート圧縮強度　（Ｎ／ｍｍ）　に応じた仕様書の使い分け

普通コンクリート 高強度コンクリート

表９．２　　レディーミクストコンクリートのＪＩＳ規格品

２１

２１

※印は規格外

（ｂ）品質と施工
構造体の計画供用期間の級は特記による。特記がない場合は標準とする。

短期 標準 長期 超長期

製品とする。

設計基準強度が　３６Ｎ／ｍｍ　を超えるコンクリートを扱うレディーミクストコンクリート工場は、

「高強度コンクリート」の製品認証を受けているか、建築基準法第３７条第二号によって国土交通

大臣が指定建築材料として認定した高強度コンクリートの製造工場とする。

レディーミクストコンクリート工場および高強度コンクリートを打設する施工現場には、コンク

リート主任技士またはコンクリート技士、あるいはこれらと同等以上の知識経験を有すると

認められる技術者が常駐していなければならない。

施工者は、工事に先立ち、コンクリートの調合・製造計画、施工計画、品質管理計画書を作成し、

工事監理者の承認を得ること。

フレッシュコンクリートの流動性は、スランプまたはスランプフローで表し、設計基準強度が

６０ｃｍ以下とし、特記による。

を限度とする。

コンクリートの打込み時の自由落下の高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。

打込み後の湿潤養生の期間は、セメントの種類および設計基準強度に応じて５日以上とする。

ｉ）高強度コンクリート

調合強度を定めるための基準とする材齢は、特記による。特記のない場合は、２８日とする。

構造体コンクリート強度を保証する材齢は、特記による。特記のない場合は、９１日とする。

構造体コンクリート強度は、次の　１　または　２　を満足するものとする。

標準養生した供試体による場合、調合強度を定めるための基準とする材齢において

調合管理強度以上とする。

構造体温度養生した供試体による場合、構造体コンクリート強度を保証する材齢において

設計基準強度に　３Ｎ／ｍｍ　を加えた値以上とする。
２

調合管理強度は、以下による。

Ｆ　　＝　Ｆ　＋　Ｓ　

Ｆ　　：　高強度コンクリートの調合管理強度

Ｆ　　：　コンクリートの設計基準強度

Ｓ　　：　高強度コンクリートの構造体強度補正値で　ＪＡＳＳ　５　による。

調合強度は標準養生供試体の圧縮強度で表すものとし、下記の両式を満足するように定める。

　　　：　高強度コンクリートの圧縮強度の標準偏差　　　　　　　　　でレディーミクストσ

打継ぎ部は構造的に影響の少ない位置を選び打継ぎ処理を行い、打込み前に十分な水湿しを行う。

（ｃ）調合および構造体コンクリート強度

　本仕様書では、　ＪＡＳＳ　５　に規定する普通骨材を用いた一般仕様のコンクリートを「普通コンクリ

ート」と定義し、表９．１に示す様に設計基準強度が　３６Ｎ／ｍｍ　以下のコンクリートについては　ＪＡＳＳ５

の３節～１１節を適用し、　３６Ｎ／ｍｍ　を超えるコンクリートについては　ＪＡＳＳ　５　の１７節（高強度コンクリ

ート）を適用する。また、設計基準強度もしくは品質基準強度と構造体強度補正値から定める

調合管理強度以上とし、発注するレディミクストコンクリートの呼び強度が表９．２に示す

ＪＩＳ規格外となる場合は、法第３７条の大臣認定を受けた製品を用いる必要がある。

軽量コンクリートについては　ＪＡＳＳ　５　の１４節によること。

２

２

２

設計基準強度　　

調合管理強度

呼び強度

での区分

（ＪＩＳ規格品）

（Ｎ／ｍｍ）
２

コンクリートは （レディーミクストコンクリート）　に適合するＪＩＳ認証工場の

２

２ ２
以下 以上の場合スランプ 以下以下、　 未満の場合スランプ

２

とし設計基準強度が 以下またはスランプフロー
２ ２

超 未満の場合はスランプ

５０ｃｍ以下、設計基準強度が 以上の場合はスランプ２３ｃｍ以下またはスランプフロー
２

コンクリートに含まれる塩化物量は、塩化物イオン量として
３

以下とする。　

コンクリートの練混ぜから打込み終了までの時間は、原則として１２０分（外気温が２５℃を超える場合は９０分）

１　

２

２

２

２

２

ｍ Ｃ ｍ ｎ

ｍ

ｍ

Ｃ

ｎ

Ｈ

Ｈ

：　高強度コンクリートの調合強度

２

２

２

Ｆ　≧　　Ｆ　＋　１．７３

Ｆ　≧　０．８５　Ｆ　　＋　３

Ｈ ｍ σＨ

Ｈ

Ｈ

Ｆ　　Ｈ

Ｈ ｍ σＨ

　　　　コンクリート工場の実績による。実績がない場合は０．１（Ｆ　＋　Ｓ　）とする。 Ｃ ｍ ｎ とする。

ｍ

ｑ

ｍ

ｑ

２

２

２

　　　［注］（１）早い材齢において試験を行い、合否判定基準を満たした場合は、合格とする。
　　　　　　　（２）工事監理者の承認を得て、供試体成型後、翌日までは２０±１０℃の日光および風が直接当たらない

　　　　　　　　　　箇所で、乾燥しないように養生して保管することができる。

２

２

ｑ

ｍ

ｍ ｍ ｎ

ｍ

ｑ

ｎ

（Ｎ／ｍｍ　）

（Ｎ／ｍｍ　）

（Ｎ／ｍｍ　）

（Ｎ／ｍｍ　）
２

２

２

２

σ

σ （Ｎ／ｍｍ　）

（Ｎ／ｍｍ　）

（Ｎ／ｍｍ　）

（Ｎ／ｍｍ　）

２

２

２

２

ｍ

ｍ σ

　　　　工場の実績による。実績がない場合は、　２．５Ｎ／ｍｍ　、または、０．１Ｆ　の

大きい方の値とする。

　　　：　使用するコンクリートの圧縮強度の標準偏差　　　　　　　で、レディーミクストコンクリート
２

ｍ

スランプの許容差は、普通コンクリートの場合、スランプが１８ｃｍ以下の場合±２．５ｃｍ、２１ｃｍの

場合±１．５ｃｍ（呼び強度２７以上で高性能ＡＥ減水剤を使用する場合は±２ｃｍ）とする。

は±１０ｃｍとする。

使用するコンクリートの圧縮強度試験は、普通コンクリートでは標準養生を行った供試体を用い

て材齢２８日で行い、１回の試験は打込み工区ごと、打込み日ごと、かつ、１５０ｍ　またはその端数

高強度コンクリートでは、打込み日かつ３００ｍ　ごとに検査ロットを構成して行う。１検査ロット

における試験回数は３回とする。検査は適当な間隔をあけた任意の３台のトラックアジテータ

ごとに３個の供試体を用いて行う。３回の試験で１検査ロットを構成する。

から採取した合計９個の供試体による試験結果を用いて行う。検査に用いる供試体の養生方法

は標準養生とする。

フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事記録で（一財）国土開発技術センター

の技術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごと

に撮影した写真（カラー）を保管し、工事監理者の承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合

１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３回行い、その

平均値を試験値とする。

高強度コンクリートの場合は、スランプが１８ｃｍ以下の場合±２．５ｃｍ、２１ｃｍ以上の場合±２ｃｍとし、

スランプフローの許容差は、目標スランプフローが５０ｃｍ以下の時は、±７．５ｃｍ、５０ｃｍを超える時

３

３

３

Ａ　級 Ｂ　級 ＳＡ級

Ｄ（　　）以下

Ｄ（　　）以上

Ｄ（　　）以上

Ｄ（　　）以上

告示

告示

告示

１４６３

１４６３

１４６３

号第２項各号

号第３項各号

号第４項各号

％ ３０ヶ所１ロットにつき

表９．７　　型枠存置日数　 昭和４６年建設省告示第１１０号　（昭和６３年改正建設省告示１６５５号）

１５℃以上

５～１５℃

５℃未満

２
設計基準強度の

　※ ＪＡＳＳ５ では普通コンクリートの場合計画供用期間の級が標準にあっては 以上、長期及び超長期の場合

は 以上、また高強度コンクリートの場合は 以上。

下記（２）参照

Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ　（Ｃ）株式会社エーシーエ設計　著作権者の許可なく複製、転載、第三者開示等の行為を禁止する。

図面名称

縮尺

構造設計特記仕様（２）

第 湯本桂司
管理建築士　一級建築士登録

代表：株式会社エーシーエ設計

一級建築士事務所登録

（長野） 第 号

号

Ｍ ７７３１２

２２２１０７

Ｓ－００２

適用は　　　印を記入する。
修正箇所は下線を引くこと。構造設計特記仕様　

８．鉄筋コンクリート工事

９．その他

（２）

（１）コンクリート

（２）鉄　筋

（４）型　枠

（３）かぶり厚さ

Ｈ

２１ ２４ ２７ ３０ ３３ ３６ ３９ ４２ ４５ ４８ ５１ ５７５４ ６０１８

２４ ３０ ３３ ３６ ３９ ４２ ４５ ４８ ５１ ５７５４ ６０

２４ ２７ ３０ ３３ ３６ ４０ ４２ ４５ ５０ ５５ ６０５５ ６０ ※

Ｆｃ

２７

ＪＡＳＳ　５

６０超

ＪＩＳ　Ａ　５３０８

３６Ｎ／ｍｍ ３３Ｎ／ｍｍ ２１ｃｍ ３３Ｎ／ｍｍ １８ｃｍ

３６Ｎ／ｍｍ ４５Ｎ／ｍｍ ２１ｃｍ

４５Ｎ／ｍｍ

　０．３ｋｇ／ｍ

（Ｎ／ｍｍ　）

（Ｎ／ｍｍ　）

（Ｎ／ｍｍ　）

（Ｎ／ｍｍ　）

（Ｎ／ｍｍ　）

（Ｎ／ｍｍ　）

（Ｎ／ｍｍ　）

（Ｆ　＋　Ｓ　）０．１

１００１００

４０

３０

３０

３０

５０

４０

４０

４０

４０

４０

４０

（３０）

５０

５０

５０

（４０）

５０

７０

　１６

　１９

２

３

５

３

５

８

４

６

１０

６

１０

１８

８

１２

１５

１７

２５

２８

２８

２８

２８

５．０Ｎ／ｍｍ ５０％

５．０Ｎ／ｍｍ

１０Ｎ／ｍｍ １０Ｎ／ｍｍ

（ｄ）

ｉ）ｉ

（ａ）

（ｂ）

１

２

３

２

２ ２

（２）（２）

検査者

担当

担当

湯本桂司

設計者
一級建築士登録
構造設計一級建築士登録

第 号
号第

一級建築士登録
構造設計一級建築士登録

第 号
号第

白鳥太一

小林好樹

２２２１０８
１９７５

２０４０１１
４６０２

発行日

工事名

岡谷市川岸学園整備第３期

建築主体工事

（幼保連携型認定こども園建設）

Ｊｏｂ　Ｎｏ． ２４０７８

２０２５．０９．３０2026.03.31

最終図

2026.03.31



（１）

※修正箇所は下線を引くこと

構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。（１）

一般事項１．

Ｌ

ｄ ｄ

Ｌ

圧接面 圧接面

配筋は同厚の壁リストにならう

Ｗ１の三角壁厚さは、２００以上又は地中梁幅とし、

Ｌ

梁
幅

３００

Ｌ

Ｗ１

Ｌ

Ｌ

３
－
Ｄ

１
３

※※

※
※

Ｌ

※

※

記号（２）

ＳＴ…あばら筋　　ＨＯＯＰ…帯筋　　Ｓ．ＨＯＯＰ…補強帯筋

＠…間隔　　ｒ…半径　　ＣＬ…中心線　　　　…部材間の内法距離　　ｈｏ…部材間の内法高さ

ｄ…異形棒鋼の呼び名に用いた数値　（径）　　Ｄ…部材の成、又は鉄筋内法直径　

鉄筋加工２．

鉄筋の折り曲げ加工（１）

図 折り曲げ角度 鉄筋の種類
鉄筋の径に
よる区分

鉄筋の折り曲げ
内法直径（Ｄ）

３ｄ以上

４ｄ以上

５ｄ以上

６ｄ以上

Ｄ

余長４ｄ以上

ｄ

１８０°

ｄ

余

長
６
ｄ
以
上

Ｄ１３５°

ｄ

９０° Ｄ

余
長

８
ｄ

以
上

［注］（１）　ｄは呼び名に用いた数値とする。

（２）　スパイラル筋の重ね継手部に９０°フックを用いる場合は、余長は１２ｄ以上とする。

（３）　片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で９０°フックまたは１３５°フックを用いる場合は、

余長は４ｄ以上とする。

（４）　スラブ筋、壁筋には、溶接金網を除いて丸鋼を使用しない。

（５）　折り曲げ内法直径を上表の数値よりも小さくする場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を行い

（６）　ＳＤ４９０の鉄筋を９０°を超える曲げ角度で折り曲げ加工する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を

支障のないことを確認した上で、工事監理者の承認を得ること。

行い、支障のないことを確認した上で、工事監理者の承認を得ること。

加工寸法の許容差（２）

項　　　　目 符　　号 許　容　差

主　筋各加工

寸法

±　１５

±　２０

±　　５

±　２０

あばら筋・帯筋・スパイラル筋

加　工　後　の　全　長

［注］（１）　各加工寸法及び加工後の全長の測り方の例を下図に示す。

ａ

ｂ

ａ

ｂ 加工後の全長（Ｌ）

加工後の全長（Ｌ）

ｂ

ａ

主　筋

あばら筋・帯筋

・スパイラル筋
ｂ

ａ

溶接閉鎖形筋

鉄筋のあき（３）

ｄ
異形鉄筋

ｄ

間隔

あき０ ０

鉄筋のフック（４）
ａ～ｅに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。

ａ．　あばら筋、帯筋、および幅止メ筋

ｂ．　煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

ｃ．　柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分

および下端の両端にある場合の鉄筋（右図参照）

ｄ．　単純梁の下端筋

ｅ．　その他、本配筋標準に記載する箇所

　　　末端にはフックが必要
図の　印の鉄筋の重ね継手の

柱

梁

定着長さ（５）

鉄筋種別
の

設計基準強度

コンクリート

Ｌ

（フックなし）

Ｌ

（フックあり）
Ｌ

Ｌ

（フックなし）

Ｌ

（フックあり）

Ｌ

（フックなし）

一　般 小梁下端筋 スラブ下端筋

定　着　の　長　さ

ＳＤ２９５
１８

ＳＤ３４５

ＳＤ３９０

ＳＤ４９０

４０ｄ ３０ｄ ２０ｄ １５ｄ

３５ｄ ２５ｄ １５ｄ １５ｄ

３０ｄ ２０ｄ １５ｄ １５ｄ

３０ｄ ２０ｄ １５ｄ １５ｄ

１５ｄ １５ｄ２５ｄ １５ｄ

１５ｄ １５ｄ２５ｄ １５ｄ

４０ｄ ３０ｄ ２０ｄ ２０ｄ

２０ｄ ２０ｄ３５ｄ ２５ｄ

２０ｄ １５ｄ３５ｄ ２５ｄ

１５ｄ １５ｄ３０ｄ ２０ｄ

１５ｄ １５ｄ３０ｄ ２０ｄ

１５ｄ １５ｄ２５ｄ １５ｄ

４０ｄ ３０ｄ ２０ｄ ２０ｄ

４０ｄ ３０ｄ ２０ｄ ２０ｄ

２０ｄ １５ｄ３５ｄ ２５ｄ

１５ｄ １５ｄ３５ｄ ２５ｄ

１５ｄ １５ｄ３０ｄ ２０ｄ

２５ｄ４５ｄ ３５ｄ

２５ｄ４０ｄ ３０ｄ

２０ｄ４０ｄ ３０ｄ

２０ｄ３５ｄ ２５ｄ

［注］（１）　フック付き鉄筋の定着長さＬ　は、定着起点から鉄筋の折り曲げ開始点までの距離とし、

折り曲げ開始点以降のフック部は定着長さに含まない。

（２）　フック部の折り曲げ内法直線Ｄ及び余長は、「鉄筋の折り曲げ加工」の表による。

（３）　梁主筋を柱へ定着する場合、水平定着長さがＬ　確保できない場合は折り曲げ定着とし、

全定着長をＬ　以上とするとともに、水平投影長さをＬ　以上とし、余長を８ｄ以上とする。

尚、Ｌ　の値は原則として柱せいの３／４倍以上とする。

（４）　耐圧スラブの下端筋の定着長は一般定着Ｌ　とする。

Ｌ

定着起点

Ｌ

定着起点折り曲げ開始点

Ｄ
余長

直線定着の長さＬ

定着起点

Ｌ

下端筋の直線定着長さＬ
（小梁・スラブ）

定着起点折り曲げ開始点

Ｄ

余長

定着起点

Ｌ

直線重ね継手の長さＬ

（小梁・スラブ）

定着起点折り曲げ開始点

Ｄ

折り曲げ開始点

余長

９０°フック

Ｌ

Ｌ

余長

Ｄ

フック付き定着の長さＬ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

大梁主筋の柱内折り曲げ定着の
投影定着長さＬ

Ｄ

Ｄ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

小梁・スラブの上端筋の梁内
折り曲げ定着の投影定着長さＬ

Ｄ

継手（６）

重ね継手

鉄筋種別
の

設計基準強度

コンクリート 重ね継手長さ

１８

２１
ＳＤ２９５

Ｌ

（フックなし）

Ｌ

（フックあり）

４５ｄ ３５ｄ

４０ｄ ３０ｄ

３５ｄ ２５ｄ

３５ｄ ２５ｄ

３０ｄ ２０ｄ

３０ｄ ２０ｄ

５０ｄ ３５ｄ

４５ｄ ３０ｄ

４０ｄ ３０ｄ

３５ｄ ２５ｄ

３５ｄ ２５ｄ

３０ｄ ２０ｄ

ＳＤ３４５

ＳＤ３９０
５０ｄ ３５ｄ

４５ｄ ３５ｄ

４０ｄ ３０ｄ

４０ｄ ３０ｄ

３５ｄ ２５ｄ

５５ｄ ４０ｄ

５０ｄ ３５ｄ

４５ｄ ３５ｄ

４０ｄ ３０ｄ

ＳＤ４９０

Ｌ

フック付重ね継手の長さＬ

折り曲げ開始点 折り曲げ開始点

４ｄ以上
余長

Ｄ

（鉄筋Ａ） （鉄筋Ｂ）

鉄筋Ｂ鉄筋Ａ

［注］（１）　表中のｄは、異形鉄筋の呼び名の数値を表し、丸鋼には適用しない。

（２）　直径の異なる鉄筋相互の重ね継手の長さは、細い方のｄによる。

（３）　フック付き重ね継手の長さは、鉄筋相互の折り曲げ開始点間の距離とし、折り曲げ開始点

以降のフック部は継手長さに含まない。

継手に関する注意点

１．　継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。

２．　Ｄ２９以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない。

３．　鉄筋径ｄの差が７ｍｍを超える場合は、圧接としてはならない。

４．　ガス圧接継手の形状、および継手の配置は下図による。

杭頭処理要領

及び内部欠損がないもの）

・圧接継手 ・重ね継手（下図のいずれかとする）

５．　溶接継手および機械式継手を用いる場合は信頼できる機関の評定等を受けたＡ級継手工法とする。

６．　非破壊検査は工事監理者が承諾した信頼できる検査機関で行うこと。

３． 杭・ 基礎 （配筋については地震力等の水平力を考慮して別途検討すること）

（１）直接基礎

１００ ハカマ筋

基礎スラブ筋

Ａ

Ａの拡大図

基
礎

ス
ラ

ブ
筋

ハ
カ

マ
筋

のない場合
ハカマ筋

のある場合
ハカマ筋

１

４
０

７
０

ハンチを付けた場合（ａ≧３）

ａ
２

１

Ｌ　ｏｒＬ　

（２）杭基礎

基
礎

筋
ハ

カ
マ

筋

余
盛

コ
ン

ク
リ

－
ト

φ

はつり部分

φ

ＬＣ

基
礎

筋
ハ

カ
マ

筋

２
０

ｄ
２

０
ｄ

Ａ

Ａ拡大図

印鉄筋は曲げ上げ

Ｌ

杭頭補強要領は特記による

Ｂ拡大図

ｄ　：基礎筋の径

ｄ　：基礎筋・ハカマ筋の

なくてもよい

Ｌ

コンクリート面

（３）基礎接合部の補強

（３）

下端筋のフック付き定着長さＬ

・ガス圧接形状（平成１２年建設省告示１４６３号下図のほか、折れ曲がり、焼き割れ、へこみ、垂れ下がり

１ 場所打ち杭

独立基礎

べた基礎

２ ＰＨＣ杭

２

２

３

２ｈ

３ｈ

１

Ｌ

ａ，ｂ

ａ，ｂ

ａ，ｂ

異形鉄筋では呼び名に用いた数値１．５ｄ以上、粗骨材の最大寸法の１．２５倍以上かつ２５ｍｍのうち最も大きい値

かつ

１５０以上

２０ｄ １０ｄ １０ｄ

２１

２４～２７

３０～３６

３９～４５

４８～６０

１８

２１

２４～２７

３０～３６

３９～４５

４８～６０

２１

２４～２７

３０～３６

３９～４５

４８～６０

２４～２７

３０～３６

３９～４５

４８～６０

Ｆｃ（Ｎ／ｍｍ　）

１．　耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

但し上筋と下筋を読みかえる

４．　埋戻し土のある場合は４０を７０とする

２．　１　の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

３．　２　の鉄筋はＤ１３以上

１．１ｄ以上

１
．
４
ｄ
以
上

（１．２ｄ）

（
１
．
５
ｄ
）

圧接面

ｄ／５以下

ｄ／４以下

（　）内はＳＤ４９０の場合

２ｍｍ以下

ａ≧４００ 約０．５Ｌ

４８～６０

１８

２１

２４～２７

３０～３６

３９～４５

４８～６０

２１

２４～２７

３０～３６

３９～４５

４８～６０

２４～２７

３０～３６

３９～４５

４８～６０

２４～２７

３０～３６

３９～４５

Ｆｃ（Ｎ／ｍｍ　）

Ｌ

１ｈ

Ｌ

４５゜～　６０゜

０

Ｄ２５以下

Ｄ２９以上Ｄ４１以下

Ｌ

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

Ｄ１６以下
ＳＤ２９５

ＳＤ３４５

ＳＤ３９０ Ｄ４１以下

１３５°

１８０°

９０°

９０° ＳＤ４９０

Ｄ２５以下

Ｄ２９～Ｄ４１

Ｄ１９～Ｄ４１

９０°フック

１３５°フック

８ｄ以上

６ｄ以上

１８０°フック

８ｄ以上

４ｄ以上

８ｄ以上

８
ｄ
以
上

１．５Ｌ　以上

１

２

１５ｄ程度

８
ｄ
以
上

２
０
ｄ １５ｄ

８
０
０
～
１
，
０
０
０

１
０
０
以
上

へりあき２００以上

杭
主
筋
４
０
ｄ

重
ね
継
手

４
５
ｄ
か
つ
Ｌ
　
以
上

か
つ
Ｌ
　
以
上

１００

１０ｄ又は重ね継手４０ｄ
フック付き

鉄筋のかぶりは
１００以上とする

スペ－サ－

（各４箇所）

杭間隔は２φ　かつ　φ＋１，０００以上

ＨＯＯＰ筋の継手は片側溶接

フラットバ－＠３，０００

２
０
ｄ

２
０
ｄ

Ｂ

Ｌ　≧１００かつ４ｄ＋７０以上

細い方の径

２
０
ｄ

７
０

１
０
０

（フック付）

２－Ｄ１６以上

３００＜Ｈ≦１，０００

※印筋はＤ１０－＠２００とする
Ｈ＜３００は※印筋は不要とする

Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ　（Ｃ）株式会社エーシーエ設計　著作権者の許可なく複製、転載、第三者開示等の行為を禁止する。

図面名称

縮尺

第 号 湯本桂司
管理建築士　一級建築士登録

代表：株式会社エーシーエ設計

一級建築士事務所登録

（長野） 第

配筋標準図（１）
鉄筋コンクリート構造

号

２２２１０７

Ｍ ７７３１２

Ｓ－００３

３

２ｈ

２ ２ｈ

２ ２ｈ
ｂ

３ ３ｈ ３
ａ２

２

ａ

２

２

２ｈ

３ｈ

１

２

２
３

２ｈ

１ １ｈ

２ １

１ｈ

１ １

１

０

２ｈ

２

ａ

２ｈ

２ｈ

ａ

３

ｂ

ａ

ａ

ｂ

１

０

０

０

１

２

１

２ ２
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※一般のあばら筋と同径のものを２本束ねる

柱

ハンチ ハンチ梁幅

Ｌ
２

Ｌ

上端筋継手範囲

　／４
２０ｄ

下端筋継手範囲

　／２

Ｌ

上端筋継手範囲
２Ｌ

２０ｄ
／４ Ｌ

Ｌ

Ｌ
※

（継手範囲）

　／２

２Ｌ

２
Ｌ

２Ｌ

Ｌ

２

基礎梁４．

※修正箇所は下線を引くこと

６ｄｄ６ｄｂ ６ｄ

両側床版付（Ｔ型）梁で　　又は　　とすることができる。

（イ）原則として　　のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁で　　、

６ｄ

ａ

幅止め筋

４
ｄ

腹筋

ｃ

８
ｄ

８
ｄ

Ｄ

４ｄ

４
ｄ

ｅ

４
ｄ

６ｄ

つり上げ筋は、一般のあばら筋と

印は幅止め筋を示す

第１あばら筋は柱面より配筋する

つり上げ筋

一　般　階

ことを原則とする。
折曲げ起点は３／４Ｄをこえる

２０ｄ

※１

最　上　階

ＣＬ

フック付

柱幅が大きい場合

Ｌ ※２

１
５
０

以
上

Ｌ

Ｃ

柱幅

Ｄ

Ｌ　
　

２Ｌ

注：　点線は下端筋の曲下げ定着
Ｌ を示す

３／４Ｄ

Ｄ

１／４Ｄ

梁成の大きい場合や
ＳＲＣ造のあばら筋の納まり
に使用することができる。

２

６
ｄ

定着、継手（１）

独立基礎、杭基礎の場合

＊上端主筋の定着は、やむをえない
場合、上向きとすることができる。

※

Ｄ

＊

８
ｄ８
ｄ

＊

Ｄ

３／４Ｄ以上

※ ※

＊＊

８
ｄ

８
ｄ

水平ハンチの場合のあばら筋加工要領（２） せいの高い梁のあばら筋加工要領図（３）

Ｌ

溶接継手
または
機械式継手

打継ぎ部

ハ
ン

チ
梁
幅

（イ） （ロ） （ハ）

［注］（イ）で、 を使用してもよいが、

は使用してはいけない

（ロ）では、あばら筋の継手は

１８０°フック付きとする。

柱５．

柱主筋の継手位置（１）

６ｄ

　　　交互とする 　　型

イ

ｈ

継手の好ましい位置

注　２．　Ｗ型で現場溶接をする場合は

注　１．　第１帯筋は、梁づらに入れる

注　３．　フックおよび継手の位置は、

　　　　　主筋の位置をさける

第１帯筋

〃

〃
〃
〃

〃

〃
〃
〃

〃
〃

Ｐ１
〃

（３）

第１帯筋
Ｄ

〃

〃
〃
〃

Ｐ１

帯　筋

圧接継手

　　型

　　型

８
ｄ

機械式継手

Ｌ

Ｌ

６ｄ

１５ｄ

１５０以上

６

ｄ

６ｄ

筋並びにはりのせいが小さく、必
鉄筋のフックは「柱頭の四隅の鉄

要な定着長さが不足する箇所」に
付ける

２
Ｌ

ロ ハ

２

Ｌ

柱頭補強かご鉄筋

補強かご鉄筋
主筋と同径

補強かご鉄筋

Ｌ

６ｄ

ｈ

ｈ

柱主筋の定着（２）
２

（ＳＡ・Ａ級継手）

カ
プ
ラ

ー

６

ｄ

６ｄ

寄せ筋の保持（４） 柱脚部の補強（５）

ａ

ａ

ａ

ａ

４
ｄ

ａ

ａ

４ｄ

ａ　＝　１．５×（呼び名の数値）

大梁６．

Ｄ

１
．

２
Ｄ

拘束筋

範囲を拘束筋で拘束する
１階柱脚の主筋は梁上から柱せいの１．２倍の

拘束筋は以下による

帯筋と同径・同ピッチ、Ｘ・Ｙ　２巻きずつ

図示による

絞り（６）

定着（１）
ａ 一般

Ｌ ／４ ※１

２０ｄ

※１

Ｌａ

Ｌａ

Ｌ
２０ｄ

※１

Ｌａ

Ｄ

０

／４

ハンチがある場合ｂ

一　般　階

Ｌ　

＋５ｄ

＋５ｄ

Ｌ　　

Ｌａ

Ｄ

Ｌａ

あばら筋補強筋
（設計図書による）

最　上　階

Ｌ　

＋５ｄ

＋５ｄ

Ｌ　　

Ｌ　

Ｌａ

Ｄ

あばら筋補強筋
（設計図書による）

Ｌ　
　

表６－１　　特別なカットオフ長さを要する部材

部　材　名 に加える長さ／４０ 部　材　名 に加える長さ／４０

（ｍｍ）

大梁主筋の継手（２） （ＳＡ級、Ａ級継手を使用する場合の継手位置は特記による）

／４ 　／４ 　　　　　は継手の好ましい位置

／４ Ｄ／４

Ｄ

Ｄ

０

０ ０

０ ０

Ｄ

あばら筋、腹筋、幅止めの配置（３）

同サイズ２を２本巻きとする

※ねじれを受ける梁は特記による

あばら筋の型（４） （注、床版がない場合は１３５°以上のフックとする）

（ロ）フックの位置は　　にあっては交互、　　にあってはスラブ付側とする。

幅止め筋の本数、加工（５）

腹　筋

幅止め筋

梁主筋の定着（６）
１ 直線定着

Ｌ

Ｌ

最上階

Ｄ

２ Ｌ

（
一

段
目
）

Ｄ

Ｌ

一般階

Ｄ Ｄ
Ｌ

Ｌ

Ｌ

２ ９０°フック付き直線定着

２ｈＬ

最上階

Ｄ

２ Ｌ

（
一

段
目

）

Ｄ

２ｈＬ

一般階

Ｄ Ｄ

２ｈＬ

２ｈＬ

８
ｄ

８
ｄ

８
ｄ

３ 折曲げ定着

Ｌ
Ｄ

２Ｌ

（
一

段
目

）

最上階

一般階

Ｄ

Ｌ
Ｄ

Ｌ

Ｄ

４ プレート定着

最上階

一般階

Ｌ

（
一
段

目
）

Ｄ

Ｄ

※最上階Ｌ型接合部における上端筋の一段目の定着に

プレート定着を用いてはならない

※プレート定着には性能証明等を取得した材料を用い、

その工法の適用範囲と仕様を確認する。

　Ｈ型（タガ型） 　Ｗ型（溶接閉鎖型） 　Ｓ型（スパイラル型）

幅止め筋

長期荷重が支配的な場合の継手は６．（２）大梁継手位置とする

布基礎、べた基礎の場合

※主筋のカットオフ長さは　　　　＋１５ｄ　を基本とし、特別な長さを要する部分は６．大梁の項の表６－１による／４

１

※２－Ｄ

６～８

※２－Ｄ

　　／４／４
３／４Ｄ以上 ３／４Ｄ以上

Ｌａ以上かつ

※主筋のカットオフ長さは　　　　＋１５ｄ　を基本とし、特別な長さを要する部分は６．大梁の項の表６－１による／４

ｈ
　
／
４

ｈ
　

／
２

ｈ
　

／
４

ｈ
　

／
２

ｈ
　

／
４

ｈ
　

／
４

／４ ／４

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

内　端　部外　端　部

外　端　部Ｌａ以上かつ

Ｌａ以上かつ

内　端　部

（ｂ）（ａ）ｅ≦Ｄ／６かつ１５０　 １５０≧ｅ＞Ｄ／６　 （ｃ）　ｅ＝１５０以上

Ｄ

６ｄ

１
０

０

Ｌ
４

０
０

６ｄ

ｅ

６ｄ

ｅ

１５ｄ

１
０

０

Ｄ２

補強帯筋

又は同サイズ２本
帯筋より１サイズ太く

Ｄ１ Ｄ１

Ｄ２

Ｄ

Ｌ

Ｄ１

Ｄ２ ｅ

Ｌ

Ｄ

１５ｄ
２０ｄ

１５ｄ

（下図を参考に設計図書に追記する）　

１／４Ｄ２ ３／４Ｄ２

カゴ筋　　型

カゴ筋　　型

１５０以下

６φ－＠１，０００

６φ－＠１，０００

Ｌは５０ｄ以上かつ

３００ｍｍ以上とする

１５０以下

１５０以下

設
計
ピ
ッ
チ
以
下

０
．
２
％
以
上
と
す
る

パ
ネ
ル
部
分
は

０
．
２
％
以
上
と
す
る

５ｄ以上

１０ｄ以上
１３５゚

６ｄ

４ｄ ４ｄ

場合はかご鉄筋で補強、または特記
柱、梁の定着Ｌ　以上が確保されない

により増強する。

標
準
　
１
，
０
０
０

４
０
０
以
上

Ｌ
　
以
下か
つ
１
，
０
０
０

柱
せ
い

ｈ
　
／
２
＋
１
５
ｄ

４
０
０
以
上

ｈ
　
／
２
＋
１
５
ｄ

Ｌ
　
又
は

Ｌ

Ｌ

Ｌ　

Ｌは中間部５０ｄかつ
末端部の添巻は１．５巻以上とする。

３００ｍｍ以上

Ｌ

８
ｄ
以
上

８
ｄ
以
上

以上又は、１８０゜フック付とする

※２　柱幅が大きくて、直線部だけで

Ｌ　　がとれる場合でも柱中心線を

こえて中間折曲げテ－ル長１５０

８
ｄ
以
上

１，２００≦Ｄ　　　　　　Ｄ１０＠３００以内

６００≦Ｄ＜９００　　　　２－Ｄ１０　１段

Ｄ＜６００　不要

Ｄ１０＠１，０００以内で割り付ける

１，２００以上　　　　　　Ｄ１３＠３００以内

９００≦Ｄ＜１，２００　　４－Ｄ１０　２段

１
８
０゚

曲
げ

ｆｂａ

ｃ ａ

ｂａ

１５ｄ※ １５ｄ※

※Ｄ＝大梁成

／４０※１　主筋のカットオフ長さは　　　　＋１５ｄを基本とし、特別な長さを要する部分は表６－１による

外端部 内端部

Ｌａ以上かつ３／４Ｄ以上 Ｌａ以上かつ３／４Ｄ以上

Ｌａ以上かつ３／４Ｄ以上 Ｌａ以上かつ３／４Ｄ以上

Ｌ

Ｌ

８
ｄ

８
ｄ

８
ｄ

８
ｄ

８
ｄ

８
ｄ

８
ｄ

８
ｄ

８
ｄ

８
ｄ

１２ｄ以上かつ３／４Ｄ以上

１２ｄ以上かつ３／４Ｄ以上

Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ　（Ｃ）株式会社エーシーエ設計　著作権者の許可なく複製、転載、第三者開示等の行為を禁止する。

図面名称

縮尺

第 号 湯本桂司
管理建築士　一級建築士登録

代表：株式会社エーシーエ設計

一級建築士事務所登録

（長野） 第

鉄筋コンクリート構造
配筋標準図（２）

号

２２２１０７

Ｍ ７７３１２

Ｓ－００４

２０

０

００

１

０

１
ｈ

２

１

０

０ ０ ０

２

０

０
０

００
０

０

０

２
２

１

０

０

２

０

２ ０

２

０

０

２
ｈ

２

１

０

０

２

２
ｈ

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２２

２

２２

２

２

２

２

２

２

２

検査者

担当

担当

湯本桂司

設計者
一級建築士登録
構造設計一級建築士登録

第 号
号第

一級建築士登録
構造設計一級建築士登録

第 号
号第

白鳥太一

小林好樹

２２２１０８
１９７５

２０４０１１
４６０２

発行日

工事名

岡谷市川岸学園整備第３期

建築主体工事

（幼保連携型認定こども園建設）

Ｊｏｂ　Ｎｏ． ２４０７８

２０２５．０９．３０2026.03.31

最終図

2026.03.31



●ハッチ部分の面積　Ａｃｍ　

●ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。

印は補強筋を示す

※

３－Ｄ１６

※

Ａ＜５００

補強タテ筋

２

小梁、片持梁７．

※修正箇所は下線を引くこと

定着（１） ※固定度を考慮した場合は２／３Ｂ以上とする

注）設計図にカットオフ位置の

床版８．

定着および継手（１）

壁９．

小梁の定着

正　面

面

正

に必ず入れること。
補強あばら筋は、小梁主筋側

斜めでもよい
下向きでもよい

斜めでもよい

Ｌ

ＬＣ

連続端小梁外端

　　特記がない場合

（単独小梁両端）

平　面　図

小梁

段差小梁の配筋（連続端の場合）

Ｌ

Ｌ

主筋の定着長さで小梁の応力を伝達

直線定着としてよい

Ｌ

Ｌ

Ｌ

終端と同じ定着方法として、あばら筋に力の伝達

小梁上端筋と同等の

８
ｄ

以
上 Ｌ

あばら筋を配置

Ｌ

Ｂ

段差部でハンチを設ける例

Ｂ

ハンチの検討をする。

Ｄ

Ｄ

ｈ

ハンチがない場合の有効せい

ハンチがある場合の有効せい

Ｌ

ハンチ

小梁筋の継手位置

小梁

圧接・継手中心位置の好ましい範囲

ｄ 片持梁の定着 注）上端筋の柱内への定着は３／４Ｄ以上とすること。

あばら筋
を入れる先端部 元端部

片持梁筋曲げ下げ

Ｌ

Ｌ
かつＬ　以上

下端筋位置迄
折り下げること

（ａ）先端部の範囲とカットオフ位置

８ｄ以上

先
端

小
梁

Ｌ

Ｌ
片持ち梁

（ｂ）先端小梁の定着

Ｌ

最上部 Ｌ
又はＬａ

８
ｄ 大梁主筋

（ｃ）隣接する梁がある場合で柱定着

最上部 Ｌ
又はＬａ

８
ｄ 大梁主筋

　　　　　　又は、隣接する梁へ定着する場合

Ｌ

（ｄ）隣接する梁がない場合で柱定着

Ｌ

一般階

８
ｄ

８
ｄ

Ｌ
Ｌ

Ｌ

屋根スラブの補強（２）

一般スラブ（四辺固定）

※

ａ

ｂ

片持床スラブ定着及び出隅部補強（３）
ａ 片持床スラブ定着

Ｌ

Ｄ１３

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｄ１０
跳上げ止

Ｌ

８
ｄ

Ｌ

バ－サポ－ト

Ｌ

８
ｄ

バ－サポ－ト

２Ｌ

８
ｄ

８
ｄ

ｂ 片持スラブ出隅部補強 注）出隅部の補強筋は、計算により算出する。

注　　　≧　　　　とする

Ｌ

Ｌ
Ｌ

（出隅部分補強配筋） （出隅受け部配筋）

注　　　≧　　　　とする

床版開口部の補強（４） （開口の径５００以下程度の場合）

斜　　め床板厚さＤ 周　　囲

Ｌ

周囲補強筋

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

斜め補強筋

孔と孔のへりあき１００以上

２

Ｌ
２

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｌ
２

Ｄ１３

Ｌ

Ｄ１３

床版段差（５）

Ｄ

Ｌ
全断

Ｌ

Ｄ

２Ｄ

Ｌ

Ｄ１６

Ｈ

Ｌ
全断

Ｄ

土間コンクリート（６） 釜場（７）

６００

Ｄ
Ｄ

底盤と同配筋

底盤と同配筋

ｔ

１

Ｌ

ｔ

Ｌ２

打継ぎ補強（８） （ダメ穴打断面について）

ａ 軽作業の土間

ｂ 間仕切壁との交叉部

ＳＴＲＰ

ＬＣ

腹筋

（１）
ａ 梁に

定着

ｂ 柱に（平面図）

横筋の配置は上下端
とも梁、又は床面に

スラブに上端筋がある場合

Ｌ

Ｌ

一段目を配置する。

シングル配筋

Ｌ

Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ｌ

ダブル配筋

スラブに上端筋がない場合

Ｌ

Ｌ
Ｌ

縦筋は、柱面に
一本目を配置する。

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ Ｌ

イ

イ

Ｌ

ｃ 床に（非耐力壁とスラブが取り合う場合）

ｄ 壁と壁（平面図）

（２） スリット部 （設計図に記入のあるとき）

ｔは階高の１／１００程度

完全スリット

柱

（３） 手摺、パラペット

Ｌ

（但し、Ｈ＞８００以上の場合、設計図による）

Ｌ

Ｌ

Ｈ

パラペット手摺

Ｌ

（４） コンクリートブロック帳壁

Ｌ Ｌ

ｈ

Ｌ

ｔ

Ｌ

Ｌ Ｌ

０

一般の場合

（６）連層耐震壁乾燥収縮の補強筋

最下階

最上階

ＥＷ

ＥＷ

ＥＷ

ＥＷ

Ｌ

Ｌ

θ＝４５°

補強筋

ＥＷ

Ｌ

Ｌ

補強筋

柱、梁増打コンクリート補強１０． 増打するときは事前に設計者、
及び工事監理者と打合せのこと（　　　　　　　）

（１） 柱

（２）梁 あばら補強筋

巾止メ筋

補強筋

Ｄ１０

あばら補強筋

補強筋
補強筋

ａ≦１５０

印は補強筋を示す

梁貫通孔補強１１． （開口補強については計算により確認すること）

（１） 設置可能範囲

Ｄ
／

３

／４ 　／４

望ましい範囲

φ１

貫通孔が連続して間隔等が取れない

場合は設計者又は工事監理者と打合

せのこと。

Ｄ

φ２

０ ０

０

（２）既製品 （指定条件と異なる場合は、設計者又は工事監理者と打合せのこと）

□製品名

施工前に計算書を提出し、承認を得ること。

設計時に使用する評価取得品については計算書を提出する事。

又はＬａ

注）ｔ：底盤と同厚

●

●

●

●

耐震壁端部の納まり（５）

Ｌ

Ｌ

：鉄筋径および間隔は壁筋と同等、同ピッチ以上とし、

　壁筋に１３５　フックを設けた場合のＬは８ｄとする。

　壁筋にフックを設けない場合のＬはＬ　とする。２

θ＝４５°

／
２

Ｌ
／
２

／２

Ｄ≦１５０

１５０＜Ｄ≦３００

３００＜Ｄ≦５００

各　２－Ｄ１３

各　２－Ｄ１３

各　２－Ｄ１９

各　１－Ｄ１３

各　２－Ｄ１３

各　２－Ｄ１６

Ｌ
Ｈ

Ｌ
２

Ｌ　かつ柱中心線を超える

１５０以上

θ＝４５°

●梁下端増打コンクリ－トの場合も上端

●ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。

　増打コンクリ－ト補強と同様とする。

●補強筋は、梁主筋の１段落し径（Ｄ１６

●あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ

●Ｂ≧４００の場合は補強筋を３本とする。

●腹筋Ｄ１０ピッチは、梁の腹筋と合せる。

　とする。

　以上）とする。

●１５０以上の増打ちは図示による。

●増打ち５０以下は補強なし。

注）補強筋はＥＷ１５０の場合３－Ｄ１３＠１００シングル

　　　　　　ＥＷ１８０～２００の場合４－Ｄ１３＠１００シングル

　　　　　　ＥＷ２５０以上の場合４－Ｄ１６＠１００ダブルとする。

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（３）

Ｂ／２以上
※Ｌｂかつ

０　／４

１０ｄ以上

／４
２０ｄ

／６２５ｄ
２０ｄ

１５ｄ １５ｄ

Ｂ

Ｂ Ｂ

かつ※Ｂ／２以上

段差ｈがｈ＞Ｄ－　Ｄ－Ｂ　となる場合には

ｃ

ｂ

ａ

／６ ／２ ／４ ／４ ／２ ／４

２／３　　　＋１５ｄ以上

Ｌ

立面図 平面図

１００以内

拘束筋　　－Ｄ１０＠２００

　／２
　／４ １５ｄ

１５ｄ

８
ｄ

１５ｄ

配力筋

（下端）

　／２
　／４ １５ｄ

１００以下 ６０ １００以下 ６０

／２

　　補強筋は各３－Ｄ１３　又はスラブ主筋の同一

　　径で　＝１，５００とし、上端筋の上に配筋する。

　　配筋の際かぶり厚に注意すること。

　　※の箇所（入隅）は各階補強する

※出隅受け部補強筋は、
それぞれの方向に出隅
補強筋として出隅部の
同本数をハッチ部分に
配置する。

（
つ
な
ぎ
部
の
中
間
に
上
端
筋
は

Ｄ
１
３
、
下
端
筋
は
Ｄ
１
０
を
設
け

る
）
Ｌ
　
　
は
下
端
筋
の
定
着

出
隅
部
分
の
補
強
筋

出隅部分の補強筋 出隅受け部

一般床版配力筋 出隅部

１０ｄ以上　直線定着の場合は２５ｄ以上 １０ｄ以上　直線定着の場合は２５ｄ以上

主筋
（上端）

ＳＴＲＰ上に配置
上端筋の継手位置

肩筋Ｄ１３以上

下端筋の継手位置

上端筋の継手位置

下端筋の継手位置

注）設備の小開口が連続してあく場合

　　は縦、横、斜補強筋とは別に開口

　　によって切断される鉄筋と同じ鉄

　　筋を開口をさけて補強する。

Ｄ
≦
Ｈ
≦
２
Ｄ

Ｄ１０　＠１５０

２－Ｄ１６

１，２００×６００以下

Ｄ１０－＠２００

折曲　　Ｄ１０－＠２００

Ｄ
／
２
以
下

２Ｄ以上

Ｄ１３

５０３００

Ｄ１３

２－Ｄ１６

●　設計配筋間隔の１／２ピッチ　長さ２Ｌ　以上

●　無筋部分Ｄ１０－＠２００　長さ８００以上

１
５
０
以
上

か
つ
８
ｄ
以
上

Ｌ
　
ｈ
か
つ
中
心
線

を
超
え
る

１，０００

１，０００

受筋　Ｄ１０

Ｄ１３

イ　は壁配筋と同じ

受筋Ｄ１０ Ｄ１３Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１３ Ｄ１３

２－Ｄ１３以上 ２－Ｄ１３以上

シーリング材使用（耐火構造用目地材）
Ｄ１０＠４００程度（防錆処理を施す）

２５０２５０ｔ

Ｗ

１
０
０
以
下

１２０以上

Ｄ１３ Ｄ１３
Ｄ１０　＠２００　

１５０以上

１
０
０
以
下

Ｄ１０　＠２００　ダブル

Ｄ１０　＠２００　ダブル

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１０　＠６００

Ｄ１３

Ｄ１０　＠４００

注）ｈ　≦２５ｔかつ３，５００以下とする。但し直交方向２５ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く

注）継手部は必ずモルタルを充填すること

２
０
ｄ

ａ
’

ａ

２０ｄ ａ

Ｂ

２０ｄ ａ

Ｂ

２
０
ｄ

ａ

２０ｄ

ａ≦Ｄ／７かつａ≦１５０

５００≦Ａ＜１，０００

４－Ｄ１６

●１５０以上の増打ちは図示による。

●増打ち５０以下は補強なし。

●※　柱ＨＯＯＰと同径、同ピッチとする。

ａ≦Ｄ／１０かつａ≦１５０

ａ及びａ’≦１５０

（φ１＋φ２）／２×３以上

梁端部（スパン　　／１０以内かつ２Ｄ以内）は原則として避ける０

Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ　（Ｃ）株式会社エーシーエ設計　著作権者の許可なく複製、転載、第三者開示等の行為を禁止する。

図面名称

縮尺

第 号 湯本桂司
管理建築士　一級建築士登録

代表：株式会社エーシーエ設計

一級建築士事務所登録

（長野） 第

鉄筋コンクリート構造
配筋標準図（３）

号

２２２１０７

Ｍ ７７３１２

Ｓ－００５

２

０

０

２

２

３ｈ

３ｈ

２

２

３ｈ

ａ

２

０ ０

０００ ０００

２

０

０

０

２

３

２

３

２

ｂ

３

２

ｂ

３

ｘ

ｘ

ｂ

２

３

ｙ

ｘ

２

１

３
１

２

１

２

２

１

１

１
１

２ １１

３

２

１

２

２

２

２

２

２

２

１

１

２

２ ２

１
１

０

１ １

２

２

２

２

２

２
２

２

２２２

２

２ ２

２ ２

２

２

２

２

２ｈ

２
２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

３

２

２

ｔ

検査者

担当

担当

湯本桂司

設計者
一級建築士登録
構造設計一級建築士登録

第 号
号第

一級建築士登録
構造設計一級建築士登録

第 号
号第

白鳥太一

小林好樹

２２２１０８
１９７５

２０４０１１
４６０２

発行日

工事名

岡谷市川岸学園整備第３期

建築主体工事

（幼保連携型認定こども園建設）

Ｊｏｂ　Ｎｏ． ２４０７８

２０２５．０９．３０2026.03.31

最終図

2026.03.31



※修正箇所は下線を引くこと。

一般事項１．

材料及び検査（１）

スカラップｒ

仮付不良

下向　Ｆ

スカラップ部分は

回し溶接する

ＭＣ　　ＮＧＣ

・フレア－溶接長は、鋼板に接する全長とする

プレート

・９ｍｍ～１６ｍｍは１パス以上、１９ｍｍ以上は２パス以上とする

ｒ３５

ｒ１０

θ

　裏当て金

　Ｇ　

　溶接棒角度θは３０゜～４０゜とする

８
Ｂ

フレア－溶接（４）

Ｋ形の場合 φ
θ

溶接姿勢

７

Ｌ

仮付不良

仮付溶接

裏はつり側にする

良

ｔ

開先面

良

横向　Ｈ立向　Ｖ 上向　Ｏ

（裏はつり後裏溶接）

Ｒ≦２

完全溶込み溶接（３）

Ｇ

Ｌ

θ

ｆ

θ＝４５゜

（平継手　Ｔ形継手）

ｔ

Ｓ

ＬＧ

溶接姿勢

ｔ

１

６＜ｔ＜１９ｍｍ

４

　　（平継手で板厚が異なる時）

（裏はつり後裏溶接）

削り面

１

溶接姿勢

２．５

Ｔ形突合せ継手余盛

ｔ

２

３

４

１

４５゜

３５゜

４５゜

６＜ｔ＜１９ｍｍ

Ｆ．Ｖ

Ｆ．Ｖ溶接姿勢
ｔ１

ｔ

３５゜

３５゜

８

８９

９９

９

Ｇθ

４５゜

Ｌ１ｔ　

５６６

ｔ

溶接姿勢

９

６

９

９

８

８

１Ｇ ｔ　θ

６ ６

Ｌ

５

（使用箇所に注意）

隅肉溶接

部分溶け込み溶接（２）

（１）

Ｄ Ｄ

Ｇ＝Ｏ

ＢＯＸ型

※溶接記号番号を　　　　中に記入のこと

ｔ＞１６ｍｍ

　余盛は（１＋０．１Ｓ）ｍｍ以下とする

・但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする

Ｆ．Ｖ

・軸力が加わる場合のＳは母材と同厚と

・ｔはｔ　、ｔ　の小なる方とする

　　することが望ましい

１

ｔ

溶接姿勢

２

（通しダイアフラムの場合）

内ダイアフラム

平面詳細図

ｔ＞柱フランジのプレ－ト厚

ダイアフラムは、柱フランジ厚１６ｍｍ未満の場合　ＳＮ４９０Ｃ　ＳＮ４９０Ｂ

ダイアフラム厚は、接合する梁の最大厚の２サイズアップ以上とする。

＜柱材料：ＢＣＲ２９５，ＢＣＰ３２５を使用する場合＞

ＢＨ．方式

柱が途中で折れる場合
及び梁成が異なる場合

内ダイアフラム
４

ｔ

４

θ

内ダイアフラム

ｔ＞１６ｍｍの場合の溶接は　　　　～　　　　とする。

４
４

側板に注意のこと

大梁が斜めの場合

は溶接と添板の内

フランジが柱のＲに

接しないこと

２

スカラップ部分は

２５以上かつ

エンドタブが交互に

当たらぬこと

回し溶接する

平面詳細

Ａ

４

ガス抜き

Ａ 断面

内ダイアフラムの場合は柱

の角のＲに接しないこと

　　　　　　　　柱フランジ厚１６ｍｍ以上の場合　ＳＮ４９０Ｃ　を使用する。

ｔ＞１６ｍｍの場合の溶接は　　　又は　　　　～　　　　とする。

印は設計者が記入すること。

ｔ

７ ※　梁フランジは、通しダイアフラムの
　　厚み（ｔ）の内部で溶接する事。

断面Ａ

４

（ｂ）　適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが４０ｍｍ以下のものとする。

（ａ）　構造設計特記仕様その１による。

但し、ベースプレートの厚さは除く。

（ｃ）　社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法・精度及びその他の結果を添付する。

工作一般（２）

（ｂ）　鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による。

（ａ）　鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。

（ｃ）　高張力鋼の歪み矯正は、冷間矯正とする。

高力ボルト接合（３）
（ａ）　本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない。

（ｂ）　高力ボルトの摩擦面の処理は黒皮などを座金外径２倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け

等を用いて除去した後、屋外に自然放置して発生した赤さび状態であること。但し、ショットブラスト、

グリットブラストによる処理で表面粗さが５０μｍＲｚ以上である場合は、赤さびは発生しないままでよい。

但し、ベースプレートの厚さは除く。

（ｃ）　高力ボルトの締付けに使用する機器はよく整備されたものを使用し、締め付けの順序は部材が十分に密着す

るよう注意して行う。

（４）

（ｂ）　溶接技能者

（ａ）　平成１２年建設省告示第１４６４号第二号イ、ロによる、溶接部の性能、溶着金属の性能を満足すること。

溶接接合

の溶接技術検定試験に合格し引き続き、半年以上溶接に従事している者とする。

（ｃ）　溶接機器

（ロ）　アークエアーガウジング機（直流）

（ハ）　サブマージアーク溶接機一式

（ニ）　炭酸ガスアーク半自動溶接機

（ホ）　溶接電流を測定する電流計

（ヘ）　溶接棒乾燥器

（ｄ）　溶接方法

アーク手溶接（ＭＣ）

セルフ（ノンガス）シールドアーク半自動溶接（ＮＧＣ）

ガスシールドアーク半自動溶接（ＧＣ）

アークエアーガウジング（ＡＡＧ）

（ｅ）　溶接姿勢

（ｆ）　組立溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う。

（イ）仮付位置

　組立溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける。

（ロ）　完全溶け込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する。

（ｇ）　溶接施工

（イ）エンドタブ

１）完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状のエンドタブを取り付ける

以上とし特記のない場合は、溶接終了後、母材より１０ｍｍ程度残し

（ロ）裏当て金

（ホ）裏はつり

規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、アークエアガウジングを行った上で、部材に

確認マークを付ける

（ヘ）現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部を傷めない様に養生を行う

塗装（５）
コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと一体する設計仕様に

なっている部分は、塗装をしない。

溶接規準図２．

・ＡＡＧ

・ＡＡＧ

・ＡＡＧ

鋼材の種類

鋼材種別による溶接条件

ＹＧＷ－１１，１５

ＹＧＡ－５０Ｗ，５０Ｐ

ＹＧＷ－１８，１９

ＹＧＡ－５０Ｗ，５０Ｐ

ＪＩＳ　Ｚ　３２１２

ＪＩＳ　Ｚ　３３１２

溶接材料

ＹＧＷ－１８，１９

ＹＧＷ－１１，１５

Ｃ

ＪＩＳ　Ｚ　３３１５

ＪＩＳ　Ｚ　３３１５

　　範囲と溶接条件制限事項による

注）ＳＴＫＲ，ＢＣＲ，ＢＣＰ材は、ＪＩＳ　Ｚ　３３１２　のみ使用可

　　「構造設計特記仕様その１　６．鉄骨工事（２）口認定または登録工場」のグレード別に定められた適用

溶接技能者は施工する溶接に適応する ＪＩＳ　Ｚ　３８０１ ＪＩＳ　Ｚ　３８４１（手溶接）又は （半自動溶接）

（イ）　交流アーク溶接機　３００Ａ～５００Ａ

３）エンドタブの長さは、ＭＣ：３５ｍｍ 以上 ＮＧＣ、ＧＣ：４０ｍｍ

かつ
３５ｍｍ

２ｔ
以上

２）エンドタブの材質は母材と同質とする。

但し、溶接性能が確保できれば監理者の承認を得て変更することができる。

材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で６ｍｍ、半自動溶接で９ｍｍ以上、巾は２５ｍｍ以上を原則とする。

切断して、グラインダー仕上げとする。

（ハ）スカラップ半径は３０～３５ｍｍと１０ｍｍのダブルアークとする。

但し梁成がＤ＝１５０ｍｍ未満の場合のスカラップはｒ＝２０ｍｍとする。

ｒ＝３０～３５ｍｍ

Ｇ：ル－ト間隔
θ：開先角度

（注）ｆ：余盛　Ｇ：ル－ト間隔　Ｒ：フェ－ス　Ｓ：脚長（単位ｍｍ）

１１～１３７以下

Ｓ

ｔ

６

ｔ≦１６ｍｍ

８～１０

７ １０

１４～１６

１２

Ｓ Ｓ

Ｓ

Ｒ≦２ ｔ／４≦ｆ≦１０ｍｍ
ｔ≦ｔ　　　　

θ＝６０゚θ＝６０゜
２

１

３

Ｇ＝０～２（裏はつり後裏溶接）

Ｒ≦２

ｆ

ｔ

ｔ

ｔ

ｆ ｆ

ｆ

ｔ

ｔ

２５ｍｍ以上

Ｒ≦２

　　ｔ／４≦ｆ≦１０ｍｍ

　　ｔ／４≦ｆ≦１０ｍｍ

ＭＣ　ＮＧＣ ＧＣ

余盛の高さｍｍのど厚ｔｍｍ

６≦ｔ＜１２

１２≦ｔ＜１６

１６≦ｔ

ｔ　ｍｍ

１／３ｔ

２／３ｔ

ｆ

ｆ

ｔ

　　ｔ／４≦ｆ≦１０ｍｍθ＝６０゜
Ｇ＝０～２

ｔ≧１９ｍｍ

５

４

６
Ｒ≦２

Ｇ＝０～２

θ＝４５゜

θ＝４５゜

ｔ ｔ
ａ

ｔ

Ｇ＝０～２

１９＜ｔ

１２＜ｔ≦１９

４＜ｔ≦１２

ｔ≦４

ｔ２／４≦ａ≦１０ｍｍ０＜ｆ≦３．０ｍｍ

（但し、ｔ≧１５ｍｍの時４．０ｍｍとする）

１２≦ｔ≦１９

６＜ｔ＜１２

１９＜ｔ ３５゜

３５゜

４５゜

９

９

６

ｔ　ｍｍ θ Ｇ

９

９

６

ｔ　

９

９

６

８

５

５

３５゚

４５゚

４５゚

９

６

６

ｔ　１ Ｌ θ Ｇ

５

５

８

Ｌ１
ＧＣ

Ｆ．Ｖ

Ｆ．Ｖ

Ｆ．Ｖ

（但し、ｔ≧１５ｍｍの時、４．０ｍｍとする）

０＜ｆ≦３．０ｍｍ

２５ｍｍ以上

Ｒ≦２

θ＝４５゜

ｆ

ｆ

ｆ

ｔ

ｔ

８

７

６

５

φ Ｂ Ｓ

４

寸法（ｍｍ）

ｔ＞１６ｍｍの場合の溶接は 　～３ ５ とする。

ｔ＞１６ｍｍの場合の溶接は ３ ５又は２ ～ とする。

４

１

１
４

７
７

φ＝２０

Ａ－Ａ　断面図

θ＝７５ ～゚１０５゜

４００Ｎ／ｍｍ

４９０Ｎ／ｍｍ

級鋼

級鋼

入熱

５３

３０以下

４０以下

４０以下

４０以下

４０以下

２５０以下

３５０以下

３５０以下

３５０以下

３５０以下

パス間温度 （°　）（ＫＪ／ｃｍ）

　、 型

Ａ－Ａ　断面図

１

１

１

４

１

４

１

２ ５３１ ※

※※

※
※

※※

※※

※

※

※

※※

※１

※１

４

４

Ａ

１※

４

４
４

※１

１ ※

４ ４

※ １

１

４

１

１

７

４

１ ※※

４

１
１※
※

※

※

※
１

１

１

１

７

※

４

※２

※ ２

※

※
※

※

※

※

１

７

※

７ ※

※

１
０
０
以
上

８０以下

１
５
０
以
下

２５以上

２
５
以
上

４．５

２５

２２

１９

１６

１３

９

１２

１０

１１

９

８

７

Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ　（Ｃ）株式会社エーシーエ設計　著作権者の許可なく複製、転載、第三者開示等の行為を禁止する。
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縮尺

第 号 湯本桂司
管理建築士　一級建築士登録

代表：株式会社エーシーエ設計

一級建築士事務所登録

（長野） 第

鉄骨構造標準図　（１）

号

２２２１０７

Ｍ ７７３１２

Ｓ－００６

（１）鉄骨構造標準図

２

１
１１

１

１

１
２

１

２

２

検査者

担当

担当

湯本桂司

設計者
一級建築士登録
構造設計一級建築士登録

第 号
号第

一級建築士登録
構造設計一級建築士登録

第 号
号第

白鳥太一

小林好樹

２２２１０８
１９７５

２０４０１１
４６０２
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最終図
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Ｎ－径

形鋼ブレ－ス

＝
＠６

０
０

ア－クスポット溶接

５０－４００

５０－４００

符　号 部　　　材

リブプレ－ト

１Ｆｔ

１Ｆｔ

Ｍ２０

Ｍ２０

へりあき

最　　　　　小

最　　　　　大

ねじの呼び（ｄ）

板　　　厚

へりあき

板　　　厚

ねじの呼び

本　　　数

溶　接　長　さ　（最小）

ボルト端から取付けボルト
穴心のあき　　　　　（最小）

は　し　あ　き（最小）

切板製

取付ボルト

（２）

平鋼製
（最小）

調整ねじの長さ

取付ボルト穴径
許容差

（最小）

軸径ｄ１

ＪＩＳ　Ｂ　１１８６　　２種高力ボルト（Ｆ１０Ｔ）

１１

Ｍ１２ Ｍ１６

ｔ

ｅ２

ｅ３

ｔ

（１）

１

Ｍ１６

１１

Ｍ２０

Ｍ１４

Ｓ

Ｒ

ｅ１（２）

（１） ｅ２

Ｍ１２ Ｍ１６ Ｍ１８

スラブ端部の補足材

５０－４００

１

Ｍ２２

２

Ｍ２０

Ｍ２２ Ｍ２４

ｅ

ｅ

ｅ

Ｌ形鋼

ｅ

補足受材

ｅ

注）端部をＢＨとする場合の部材は設計図による

ｐ
ｅ

ｅｅｅｅ

１０

ｅ
ｐ

ｅｐ
１０

ｐｅｅｅ

フランジ

符　号 タイプ

ｅ

ｐ

部　　　材

ｅ
ｅ

ｐ

（片側）

Ｎ

ｅｅ
１０

ｅ

部　　　材符　号

Ｌ
注）　現場溶接は原則として超音波探傷試験を１００％を行なう

ウエブ

符　号

ｅｅ

Ｎ２

ｅ
ｐ

ｐ
ｅ

ｅ
ｅ

１
０Ｌ

部　　　材
フランジ

ｐｐｅ ｅ

Ｎ２

ｅ
ｐ

ｅ
１
０

ｅ
ｐ

ｅ

Ｂタイプ

Ｌ

ｐ

ｅ
ｅ

ｅ ｅ

Ｎ

ｅ
ｐ

ｅ
ｐ

１
０ ｅ

ｅＬ

ｐ Ｎ１

Ｂ２ Ｂ２

Ｂ１

ｐ４
５

１５０
４０

ｅ ４
５

４０

エ
レ

ク
シ

ョ
ン

ビ
－

ズ

ｅ

４
５

ｅ
４

５

１
０ ｅ

ｅ
４
５

４
５ Ｎ１

Ｌ

Ｂ１

Ｂ１＝３００

Ｂ２ Ｂ２

ｐ
ｅ

ｅ
ｅ

ｐ
１

０
ｐ Ｎ１

Ｂ１

Ｂ２ Ｂ２

梁との溶接およびコネクタ－

受梁へのかかり寸法及端部処理

梁上通しの場合

梁上切断の場合

ウエブ

ｅ

Ｃタイプ

４

１

あて板（鉄板）

ｅ

水平ブレ－ス

既製品面戸（鉄板）

羽子板ボルト

長さ

ｄ
１

Ａタイプ

４００ １７０

４

Ｓ

ｄ
１

８

Ｓ

ｄ

８

７０１７５

２００

２５０

３５０

３００

８０

１００

１４０

１１０

Ｂ１

１５０

Ｂ２

６０

長さ
ｄ

Ｒ ｅ
２

ｅ３
ｅ１

Ｒ
ｔ

Ｒ

Ｐ

ｅ１
ｅ３

ｔ

ｅ
２

１

パイプとプレ－ト補強（片面）

リブプレ－ト補強パイプ補強（小径の場合）

プレ－ト補強（片面又は両面）

ＰＬ－３．２

ｅ

φ

１０ １０

φ

スタッド材の標準形状・寸法

あて板（非金属）

ｅ

折曲加工

２φ

Ｌ

ｄ

形状

Ｄ

Ｔ

１０

呼び名
軸径　ｄ

ｍｍ

ス　タ　ッ　ド　材

頭径　Ｄ

ｍｍ ｍｍ

頭高さ　Ｔ

Ｎ

３０゜

ＰＬ－６

１
５

１０

溶接後の長さ　Ｌ

ｍｍ

（両面）

ｅ
ｐ

ｅ

ｅｅ１０

Ｎ

φ
’

２
φ
’

Ｄ

ｅ≧３５ｍｍ

Ｈ

Ｄ

柱幅

（ｄ）

露出形式柱脚 根巻き形式柱脚 埋込み形式柱脚

φ
’

φ
’

φ

φ１ φ２

貫通孔の間隔

Ｄ

プレート補強の板厚

スリーブ径 補　強　板

補強板不要

Ｗｅｂ板厚以上（片面）

Ｗｅｂ板厚×１．２倍以上（片面）

Ｗｅｂ板厚以上（両面）

※修正箇所は下線を引くこと。

継手規準図、その他３．

高力ボルト、ボルト、アンカーボルトのピッチ（Ｐ）（１）

呼び径　ｄ

Ｍ２２

Ｍ２０

Ｍ１６

Ｍ２４

穴　径

２４

２２

１８

２６

ボルト 最　小　縁　端　距　離　（ｅ）

ボルト穴径、最小縁端距離

（１）

５０

５５

４０

６０

（２）

３８

３４

２８

４４

（２（３）

２８

２６

２２

３２

準の） 標（）

４０

４０

４０

３

４５

標　準最　小

５５

５０

４０

６０

６０

６０

６０

７０

（Ｐ）ピ　ッ　チ

（ｍｍ）

Ｍ２２

Ｍ２０

Ｍ１６

Ｍ２４

Ｍ２７

Ｍ３０ ３５

３２

３８

３４

２８

４４

２８

２６

２２

３２

４９

５４

９ｄ／５

３６

４０

４ｄ／３

［注］（１）　引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

（２）　せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

（３）　圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

ピン接合梁継手リスト（２）

剛接合梁継手リスト（３）

ハンチ部の継手（４） フランジ及ウエブ厚の差のある場合

柱継手リスト（５）

ｐ１０

鉄筋ブレース（６）

［注］（１）　ｅ１、ｅ２が確保されていれば形状は自由でよい

（２）　羽子板とガセットプレートの場合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする

羽子板ボルト（ａ）

形鋼ブレース（ｂ）

デッキプレート（７） （床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）

柱脚（８）

頭付スタッド（９） （ＪＩＳ　　Ｂ　１１９８　－　２０１１）

梁貫通孔補強（１０）

・計算で確認された場合は下図の位置、寸法及び補強方法によらなくて良い。

・梁端部（内法スパン　　　の１／１０以内かつ、２Ｄ以内）は避ける。

・φ≦　０．４Ｄ

・φ’は補強板の穴径を示す。

・既製品を使用する場合は施工前に計算書を提出し、承認を得ること。

種　　　類

ア
ン
カ
｜
ボ
ル
ト
・
ボ
ル
ト

内
は
ボ
ル
ト
を
示
す

（
）

Ｍ３０を

超える

呼び径＋５

２１（１６．５）

２５（２０．５）

２７（２２．５）

２９（２４．５）

（４０）

（４０）

（４０）

（４５）

（４０）

（５０）

（５５）

（６０）

（６０）

（６０）

（６０）

（７０）

１

１
１１

ＰＬ－（２）

ＰＬ－（１） ＰＬ－（１）
ＰＬ－（１）

＜ＴＹＰＥ－２＞ ＜ＴＹＰＥ－３＞＜ＴＹＰＥ－１＞

Ｈ－１００×５０及びＨ－１５０×７５の場合

ＰＬ－（２）ＰＬ－（１） Ｎ－径

ＰＬ－（２）

ＰＬ－（１）

ＰＬ－（１）
ＰＬ－（２）

ＰＬ－（３）

ＰＬ－（２）
ＰＬ－（１）

（ＳＣＳＳ－Ｈ９７による）

Ｎ１（片側）

Ｎ２（片側）

ＰＬ－（３）

ＬＰ －ＰＬ－ １（ ） ） Ｎ１－径２（ Ｎ２－径）（－ＰＬ ３

２

２

Ｆｔ

Ｆｔ

Ｗｔ Ｗｔ１ ２

ｒ＞８ｔ以上

Ｗｔ　－Ｗｔ　
Ｆｔ　－Ｆｔ　１ ２

１ ２
≧１ｍｍフィラプレ－ト併用の事

ｒ：半径　ｔ：板厚

ハンチ勾配は普通１：４程度であるが構造図による

ハンチ起点は避けた方がよい

Ｂ１≦２５０ Ｂ１＝３５０（４００）

外
Ｐ

Ｌ
－

（
１
）
　

内
Ｐ

Ｌ
－

（
２

）

外
Ｐ

Ｌ
－

（
１
）
　

内
Ｐ

Ｌ
－

（
２

）

外
Ｐ

Ｌ
－

（
１
）
　

内
Ｐ

Ｌ
－

（
２

）

１４０
（９０）７０ ７０（９０）

ＰＬ－（２）

ＰＬ－（１）

ＰＬ－（３） ＰＬ－（３）
ＰＬ－（２）

ＰＬ－（１） Ａタイプ使用は
柱Ｄ＝２５０ｍｍ
以下とする

Ｄ≦１５０ Ｄ≦３００

Ｐ
Ｌ

－
（

１
）

Ｐ
Ｌ
－

（
３

）

Ｐ
Ｌ

－
（

３
）

Ｐ
Ｌ

－
（

１
）

Ｐ
Ｌ

－
（

２
）

１

４
４

３５以上 ３５以上

ＬＰ －－ ＬＰ（ ） ）（２ Ｎ１－径 Ｎ２－径－ＬＰ （ ）３１

（ＪＩＳ規格品とする・・・　ＪＩＳ　Ａ　５５４０　…　２００８　／　５５４１　…　２００８）

１５０

５０

３２．５

６６

７５

３４

６

４０

５２

５ ６

５０

５２

６

５９

５５

６

９

９

９

６６

６０

９

４０

１００

４０

１１５

２８ ２８

１２５

４５

２８

１４０

５０

３４

９

３７．５

７３

８５

９

９

３７．５

７０

８５

９

１６５

５５

３８

１７５

５０

３８

６

＋０　－０．５ｍｍ

１８．３３

１８．０７１２．４１

１２．６６

１０．５９

１０．８３

１６．０７１４．４１

１４．６６ １６．３３

２１．６９２０．０７

２０．３３ ２２．００

１７．０ １７．０ １７．０ ２１．５２１．５ ２３．５ ２１．５

２５．０ ２５．０ ２５．０ ３２．５

ＰＬ－（１）

１

１

ＰＬ－（１）

ＦＢ－６５×９　中ボルトＭ１６

１６φ≒＠２００

１

１

１

５０－２００

５０－４００

５０－２００

ＰＬ－１．６

５０

ＰＬ－５０×６

３０

５０

ＰＬ－５０×６

１

１

６

１

ＰＬ－１．６

６００以下

３００以下

Ｌ－５０×５０×６＠≦６００

φ≦０．１５Ｄ

φ≦Ｄ／４

φ≦Ｄ／３

φ≦０．４Ｄ

１１

１

１

１

１

１

１

１

（φ１＋φ２）×３／２以上

０

φ１３ｍｍ

φ１９ｍｍ

φ２２ｍｍ

φ２５ｍｍ

１３ ２５ ８

１９ ３２

２２ ３５

２５ ４１

１０

１０

１２

８０ １００

１００

８０ １００

８０ １００

１２０ １５０

１２０

１２０

１２０

１２０

１７０

１５０

１５０

φ１６ｍｍ １６ ２９ ８ ８０

≧１．３ｄ

柱
の

埋
込

み
部

の
深

さ

（
＞
柱

幅
×
２

．
０

）

コンクリート

のかぶり厚さ

（柱幅以上）
基礎梁主筋

Ｕ字形補強筋

二重ナット等

座金

の戻り止め

アンカーボルト

（定着長さ≧２０ｄ

かぎ状に折り曲げる

等の措置）

根
巻
き

部
分

の
高

さ

≧
柱
幅

×
２

．
５

）

立上り主筋

（４本以上、頂部の

折り曲げ等の措置、

表に定める定着長さ）

ベース

プレート厚

アンカー

ボルト径

を準用）

帯筋（令７７条

縁端距離（ボルト孔

の径に応じ、表に

示す数値以上）

アンカーボルト断面積の

総和≧柱断面積×０．２

（ＤとＨのいずれか

大きなほう）

基礎梁主筋

基礎梁主筋
Ｕ字形

補強筋

ア
ン

カ
ー
ボ

ル
ト

孔
径

≦
ｄ

＋
５

ｍ
ｍ

アンカーボルトが柱の中心

に対し均等に配置

※　構造用アンカーボルトは原則として

注）許容応力度計算を行わなかった場合の構造形式

ＪＩＳ　Ｂ　１２２０、ＪＩＳ　Ｂ　１２２１ を使用する。

Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ　（Ｃ）株式会社エーシーエ設計　著作権者の許可なく複製、転載、第三者開示等の行為を禁止する。

号 湯本桂司
管理建築士　一級建築士登録

代表：株式会社エーシーエ設計

一級建築士事務所登録

（長野） 第

図面名称

縮尺

第

鉄骨構造標準図　（２）

号

２２２１０７

Ｍ ７７３１２

Ｓ－００７

鉄骨構造標準図（２）

検査者

担当

担当

湯本桂司

設計者
一級建築士登録
構造設計一級建築士登録

第 号
号第

一級建築士登録
構造設計一級建築士登録

第 号
号第

白鳥太一

小林好樹

２２２１０８
１９７５

２０４０１１
４６０２

発行日

工事名

岡谷市川岸学園整備第３期

建築主体工事

（幼保連携型認定こども園建設）

Ｊｏｂ　Ｎｏ． ２４０７８

２０２５．０９．３０2026.03.31

最終図

2026.03.31



Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ　（Ｃ）株式会社エーシーエ設計　著作権者の許可なく複製、転載、第三者開示等の行為を禁止する。

図面名称

縮尺

第 号 湯本桂司
管理建築士　一級建築士登録

代表：株式会社エーシーエ設計

一級建築士事務所登録

（長野） 第 号

柱脚標準図－１

基礎柱形主筋の定着長さ（Ｌｔ）は、

定着板上面を境にして上下とも

確保する必要があります。

ベースプレート

裏当金

裏当金

※開先形状は参考

（柱端部に開先を設ける）

Ｂ

２０２１／８

本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書ＪＡＳＳ ６ 鉄骨工事、建築工事標準仕様書・

注意

軟鋼及び４９０Ｎ／ｍｍ　級高張力鋼マグ溶接用ソリッドワイヤ（ＪＩＳ　Ｚ３３１２）相当以上

低水素系４９０Ｎ／ｍｍ　級高張力鋼用（ＪＩＳ　Ｚ３２１１、旧ＪＩＳ　Ｚ３２１２）相当以上

３０≦ｔｍ≦７０ｍｍ

寸　法

ベースプレート

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｓｅｎｑｃｉａ．ｃｏ．ｊｐ／ＵＲＬ

開先はＭＣ－ＴＬ－１Ｂ、ＧＣ－ＴＬ－１Ｂによる

札幌 　ＴＥＬ　０１１－７０８－１１７７

東北 　ＴＥＬ　０２２－２１３－５５９５

本社 　ＴＥＬ　０３－４２１４－１９３２ 関西 　ＴＥＬ　０６－６３９５－２１３３

中部　 ＴＥＬ　０５２－５８２－３３５６

関東 　ＴＥＬ　０２７－３２２－９４１１

北陸　 ＴＥＬ　０７６－２３３－５２６０ 九州　 ＴＥＬ　０９２－４５２－０３４１

中四国 ＴＥＬ　０８２－２４０－１６３０ ！

イ
プ

タ
Ｇ

センクシア株式会社

柱下端

ｔ

７

柱

３５

。

柱下端

ベースプレート

柱

Ｈ

３
５

７

２

。

ハイベースＮＥＯ工法設計施工標準

（１） ベースプレート・アンカーボルト・ナット・座金・定着板

（大臣認定取得材）

エコタイプのベースプレート上ナットはエコナットを使用する。

降伏比 ７０％以下

メートル並目

アンカーボルト

設　　　　計

ＭＳＴＬ－０４０４，０１８０　（Ｇタイプ用ベースプレート）

ＭＢＬＴ－００４２～００４６　（アンカー用ボルトセット）

ＢＣＪ評定－ＳＴ００５８（Ｇタイプ）

ねじの種類

規　格

ＳＮ４９０Ｂ
備　考

ベースプレート

ＪＩＳ　Ｇ３１３６

１． 材質

－

ＢＣＪ評定

大臣認定 １． 溶　接　材　料

※　柱とベースプレートの溶接は完全溶込み溶接

２．ベースプレートの鉄骨柱への取付け

ベースプレート周辺のモルタル幅（ｅｍ）

中心塗り部分モルタルの厚さ（ｔｍ）

被覆アーク溶接

ガスシールドアーク溶接

基礎柱形

ＳＭ４９０Ａ

－

ＪＩＳ　Ｇ３１０６

座　金

メートル並目

強度区分５

（六角ナット）

ナット

ＪＩＳ　Ｂ１１８１ＨＡＢ

ＳＳ４００

圧延鋼材）

ＪＩＳ　Ｇ３１０１

定着板

（一般構造用

－

工場加工

各　部　名　称

２

ｅｍ≧３０ｍｍ

柱モルタル

Ａ

ｅｍ

ｔｍ

同解説 ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事、およびハイベースＮＥＯ工法設計ハンドブックに準拠する。

３．ベースプレート下面モルタルの標準寸法

（ハイベースＮＥＯ工法は、Ｓ造及びＣＦＴ造に適用）

８．鉄骨建方

（ロ） □ ３００以上□７００以下、φ３００以上φ７１１．２以下、

（ハ） □ ７５０～□１２００、φ７５０～φ１０１６の場合

７．中心塗り部分モルタル施工

ベースプレート

１．アンカーボルトの設置、無収縮モルタルの充填、これらの施工は、センクシアが定めた認定業者が行うこと。（日本建築センターの評定で義務付けられています。）
２．アンカーボルト及びナットは加熱、溶接、加工は絶対に行わないでください。

溶接部の検査を行う場合は、超音波探傷検査による。

（２） 溶接部に割れの入った場合には、割れの入った両端から
（１） 有害な欠陥のある溶接部は削除して再溶接する。

探傷は柱フランジ側から行う。

５０ｍｍ以上、はつり取り再溶接する。下部定着長さＬｔ

上
部

定
着

長
さ

Ｌ
ｔ

アンカ－ボルト

基礎柱形主筋

定着板

４．基礎柱形主筋の定着長さ（最小値）

６． 検　　　　査

方　法

中心塗部分モルタル及び後詰めモルタルの養生

ａ

ａ

Ｄ

基礎、基礎ばりコンクリ－トの強度以上となるよう養生期間を確保すること。

１５０ｍｍ ≦ ａ ≦３００ｍｍ　かつ柱寸法Ｄ以下

注入方法はヘッド圧工法による。

ハイベース工法無収縮モルタルＮＸ－２０００、又はクイック３

３００ｍｍ ≦ ａ ≦５００ｍｍ　

中心塗部分モルタル

後詰めモルタル

６．基礎コンクリート打設

５．鉄筋配筋・型枠の立込み

自立できる形式とし、

捨てコンクリートに固定する。

アンカーボルトの設置は

４．アンカーボルト据付（＃）

鋼材の種類、板厚により必要に応じて適切な予熱を行う。

５．溶 接 施 工 一 般

対辺ごとに溶接

予　熱

１

柱フランジ

ｅｍ

４

２

ｅｍ

３

設置精度の

アンカーボルト

アンカーボルト

角形鋼管

４
０

ｍ
ｍ

３．組 立 溶 接

４０ｍｍ

基準高さよりの誤差ｅｈ

－３ｍｍ≦ｅｈ≦１０ｍｍ

Ａ
±
ｅ

ｅ≦３ｍｍ

Ａ±ｅ

アンカーボルト

平　面 レ ベ ル

定着板

アンカーボルト

たてアングル

ピンアンカー

アンボンドスリーブ

上部形板

現 場 施 工

備　考

（自動ロボット溶

不良溶接部の

　補正

余　盛
裏当金

ベースプレート

柱

Ａ

Ｂ

溶接余盛はベースプレート側Ａ点から

うに施工する。

２

イ
プ

タ
コ

ＢＣＪ評定－ＳＴ００５９（エコタイプ）

－

（一般構造用

定着板

ＪＩＳ　Ｇ３１０１

圧延鋼材）

ＳＳ４００

※３

※２

ＨＡＢ

※３

ＪＩＳ　Ｂ１１８１

ナット

（六角ナット）

強度区分８　（一重ナット時）

強度区分５　（二重ナット時）

メートル並目

座　金

ＪＩＳ　Ｇ３１０６

－

ＳＭ４９０Ａ

※１

－

ベースプレート

備　考 ＳＮ４９０Ｂ同等

規　格

ねじの種類

アンカーボルト

メートル並目

降伏比 ７０％以下

※１　国土交通大臣認定（ＭＳＴＬ－０４０４、０１８０）　※２　国土交通大臣認定（ＭＢＬＴ－００４２～００４６）

（大臣認定取得材）

Ｇタイプ（ＧＢ型式、ＧＭ型式、ＧＨ型式）

※２ ※２

ＴＭＣＰ鋼

－

ＳＮ４９０相当

※２ ※２ ※２

メートル並目

エコナット
※２

大臣認定取得材

－

※４

○日本建築学会「ＪＡＳＳ５ 鉄筋コンクリート工事」に適合する普通コンクリート

（２）ベースプレート下面のモルタル

○設計基準強度は、Ｆｃ＝１８～３６Ｎ／ｍｍ

ＪＩＳ　Ｇ ３１１２「鉄筋コンクリート用棒鋼」に定められる、熱間圧延異形棒鋼

ハイベース工法無収縮モルタルＮＸ－２０００、又はクイック３およびこれと

○無収縮モルタルパッド用又は普通モルタル

　（ＮＸ－２０００及びクイック３は使用不可。）

鉄　　　　筋

コンクリート

部分モルタル

中 心 塗

（３）基礎・基礎ばり

後　詰　め

モ ル タ ル

２

２． アンカーボルトのセット寸法

アンカーボルト

４本タイプ ８本タイプ

アンカーボルト

アンカーボルト

１２本タイプ

ベースプレート

上端

アンカーボルト

８本タイプ４本タイプ

アンカーボルト

１２本タイプ

アンカーボルト

標準寸法 ｔｍ＝５０ｍｍ 許容範囲

許容範囲 ｅｍ≧２５ｍｍ

４．本 溶 接 の 手 順

高さに準拠する（Ｇタイプ）。

余盛高さは、柱接合突出部形状に対応

４．建て入れ直し用のワイヤをアンカーボルトにとらないでください。

施工完了後、ハイベースＮＥＯ工法のチェックシートに工事記録を記載する。

１．捨てコンクリート打設

２．墨出し

３．アンカーボルト搬入（＃）

（架台の形状は異なる場合あり）

アンカーボルトは隙間がないよう確実に

９～１０．モルタル注入枠設置（＃）

アンカーボルト締付確認（＃）

していることを確認。

１１．モルタル注入枠取り外し

エ

アンカーボルト設置例

施工時は、ねじ山が最低３山

・Ｇタイプのアンカ－ボルトは二重ナットを標準としていますが、一重ナットでも適用可能です。
・一重ナットとする場合は、コンクリ－トに埋め込む等のゆるみ止め処置が必要です。
　（一重ナットとする場合は、センクシアにご相談ください。）

Ｍ６４

Ｍ７２

Ｍ５６ ５．５

７２ ６

６４

５６

６

２５０ ３０

２８

２４

び
呼

じ
の

ね

Ｍ３６

Ｍ４８

Ｍ４２

Ｍ３０

ピ 長長

４．５

３．５

４２

４８ ５

３０

３６ ４

１３０

Ｐ

チ

φｄ

径 ッ

Ｓ

さ

２２

１８

１６

１３

ａ

※２

アンカーボルト

ナット

ねじ軸

定着板

余

アンボンド

ボルト

モルタル上端

Ｅ

φｄ

ベースプレート

座金

ナット

７０

７９

６２

１８５０

９５

１０５

８５

５８

５１

４５

１２１

１１０

９８

７４１２

６６

５８

１２

９

１２５

１１５

１０５

ｔｗ

面
長 距

Ｅ

径

４１

５４

４８

３５８００

Ｌ０

５５

７５

６５

４６

３８

３４

２９

２４

８７

７５

６４

５３

Ｂ

幅

Ｈ

さ

Ｃ

離

外

アンボンド

スリーブ

全

※２
ａ

Ｓ

二

ナット

高 対
角

５０

４３

９

９

３７

３１

６

６

９２

７８

６６

５６

φＤ１φｄ１

さ 径 径

座　金

厚 内 外

（ ｍｍ ）

φｄ１

ｔ２

Ｌ

Ｂ 下端ＬＰ

Ｌ ０

ボルト上端

Ｓ

※１

ａ
※２

Ｈ

座金の形状

ｔｗ

φＤ１

ナットの形状

Ｂ

Ｃ

角形鋼管

長
着
定

Ｌ

６００

７２０

８４０

９６０

さ

１１２０

１２８０

１４４０

Ｇタイプ用アンカーボルト部品

！ 注意

注意！

エコタイプ用アンカーボルト部品

１０８０

さ

８４０

Ｌ

定
着
長

１５５

１３０

※２ａ

※１

Ｓ

ボルト上端

０Ｌ

ＰＬ下端Ｂ

Ｌ

２ｔ

）ｍｍ（

外内厚

座　金

径径さ

φｄ１ φＤ１

６０

６６

７８

６

６

３１

３７

９ ４３

角
対高

ナット

二

Ｓ

ａ
※２

全

スリーブ
アンボンド

外

離

Ｃ

さ

Ｈ

幅

Ｂ

５３

６４

７５

２４

２９

３４

４６

６５

５５

Ｌ０

３５

４８

４１

径

Ｅ

距長
面

ｔｗ

エコナット

座金

ベースプレート

φｄ

Ｅ

モルタル上端

アンカーボルト

アンボンドスリーブ

余

定着板

軸 ねじ

ナット

アンカーボルト

※２

ａ

１３

１６

１８

さ

Ｓ

ッ径

φｄ

チ

Ｐ

１３０

４３６

３０

４２

３．５

４．５

長 長ピ

Ｍ３０

Ｍ４２

Ｍ３６

ね

の
じ

呼
び

ｔ２１

２※
※※

・コンクリートによる被覆を行わない場合は、二重ナット等のゆるみ止め処置が必要です。

・エコタイプのアンカ－ボルトはシングルナットとしておりますので、

はベースプレート台座厚さを示し、ハイベースＮＥＯ型式によって変わります。
ａ寸法は設置誤差を考慮した設計時の最小寸法です。

Ｍ２４ ３２４ １０ ２９ ３６１９ ４２ ２５６ ５６５３２２ ４６

面
距

５５

６５

５０

３８

３３

２７

７５

６４

５８

Ｂ０

幅

Ｈ０

さ

Ｃ０

離

二

エコナット

高 対
角

３ 上段はＥＢ型式及びＥＭ型式のアンカーボルト４本タイプ、下段はそれ以外のエコタイプの場合の寸法です。※

　ゆるみ止め処置としてコンクリートスラブで被覆してください。

１１０ ４００
６００ ８００

５８０

６９０
９２５７２０

４８０

－

Ｍ５６

６１

－

Ｍ４８Ｍ３６

５０

７０

Ｍ４２

５７

５３４５

４４

Ｍ２４

３８

３８－

Ｍ３０

Ｇタイプ孔径

エコタイプ孔径

８７

Ｍ６４

－

７９

Ｍ７２

－

ねじの呼び

ベースプレートのアンカーボルト孔径

ベースプレートの形状・寸法は、ハイベースＮＥＯ工法設計ハンドブックを参照ください。

ベースプレート形状

ベースプレート形状

開先形状

開先形状

！ 注意

柱はベースプレートのフラット面に

アンカーボルト孔周辺に凹加工して

無収縮モルタルと接する面となります。

設置

目標値

エコナットの形状

Ｈｏ

Ｂｏ

Ｃｏ φＤ１

座金の形状ナットの形状

Ｈ

Ｃ

Ｂ

ｔｗ

φｄ１

○強度はこれに接するコンクリートの強度以上

ＮＸ－２０００、クイック３は使用不可。

（形板芯にて検査）

３．設置後のアンカーボルトのねじ部は打ちきずやコンクリートが付着しないようにねじ部の保護養生をしてください。

５．本資料以外の施工方法で行った場合、ハイベースＮＥＯの性能が発揮できなくなります。

※３　Ｍ７２は細目ねじ　　　　　　　　　　　　※４　建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定を取得した材料を使用

コンクリートスラブ天端

　その場合、せん断耐力が変わる可能性がありますのでセンクシアにご相談ください。

・アンカーボルト上部には必ずエコナットを使用してください。通常のナットでは所定の性能が発揮できません。

板厚４０ｍｍ以下 板厚４０ｍｍ超

１０５
９５ ４００

４８０ ６４５
５５０

施工時は、ねじ山が最低３山ナットの外に出るように余長を確保してください。

はベースプレート台座厚さを

※※１

２ｔ

ａ寸法は設置誤差を考慮した設計
※２

上段はＧＢ型式及びＧＭ型式の場合、

※３

Ｍ２４ ３２４ １０５ １０ ２９６４５ ３６１９ ４２ ２５６ ４４４８０

１５０
１３０

１６５
１５５

１９０
１７５

２１０
１８５

２３０
２００

９５５
９２５

１１１０
１０８０

１２７０
１２３５

１４７０
１４２０

１６６０
１６１０

（１）ウェブの両面すみ肉溶接

（２）開先部の溶接

１パスごとに

全周溶接を行

（曲げ負担の場合は、
完全溶込み溶接とする）

Ｈ形柱の

溶接

エンドタブの取付とＨ形柱ウェブの

すみ肉溶接 ハイベース
ウェブ突出部

柱ウェブ

エンドタブ

スカラップ
（Ｈ形柱の場合）

組立溶接

４０ｍｍ

組立溶接

円形鋼管 Ｈ形

４０ｍｍ

組立溶接

円形鋼管 Ｈ形

を行う。

接の場合はこれ
によらない）

う。

取り付けてください。

いる面はベースプレート裏面であり、

アンカーボルト

８本タイプ４本タイプ

アンカーボルト

Ｈ形柱用（ＥＨ型式）

角形鋼管柱用（ＥＢ型式） 円形鋼管柱用（ＥＭ型式）

Ｈ形柱用（ＧＨ型式）

円形鋼管柱用（ＧＭ型式）角形鋼管柱用（ＧＢ型式）

柱側Ｂ点へ向かってなめらかになるよ

し突き合わせ継手またはＴ継手余盛り

２

ＥＢ，ＧＢ，ＥＭ，ＧＭ，ＥＨ型式 ＧＨ型式

　　アンカーボルト締付

締め付けを行う。

８．鉄骨建方

後詰めモルタル充填（＃）

９．モルタル注入枠設置（＃）

後詰めモルタル充填（＃）

１０．アンカーボルト締付（＃）

予備締め

ナット回転法による本締め

（３０°回転、許容差：　　）＋１０°
－０

マーキング

ベースプレートと座金とナットが密着

スカラップ
（Ｈ形柱の場合）

注意！ 柱の溶接時にベースプレートとの組合せによってはベースプレートが溶接熱歪によって曲がることがあります。

ねじの
４本タイプ用 ８本タイプ用 １２本タイプ用

Ｍ２４

厚さ 外径 内径

（ｍｍ）

長さ 幅

定着板（４本タイプ用）

定着板（８本タイプ用）
３２ １８０ ６８ １２ ３３０ １３０ ６８

－１６ ７０ ２７

１６ ９０ ３３

１９ １００ ３９

２２ １２０ ４５

２５ １４０ ５２

２８ １６０ ６０

９

１２

１６

３３

３９

４５

５２

６０

７６

６８

４５

５２

６０

１８０

２１５

２４０

２７０

３０５

６５

７５

８５

９５

１１０

２２５

２６０

２９５

３４０

３７５

８５

９５

１１０

１３０

１４５

Ｍ３０

Ｍ３６

Ｍ４２

Ｍ４８

Ｍ５６

Ｍ６４

Ｍ７２

厚さ 厚さ内径 内径長さ 幅

ｔｄ ａｄ ｂｄ ｄｄ ｔｔ ａｔ ｂｔ ｄｔｔｓ Ｄｓ ｄｓ

－ － － － － － －

－－－－

－－－－

－ － － １６ ３８０ １４５ ７６

９

９

９

９

９

９

９

ｅｍ

定着板（エコタイプ、Ｇタイプ共通）

スリーブ

アンカー

示し、ハイベースＮＥＯ型式に
よって変わります。

下段はＧＨ型式の場合の寸法です。

ナットの外に出るように余長を

時の最小寸法です。

確保してください。

呼び

（ｍｍ）

定着板（１２本タイプ用）

ｔ
ｓ

Ｄ
ｓ

ｄ
ｓ

ｔ
ｄ

ｂ
ｄ

ａｄ

ｄ
ｄ

ｂｔ

ｄｔ

ｂ
ｔ

ｔ
ｔ

ａｔ

ａ
ｔ

（大臣認定取得材）

ＨＣＷ４９０ｂ
ＨＣＷ４９０ｓｔ

２

へりあき量は、ベースプレート外形寸法の０．１倍以上確保しなければならない。柱　　　　形

（イ） □ ２５０以下、φ２６７．４以下、Ｈ２５０以下の場合

１００ｍｍ ≦ ａ ≦２００ｍｍ　かつ柱寸法Ｄ以下

および　Ｈ２５０以上の場合

※高強度柱材を用いる場合、ＪＡＳＳ６等の指針に従い柱とハイベースの強度ランクの高い方に適した溶接材料を使用する。　

基礎柱形上面の目荒らし・水洗いを行ってください。

同等以上の無収縮性モルタル

およびこれと同等以上の無収縮性モルタル

※

※

※ センクシアが供給するものに限る

※ センクシアが供給するものに限る

柱脚部の捨てコンクリートの厚さは９０ｍｍ以上とし、表面は平滑に仕上げる。

エコタイプ（ＥＢ型式、ＥＭ型式、ＥＨ型式）

：センクシアの担当範囲（＃）

更新２０２３／１２　

ハイベースＮＥＯ工法施工標準図

２２２１０７

Ｍ ７７３１２

Ｓ－００８

検査者

担当

担当

湯本桂司

設計者
一級建築士登録
構造設計一級建築士登録

第 号
号第

一級建築士登録
構造設計一級建築士登録

第 号
号第

白鳥太一

小林好樹

２２２１０８
１９７５

２０４０１１
４６０２

発行日

工事名

岡谷市川岸学園整備第３期

建築主体工事

（幼保連携型認定こども園建設）

Ｊｏｂ　Ｎｏ． ２４０７８

２０２５．０９．３０2026.03.31

最終図

2026.03.31



Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ　（Ｃ）株式会社エーシーエ設計　著作権者の許可なく複製、転載、第三者開示等の行為を禁止する。

図面名称

縮尺

第 号 湯本桂司
管理建築士　一級建築士登録

代表：株式会社エーシーエ設計

一級建築士事務所登録

（長野） 第 号

柱脚標準図－２
基礎柱設計例

ハイベースＮＥＯ工法　各種寸法及び基礎柱形設計例

中四国ＴＥＬ　０８２－２４０－１６３０

九州　ＴＥＬ　０９２－４５２－０３４１北陸　ＴＥＬ　０７６－２３３－５２６０

関東　ＴＥＬ　０２７－３２２－９４１１

中部　ＴＥＬ　０５２－５８２－３３５６

関西　ＴＥＬ　０６－６３９５－２１３３本社　ＴＥＬ　０３－４２１４－１９３２

東北　ＴＥＬ　０２２－２１３－５５９５

札幌　ＴＥＬ　０１１－７０８－１１７７

基礎柱形の設計例（Ｆｃ２４）　　＜　中柱用（４方向から基礎梁が取り付く場合のみを示す。）＞　

注　４）＜中柱用＞の鉄筋量は、基礎梁内のあばら筋を□４５０以下はＤ１０＠２５０、□５００以上はＤ１３＠２５０として算定しています。　

注　３）表中の鉄筋量は基礎立上がりのない場合（基礎梁天端と基礎柱形天端が一致する場合）の設計例です。立上がりがある場合、独立基礎の場合は、
注　２）上記表内の＜中柱用＞とは、４方向から基礎梁が取り付いた状態を示します。この条件を満たさない状態については、＜側・隅柱用＞を御採用下さい。
注　１）　　　、　ゾーン分けについてはハイベースＮＥＯ工法設計ハンドブックの各型式の耐力線図を参照下さい。

注　５）部品の質量はアンカーボルト部品と形板を合わせた質量です。

　　　ハイベースＮＥＯ工法設計ハンドブックに従い、日本建築学会等の規準・指針に準拠した設計を行って下さい。

　　　あばら筋断面積がこれよりも小さくなる場合は＜側・隅柱用＞の鉄筋量として下さい。

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｓｅｎｑｃｉａ．ｃｏ．ｊｐ／ＵＲＬセンクシア株式会社

５００ ５００ １６－Ｄ１６ ５００ ５００

（角形鋼管柱用□１５０～□５５０）

角形鋼管柱用

型式表示例

アンカーボルト本数

柱外形寸法

アンカーボルト径

Ｃ

１

２

Ｃ

Ａ

エコタイプ：

Ｇタイプ　：

３Ｃ Ｃ３

Ａ

Ｃ
２

１

Ｃ

２ｔＨ ２ｔ

Ｆ

Ｅ

Ｇタイプ エコタイプ

アンカーボルト１２本タイプアンカーボルト４本タイプ

Ｃ２

Ａ
１Ｃ

ｔ２

エコタイプ

アンカーボルト８本タイプ

ベースプレート形状

Ｃ１

Ａ

２Ｃ

Ｈ ２ｔ

Ｆ

Ｅ

ＧタイプＧタイプ

Ａ

１Ｃ

Ｆ

ｔ２

Ｅ

２ｔ

Ｃ１

Ａ

エコタイプ

Ｈ

ＥＢ１５０－４－２４

ＥＢ１７５－４－２４

ＥＢ２５０－８－３０

ＥＢ３５０－４－３０

ＥＢ５００－１２－４２

ＥＢ２００－４

ＥＢ２５０－４

ＥＢ３００－４

ＥＢ３００－８

ＥＢ３５０－８

ＥＢ４００－８

ＥＢ４５０－８

ＥＢ５００－８

－２４

－３０

－３６

－３６

－３０

－２４

－３０

－３６

－３０

－３６

－３６

－３０

－４２

－４２

－３０

－３６

－３６

－４２

－４２

－３６

－４２

－４２

－３０

－３６

－４８

－４８

－４２

－３６

－４８

－４２

－４２

－４８

－３６

－４２

－４８

－４８

－４２

－３６

－４８

－４２

－４８

－５６

ＧＢ３５０－４

ＧＢ３５０－８

ＧＢ４００－８

ＧＢ４００－４

ＧＢ４５０－４

ＧＢ４５０－８

ＧＢ５００－８

ＧＢ５００－４

ＧＢ５００－１２

４－Ｍ２４

４－Ｍ２４

４－Ｍ２４

４－Ｍ３０

４－Ｍ３６

４－Ｍ２４

４－Ｍ３０

４－Ｍ３６

４－Ｍ３０

４－Ｍ３６

４－Ｍ３０

８－Ｍ３０

８－Ｍ３０

８－Ｍ３０

８－Ｍ３０

８－Ｍ３６

８－Ｍ３６

８－Ｍ３６

８－Ｍ３６

８－Ｍ３６

８－Ｍ３６

８－Ｍ３６

８－Ｍ４２

８－Ｍ４２

８－Ｍ４２

８－Ｍ４２

８－Ｍ４２

８－Ｍ４８

８－Ｍ４８

８－Ｍ４８

４－Ｍ４２

４－Ｍ４８

４－Ｍ４２

４－Ｍ４８

４－Ｍ４２

４－Ｍ４８

４－Ｍ４２

４－Ｍ４８

１２－Ｍ４８

１２－Ｍ５６

８－Ｍ４２

１２－Ｍ４２

８－Ｍ３６

８－Ｍ４２

８－Ｍ３０

８－Ｍ３６

８－Ｍ４２

５５０

２９０

３１０

３４０

３６０

３６０

３９０

４１０

４１０

４５０

４６０

４６０

５００

５１０

５１０

５５０

５６０

５９０

６００

６１０

６４０

６６０

６９０

７１０

７４０

７４０

５９０

５４０

５６０

５９０

６００

６４０

６１０

６４０

６８０

６５０

６９０

６６０

６９０

７３０

７００

７４０

７１０

７４０

７８０

７８０

８１０

４４０

２１０

２３０

２６０

２７０

２７０

３１０

３２０

３２０

３６０

３７０

３７０

４１０

４２０

４２０

４６０

４７０

４８０

５１０

５２０

５３０

５７０

５８０

６２０

６３０

６３０

４６０

４５０

４７０

４８０

４９０

５１０

５２０

５３０

５５０

５４０

５６０

５７０

５８０

６００

５９０

６１０

６２０

６３０

６５０

６５０

６７０

－

－

－

－

－

－

１９０

－

２４０

２２０

－

２９０

２７０

２６０

３４０

３２０

３１０

３６０

３７０

４１０

４２０

６００

２８０

２７０

２６０

３２０

３１０

３００

３７０

３６０

３５０

４２０

４１０

４００

６１０

６３０

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

３５０

３００

－

３２０

３５６

４５８

５０８

－

－

－

－

－

－

－

－

－

４０８

２８０

３２０

３６０

４００

－

－

－

－

－

－

－

－

－

７５

９０

５５

６５

７０

７５

８５

６０

７０

８０

７５

８５

６０

６５

７５

８０

９０

６５

７０

８０

９０

１０５

－

－

－

－

－

－

－

－

－

５０

２５

２５

２５

３２

４０

２５

３２

４０

４０

３２

４０

３６

４４

３２

３６

４０

４８

３６

４０

４８

４４

４８

４４

４８

６０

６１

２８

３６

４５

４９

５９

３４

４２

５２

４８

５８

３２

４０

４９

４７

５７

３０

３７

４６

５７

７２

１０７

１７

１９

２３

３３

４１

３０

４３

５３

６４

５４

６７

７１

９０

６６

８６

９９

１３２

１０２

１１７

１５５

１５０

１８０

１７３

２０７

２５８

１４２

７７

９５

１１８

１２９

１６５

１１０

１３６

１７６

１５３

１９２

１３０

１５８

１９６

１８３

２２６

１５４

１８１

２２５

２６５

３４２

７２

１４

１４

１４

２３

３６

１５

２３

３６

５１

２４

３７

５１

８２

２４

５２

８３

１３１

５２

８３

１３１

８４

１３２

８９

１３３

１９７

１１３

５２

８３

１３１

７３

１１４

８３

１３１

２１１

７３

１１６

８４

１３２

２１３

７４

１２７

８９

１３３

２１５

３０４

４５５

１７９

３１

３３

３７

５６

７７

４５

６６

８９

１１５

７８

１０４

１２２

１７２

９０

１３８

１８２

２６３

１５４

２００

２８６

２３４

３１２

２６２

３４０

４５５

２５５

１２９

１７８

２４９

２０２

２７９

１９３

２６７

３８７

２２６

３０８

２１４

２９０

４０９

２５７

３５３

２４３

３１４

４４０

５６９

７９７

８４０

４００

４００

４００

４００

４８０

４００

４００

４８０

６００

４００

４８０

６００

７２０

４００

６００

７２０

８４０

６００

７２０

８４０

７２０

８４０

７２０

８４０

８４０

９６０

６００

７２０

８４０

８４０

９６０

７２０

８４０

９６０

８４０

９６０

７２０

８４０

９６０

８４０

９６０

７２０

８４０

９６０

９６０

１１２０

１４５

８０

８０

８０

１０２

１１７

８０

１０２

１１７

１１０

１０２

１１７

１０６

１２１

１０２

１０６

１１７

１３８

１０６

１１７

１３８

１２１

１３８

１２１

１３８

１５０

１６８

９５

１１６

１４０

１４４

１６６

１１４

１３７

１５９

１４３

１６５

１１２

１３５

１５６

１４２

１６４

１１０

１３２

１５３

１６４

１９５

１２０

１２０

１２０

１５０

１６０

１２０

１５０

１６０

１５０

１５０

１６０

１５０

１７０

１５０

１５０

１６０

１８０

１５０

１６０

１８０

１７０

１８０

１７０

１８０

１９０

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

ゾーン

柱符号

質量（ｋｇ）

部品

寸法　（ｍｍ）

Ａ Ｃ２Ｃ１ ＨＥ ｔ ベースプレート セット質量

Ｌ Ｌ１

柱形　　ｂ
主筋量数量

採用

柱サイズ 板厚範囲

基礎天端～

捨てコン天端

ｈ（ｍｍ）Ｃ３ Ｆ ２

適　用　柱 ハイベースＮＥＯ型式
アンカー

エコタイプ Ｇタイプ
ホ゛ルト

ヘ゛ースプレ－ト下端～

コンクリートスラフ゛天端

ｈｃ（ｍｍ） 帯筋

基礎柱形の設計例（Ｆｃ２４）　　＜　側・隅柱用　＞

ゾーン

Ｌｔ（ｍｍ）

鉄筋の定着長さ
ゾーン ゾーン

（ｍｍ）

（ｍｍ） （ｍｍ）

主筋量 帯筋
（ｍｍ）

主筋量 帯筋
（ｍｍ）

主筋量 帯筋
（ｍｍ）

柱形　　ｂ 柱形　　ｂ 柱形　　ｂ
定数

３

回転バネ

Ｘ１０　ｋＮ・ｍ／ｒａｄ

１２８

１４．０

１７．９

２１．９

３５．４

４１．４

３２．２

５１．３

５９．７

５１．１

７０．１

８２．９

６９．４

８４．０

９３．１

１３３

１１１

１２７

２１０

２３８

３９６

１７５

１６９

１９９

８９．５

１０５

１５６

１５０

１８８

２１６

１６３

１９４

２３４

２８２

３２１

１９９

２３６

２９６

３４８

４１３

２４４

２９０

３５４

４２１

４８９

６９５

７７１

表中に無いサイズについても対応可能です。センクシアに問い合わせ下さい。鉄筋はＤ１３，Ｄ１６はＳＤ２９５，Ｄ１９，Ｄ２２，Ｄ２５はＳＤ３４５，Ｄ２９はＳＤ３９０をご採用ください。

５００ ５００ １６－Ｄ１６ ５００ ５００

５２０

５５０

５７０

５８０

６００

６１０

６１０

６４０

６６０

６６０

７００

７２０

７１０

７７０

７９０

７５０

７９０

７４０

７７０

７９０

８００

８２０

８４０

８１０

８４０

８２０

８４０

８８０

８７０

８９０

８６０

８９０

８７０

８９０

９３０

９５０

９５０

９５０

９１０

９５０

９５０

９５０

１０００

１０００

１０５０

５００

５２０

５５０

５７０

５８０

６００

６１０

６１０

６４０

６６０

６６０

７００

７２０

７１０

７５０

７７０

７９０

７５０

７９０

７４０

７７０

８００

８００

８２０

８４０

８１０

８４０

８２０

８５０

８９０

８７０

８９０

８６０

８９０

８７０

８９０

９４０

９５０

９５０

１０５０

９１０

９５０

９５０

９５０

１０００

１１００

１５００

１６－Ｄ１９

１６－Ｄ１６

１６－Ｄ１６

２０－Ｄ１９

１２－Ｄ１９

１６－Ｄ１９

２０－Ｄ１９

２０－Ｄ２２

１６－Ｄ１９

２０－Ｄ１９

２０－Ｄ２２

２４－Ｄ２５

１６－Ｄ１９

２０－Ｄ２２

２４－Ｄ２５

３２－Ｄ２５

１６－Ｄ２５

２０－Ｄ２５

２０－Ｄ２２

２４－Ｄ２５

３２－Ｄ２５

２０－Ｄ２２

２４－Ｄ２５

３２－Ｄ２５

１６－Ｄ２５

２０－Ｄ２５

２４－Ｄ２５

３２－Ｄ２５

２８－Ｄ２９

２４－Ｄ２５

３２－Ｄ２５

１６－Ｄ２５

２０－Ｄ２５

２４－Ｄ２５

３２－Ｄ２５

２８－Ｄ２９

２４－Ｄ２５

３２－Ｄ２５

４４－Ｄ２５

１６－Ｄ２５

２０－Ｄ２５

２４－Ｄ２５

３２－Ｄ２５

２８－Ｄ２９

４０－Ｄ２９

５６－Ｄ２９

５２０

５５０

５７０

５８０

６００

６１０

６１０

６４０

６６０

６６０

７００

７２０

７１０

７７０

７９０

７５０

７９０

７４０

７７０

７９０

８００

８２０

８４０

８１０

８４０

８２０

８４０

８８０

８７０

８９０

８６０

８９０

８７０

８９０

９３０

９５０

９５０

９５０

９１０

９５０

９５０

９５０

１０００

１０００

１０５０

５００

５２０

５５０

５７０

５８０

６００

６１０

６１０

６４０

６６０

６６０

７００

７２０

７１０

７５０

７７０

７９０

７５０

７９０

７４０

７７０

８００

８００

８２０

８４０

８１０

８４０

８２０

８５０

８９０

８７０

８９０

８６０

８９０

８７０

８９０

９４０

９５０

９５０

１０５０

９１０

９５０

９５０

９５０

１０００

１１００

１５００

ＥＢ３５０－８－３６

ＧＢ５００－８－４２

Ｌ，Ｌ１，ｈ，ｈｃ，ｂ寸法、柱形主筋の定着長さ（Ｌｔ）

ｂ

ｂ

Ｌｔ寸法は定着板上面より下表の定着長さを上下とも確保してください。

Ｌｔ（ｍｍ）

鉄筋の定着長さ

・ハイベースＮＥＯ工法

ＥＢ５５０－１２－４２

ＥＢ５５０－８－４２

ＧＢ５５０－１２

ＧＢ５５０－４

ＧＢ５５０－８

－５６

－４８

－４８

－４８

－３６

－４２

－５６

７９０

８２０

７６０

７９０

８３０

８３０

８６０

８００

７９０

６６０

６８０

６７０

６８０

７００

７００

７２０

６９０

６８０

－

４７０

４６０

４５０

６６０

６８０

４７０

６５０

－

３７０

３５０

４００

－

５５８

－

４５０

－

９０

１００

６５

７０

７５

８５

１００

－

５６

６９

２９

３６

４５

５５

６９

４８

６０

８－Ｍ３６

８－Ｍ４２

８－Ｍ４８

４－Ｍ４８

４－Ｍ５６

１２－Ｍ４８

１２－Ｍ５６

１２－Ｍ４２

２５７

３０８

１８０

２０７

２５０

２８８

３６６

２４２

２９４

１２９

１８７

９０

１３３

２１７

３０６

４５８

１３３

１９８

３８６

４９５

２７０

３４０

４６７

５９４

８２４

３７５

４９２

９６０

１１２０

７２０

８４０

９６０

９６０

１１２０

８４０

８４０

１６３

１９２

１０９

１３１

１５２

１６２

１９２

１３８

１５０

－

－

－

－

－

－

－

１８０

１９０

３３９

４０８

４１９

４９８

５８０

８１７

９２３

３１７

４７５

１０００ １０００ ３２－Ｄ２５ １０００１０００

１０００

１０００

１０５０

１０００

１０００

１０５０

１０５０

１１００

１０００

１０５０

１０００

１０５０

１０００

１０００

１０５０

１１００

１５００

３２－Ｄ２５

４４－Ｄ２５

２０－Ｄ２５

２８－Ｄ２５

２４－Ｄ２５

３２－Ｄ２５

２８－Ｄ２９

４０－Ｄ２９

５６－Ｄ２９

１０００

１０００

１０００

１０５０

１０００

１０００

１０５０

１０５０

１１００

１０００

１０５０

１０００

１０５０

１０００

１０００

１０５０

１１００

１５００

８－Ｍ４２

－６４ ８－Ｍ６４ ８５０ ６９０ ３９０ １０５ ６８ ３４６ ４６４ ８１０ １２８０ ２１０ －６５９ １１００ １１５０ ４８－Ｄ２９ １１００ １１００ １１５０ １１００

－６４ ９００ ７４０ ４４０ ９５ ６５８－Ｍ６４ ３６７ ４６７ ８３４ １２８０ ２０７ －８０６ １１５０ １１５０ ４８－Ｄ２９ １１５０ １１５０

２００

１９０

１９０

２９０

３３０

１９０

２８０

３３０

４３０

２７０

３３０

４１０

５７０

２４０

４６０

５４０

７１０

４８０

５８０

４７０

５６０

６１０

４５０

５３０

６８０

４００

５００

５４０

６００

７９０

５２０

６７０

３９０

４８０

５２０

６８０

７７０

５１０

６６０

６００

３９０

４７０

５１０

６６０

７４０

７６０

９８０

２００

１９０

１９０

２９０

３３０

１９０

２８０

３３０

４３０

２７０

３３０

４１０

５７０

２４０

４６０

５４０

７１０

４８０

５８０

４７０

５６０

６１０

４５０

５３０

６８０

４００

５００

５４０

６００

７９０

５２０

６７０

３９０

４８０

５２０

６８０

７７０

５１０

６６０

６００

３９０

４７０

５１０

６６０

７４０

７６０

９８０

６００

４６０

５８０

５００

６５０

８２０

７６０

９８０

６５０

６００

４６０

５８０

５００

６５０

８２０

７６０

９８０

１１００ １１００

Ｌ
Ｌ
１

ｈ
ｈ

ｃ
５

０

コンクリートスラフ゛天端

ヘ゛ースフ゜レート下端

基礎天端

下部定着長さ（Ｌｔ）

上
部

定
着

長
さ

（
Ｌ

ｔ
）

２０２４／１０

４．５～１２

４．５～１２

□４５０

□４００

□５００

□１５０

□１７５

□２００

□２５０

□３００

９～４０

９～３６

９～３２

９～２５

９～２２

９～２５

９～２５

９～２８

６～１２

６～１６

６～２２

□５５０
９～４０

９～２８

□３５０ １１００以上

５５０以上

６００以上

６００以上

６００以上

７００以上

６００以上

６００以上

７００以上

８００以上

６００以上

７００以上

８００以上

９００以上

６００以上

８００以上

９００以上

１１００以上

８００以上

９００以上

１１００以上

９００以上

１１００以上

９００以上

１１００以上

１１００以上

１２００以上

８００以上

９００以上

１１００以上

１１００以上

１２００以上

９００以上

１１００以上

１３００以上

１１００以上

１２００以上

９００以上

１１００以上

１３００以上

１１００以上

１２００以上

９００以上

１１００以上

１３００以上

１３００以上

１４５０以上

１２００以上

１３５０以上

９００以上

１１００以上

１３００以上

１３００以上

１４５０以上

１１００以上

１１００以上

１６００以上

１６００以上

ＭＳＴＬ－０５６６，０４０４，０１８０（Ｇタイプ用ベースプレート）

ＭＢＬＴ－００４２～００４６（アンカーボルト）

ＢＣＪ評定－ＳＴ００５８（Ｇタイプ）

ＢＣＪ評定－ＳＴ００５９（エコタイプ）

本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書ＪＡＳＳ６鉄骨工事、建築工事標準仕様書・

同解説ＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事、およびハイベースＮＥＯ工法設計ハンドブックに準拠する。

エコタイプはシングルナット仕様（コンクリートスラブに埋込）

Ｇタイプはダブルナット仕様（露出が標準）

注）表中のｈ寸法は杭がない場合です。

杭がある場合は表中のｈ寸法に＋１００ｍｍ以上確保して下さい。

　　　Ｇタイプでコンクリートスラブに埋め込む場合、スラブ厚（ｈｃ寸法）は

”Ｌ１寸法＋最低４０ｍｍ以上のかぶり”となる寸法を確保してください。

８－Ｄ１６

８－Ｄ１６

８－Ｄ１９

１２－Ｄ１９

８－Ｄ１９

８－Ｄ１９

１２－Ｄ１９

１２－Ｄ２２

８－Ｄ１９

１２－Ｄ１９

１６－Ｄ２２

１６－Ｄ２５

８－Ｄ１９

１６－Ｄ２２

１６－Ｄ２５

２０－Ｄ２５

１２－Ｄ２５

１２－Ｄ２５

１６－Ｄ２２

１６－Ｄ２５

２０－Ｄ２５

１６－Ｄ２２

１６－Ｄ２５

２０－Ｄ２５

１２－Ｄ２５

１２－Ｄ２５

１６－Ｄ２５

２０－Ｄ２５

２０－Ｄ２９

１６－Ｄ２５

２４－Ｄ２５

１２－Ｄ２５

１２－Ｄ２５

１６－Ｄ２５

２４－Ｄ２５

２０－Ｄ２９

１６－Ｄ２５

２４－Ｄ２５

２８－Ｄ２５

１２－Ｄ２５

１２－Ｄ２５

１６－Ｄ２５

２０－Ｄ２５

２０－Ｄ２９

３２－Ｄ２９

２４－Ｄ２９

３２－Ｄ２９

２４－Ｄ２５

２８－Ｄ２５

１２－Ｄ２５

１６－Ｄ２５

１６－Ｄ２５

２４－Ｄ２５

２０－Ｄ２９

３２－Ｄ２９

２４－Ｄ２９

３２－Ｄ２９
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ハイベースＮＥＯ工法　各種寸法及び基礎柱形設計例　（Ｆｃ２４の場合）

〈角形鋼管柱用　□１５０～□５５０〉

（ハイベースＮＥＯ工法Ｇタイプは、Ｓ造及びＣＦＴ造に適用）

（ハイベースＮＥＯ工法エコタイプは、Ｓ造及びＣＦＴ造に適用）
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ＢＣＪ評定
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Ｍ ７７３１２

Ｓ－００９
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湯本桂司

設計者
一級建築士登録
構造設計一級建築士登録

第 号
号第

一級建築士登録
構造設計一級建築士登録

第 号
号第

白鳥太一

小林好樹

２２２１０８
１９７５

２０４０１１
４６０２

発行日

工事名

岡谷市川岸学園整備第３期

建築主体工事

（幼保連携型認定こども園建設）

Ｊｏｂ　Ｎｏ． ２４０７８

２０２５．０９．３０2026.03.31

最終図

2026.03.31



表中に無いサイズについても対応可能です。センクシアに問い合わせ下さい。鉄筋はＤ１３，Ｄ１６はＳＤ２９５，Ｄ１９，Ｄ２２，Ｄ２５はＳＤ３４５，Ｄ２９はＳＤ３９０をご採用ください。

注　３）表中の鉄筋量は基礎立上がりのない場合（基礎梁天端と基礎柱形天端が一致する場合）の設計例です。立上がりがある場合、独立基礎の場合は、
注　２）上記表内の＜中柱用＞とは、４方向から基礎梁が取り付いた状態を示します。この条件を満たさない状態については、＜側・隅柱用＞を御採用下さい。
注　１）　　　、　ゾーン分けについてはハイベースＮＥＯ工法設計ハンドブックの各型式の耐力線図を参照下さい。

注　５）部品の質量はアンカーボルト部品と形板を合わせた質量です。

　　　ハイベースＮＥＯ工法設計ハンドブックに従い、日本建築学会等の規準・指針に準拠した設計を行って下さい。

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｓｅｎｑｃｉａ．ｃｏ．ｊｐ／ＵＲＬセンクシア株式会社

注　４）＜中柱用＞の鉄筋量は、基礎梁内のあばら筋をφ４０６．４以下はＤ１０＠２５０、φ４５０以上はＤ１３＠２５０として算定しています。
　　　　あばら筋断面積がこれよりも小さくなる場合は＜側・隅柱用＞の鉄筋量として下さい。

中四国ＴＥＬ　０８２－２４０－１６３０

九州　ＴＥＬ　０９２－４５２－０３４１

関東　ＴＥＬ　０２７－３２２－９４１１ 関西　ＴＥＬ　０６－６３９５－２１３３本社　ＴＥＬ　０３－４２１４－１９３２

東北　ＴＥＬ　０２２－２１３－５５９５

札幌　ＴＥＬ　０１１－７０８－１１７７ 中部　ＴＥＬ　０５２－５８２－３３５６

北陸　ＴＥＬ　０７６－２３３－５２６０

・ハイベースＮＥＯ工法（円形鋼管柱用φ１９０．７～φ１０１６）

円形鋼管柱用

型式表示例

アンカーボルト本数

柱外径寸法

アンカーボルト径

エコタイプ：

Ｇタイプ　：

アンカーボルト４本タイプ

Ｃ２

Ａ

１Ｃ

ｔ２

エコタイプＧタイプ

アンカーボルト８本タイプ

ベースプレート形状

Ｇタイプ

２ｔ

Ｃ１

Ａ

エコタイプ

ゾーン

柱符号

質量（ｋｇ）

部品

寸法　（ｍｍ）

Ａ Ｃ２Ｃ１ ＨＥ ｔ ベースプレート セット質量

Ｌ Ｌ１

柱形　　ｂ
主筋量数量

採用

柱サイズ 最大板厚

基礎天端～

捨てコン天端

ｈ（ｍｍ）Ｆ ２

適　用　柱 ハイベースＮＥＯ型式

エコタイプ Ｇタイプ

ヘ゛ースプレ－ト下端～

コンクリートスラフ゛天端

ｈｃ（ｍｍ） 帯筋

基礎柱形の設計例（Ｆｃ２４）　　＜　側・隅柱用　＞

ゾーン

Ｌｔ（ｍｍ）

鉄筋の定着長さ
ゾーン ゾーン

（ｍｍ）

（ｍｍ） （ｍｍ）

主筋量 帯筋
（ｍｍ）

主筋量 帯筋
（ｍｍ）

主筋量 帯筋
（ｍｍ）

柱形　　ｂ 柱形　　ｂ 柱形　　ｂ
定数

回転バネ

Ｃ１

Ａ

２Ｃ

Ｈ

２ｔ

Ｆ

Ｅ

ＥＭ１９０－４－２４ ２９０ ２１０ － －－ － ３２ ２２ １４

ＥＭ２１６－４－２４ ３１０ ２３０ － － －－ ３２ ２５ １４

ＥＭ２５０－４－２４ ３７０ ２９０ － － －－ ３２ ３５ １４

４２０ ３４０
－ －－ －

３２ ４５ １５

４３０ ３４０ ４０ ５９ ２３

ＥＭ３５０－４－３０ ４２０ ３３０ －
－－ －

３２ ４５ ２３

ＥＭ３５０－８－３０ ５００ ４１０ ２４０ ４０ ７９ ５０

ＥＭ４００－８

５４０ ４５０ ２８０

－－ －

４０ ９２ ５１

５６０ ４７０ ２７０ ４８ １１９ ８１

６１０ ５００ ２８０ ６０ １７６ １２７

ＥＭ４５０－８

５８０ ４９０ ３２０

－－ －

４０ １０６ ５１

６００ ５１０ ３１０ ４８ １３６ ８１

６５０ ５４０ ３２０ ６０ １９９ １２７

ＥＭ５００－８
６４０ ５５０ ３５０

－－ －
４８ １５５ ８２

７００ ５９０ ３７０ ６０ ２３１ １２８

ＧＭ５００－８
７１０ ５８０ ３３０

５１８ ３９０
９０ ５７ ２２９ ２０７

７４０ ６００ ３２０ １００ ６９ ２８２ ３０８

ＥＭ５５０－８
６８０ ５９０ ３９０

－－ －
４８ １７５ ８２

７４０ ６３０ ４１０ ６０ ２５８ １２８

ＧＭ５５０－８
７４０ ６１０ ３６０

５６８ ４３０
８５ ５４ ２４４ ２０８

７７０ ６３０ ３５０ １００ ６５ ３０１ ３１０

ＧＭ６００－８

７００ ６１０ ４１０

６２０ ４８０

７０ ３６ １９２ ８５

７８０ ６５０ ４００ ８５ ５２ ２７３ ２１０

８５０ ６９０ ３９０ １１０ ７５ ４０８ ４４９

ＧＭ６５０－８
８２０ ６９０ ４４０

６７０ ５３０
９０ ５２ ３１６ ２１１

８８０ ７２０ ４２０ １１０ ７１ ４３２ ４５１

ＧＭ７００－８
８５０ ７２０ ４７０

７２０ ５７０
８０ ４８ ３３０ ２１２

９２０ ７６０ ４６０ １０５ ７０ ４７１ ４５３

ＧＭ７５０－８
８９０ ７６０ ５１０

７７０ ６２０
８５ ４８ ３８１ ２１４

９６０ ８００ ５００ １１０ ６９ ５２７ ４５５

ＧＭ８００－８
９２０ ７９０ ５４０

８２０ ６６０
９０ ４５ ４２６ ２１５

９９０ ８３０ ５３０ １００ ６６ ５５０ ４５６

ＧＭ８５０－８－６４ １０３０ ８７０ ５７０ ８７０ ７１０ １０５ ６５ ６１６ ４５９

ＧＭ９００－８－６４ １１００ ９４０ ６４０ ９２０ ７６０ １０５ ７０ ７３４ ４６２

ＧＭ９５０－８－６４ １１００ ９４０ ６４０ ９７０ ８１０ １０５ ６１ ７３５ ４６２

ＧＭ１０００－８－６４ １１４０ ９８０ ６８０ １０３０ ８７０ １１０ ５９ ８２７ ４６５

３６ ４００ ８７ １３０ ５００

３９ ４００ ８７ １３０ ５２０

４９ ４００ ８７ １３０ ５７０

６０ ４００ ８７ １３０ ６２０

８２ ４００ １１０ １５０ ６２０

６８ ４００ １０２ １５０ ６２０

１２９ ６００ １１０ １５０ ７００

１４３ ６００ １１０ １５０ ７４０

２００ ７２０ １２５ １７０ ７７０

３０３ ８４０ １５０ １９０ ８１０

１５７ ６００ １１０ １５０ ７８０

２１７ ７２０ １２５ １７０ ８１０

３２６ ８４０ １５０ １９０ ８５０

２３７ ７２０ １２５ １７０ ８５０

３５９ ８４０ １５０ １９０ ９００

４３６ ９６０ １６４ － ９５０

５９０ １１２０ １９２ － ９５０

２５７ ７２０ １２５ １７０ ９００

３８６ ８４０ １５０ １９０ ９５０

４５２ ９６０ １６１ － ９５０

６１１ １１２０ １８８

－

１０００

２７７ ７２０ １１６

－

９５０

４８３ ９６０ １５９ １０００

８５７ １２８０ ２１７ １１００

５２７ ９６０ １５９ １０５０

８８３ １２８０ ２１３ １１００

５４２ ９６０ １５５ １０５０

９２４ １２８０ ２１２ １１５０

５９５ ９６０ １５５ １１００

９８２ １２８０ ２１１ １２００

６４１ ９６０ １５２ １１５０

１００６ １２８０ ２０８ １２００

１０７５ １２８０ ２０７

１１９６ １２８０ ２１２

１１９７ １２８０ ２０３

１２９２ １２８０ ２０１

－２４

－３０

－３０

－３６

－４２

－３０

－３６

－４２

－３６

－４２

－３６

－４２

－４８

－５６

－４８

－５６

－３６

－４８

－６４

－４８

－６４

－４８

－６４

－４８

－６４

－４８

－６４

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

８－Ｄ１６ ８－Ｄ１６

８－Ｄ１６ ８－Ｄ１６

８－Ｄ１６ ８－Ｄ１６

８－Ｄ１９ ８－Ｄ１９

１２－Ｄ１９ １２－Ｄ１９

１２－Ｄ１９ １２－Ｄ１９

１６－Ｄ２２ １６－Ｄ２２

１６－Ｄ２２ １２－Ｄ２２

１６－Ｄ２５ １２－Ｄ２５

２０－Ｄ２５ ２０－Ｄ２５

１６－Ｄ２２ １２－Ｄ２２

１６－Ｄ２５ １２－Ｄ２５

２０－Ｄ２５ １６－Ｄ２５

１６－Ｄ２５ １２－Ｄ２５

２０－Ｄ２５ ２０－Ｄ２５

２４－Ｄ２５ ２０－Ｄ２５

３２－Ｄ２５ ２８－Ｄ２５

２０－Ｄ２５ １６－Ｄ２５

２０－Ｄ２５ ２０－Ｄ２５

２８－Ｄ２５ ２４－Ｄ２５

３２－Ｄ２５ ２８－Ｄ２５

２０－Ｄ２５ １６－Ｄ２５

２８－Ｄ２５ ２４－Ｄ２５

３２－Ｄ２９ ２８－Ｄ２９

２８－Ｄ２５ ２４－Ｄ２５

３２－Ｄ２９ ２８－Ｄ２９

３２－Ｄ２５ ２８－Ｄ２５

３２－Ｄ２９ ２８－Ｄ２９

２４－Ｄ２９ ２０－Ｄ２９

３２－Ｄ２９ ２８－Ｄ２９

２４－Ｄ２９ ２０－Ｄ２９

３２－Ｄ２９ ２８－Ｄ２９

５００

５２０

５７０

６２０

６２０

６２０

７００

７４０

８００

８５０

７８０

８１０

８５０

８５０

９００

９５０

１１００

９００

９５０

９５０

１１００

９５０

１０００

１１５０

１０５０

１１５０

１０５０

１１５０

１１００

１２００

１１５０

１２００

５００

５２０

５７０

６２０

６２０

６２０

７００

７４０

７７０

８１０

７８０

８１０

８５０

８５０

９００

９５０

９５０

９００

９５０

９５０

１０００

９５０

１０００

１１００

１０５０

１１００

１０５０

１１５０

１１００

１２００

１１５０

１２００

１６－Ｄ１６

１６－Ｄ１６

１６－Ｄ１６

１２－Ｄ１９

１６－Ｄ１９

１６－Ｄ１９

２０－Ｄ２２

２０－Ｄ２２

２４－Ｄ２５

３２－Ｄ２５

２０－Ｄ２２

２４－Ｄ２５

３２－Ｄ２５

２４－Ｄ２５

３２－Ｄ２５

４０－Ｄ２５

５２－Ｄ２５

２４－Ｄ２５

３２－Ｄ２５

４０－Ｄ２５

５２－Ｄ２５

２４－Ｄ２５

４０－Ｄ２５

４８－Ｄ２９

４０－Ｄ２５

４８－Ｄ２９

４０－Ｄ２５

４８－Ｄ２９

２８－Ｄ２９

４８－Ｄ２９

２８－Ｄ２９

４８－Ｄ２９

１６－Ｄ１６

１６－Ｄ１６

１６－Ｄ１６

１２－Ｄ１９

１６－Ｄ１９

１６－Ｄ１９

２０－Ｄ２２

２０－Ｄ２２

２４－Ｄ２５

３２－Ｄ２５

２０－Ｄ２２

２４－Ｄ２５

３２－Ｄ２５

２４－Ｄ２５

３２－Ｄ２５

４０－Ｄ２５

５２－Ｄ２５

２４－Ｄ２５

３２－Ｄ２５

４０－Ｄ２５

５２－Ｄ２５

２４－Ｄ２５

４０－Ｄ２５

４８－Ｄ２９

４０－Ｄ２５

４８－Ｄ２９

４０－Ｄ２５

４８－Ｄ２９

２８－Ｄ２９

４８－Ｄ２９

２８－Ｄ２９

４８－Ｄ２９

５００

５２０

５７０

６２０

６２０

６２０

７００

７４０

８００

８５０

７８０

８１０

８５０

８５０

９００

９５０

１１００

９００

９５０

９５０

１１００

９５０

１０００

１１５０

１０５０

１１５０

１０５０

１１５０

１１００

１２００

１１５０

１２００

２１０

２００

１９０

１９０

２８０

２８０

４９０

４７０

５５０

７００

４５０

５５０

７００

５３０

６７０

７３０

９４０

５２０

６６０

７３０

９４０

４５０

７２０

１１２０

７２０

１１２０

７２０

１１２０

７３０

１１１０

７２０

１１１０

２１０

２００

１９０

１９０

２８０

２８０

４９０

４７０

５５０

７００

４５０

５５０

７００

５３０

６７０

７３０

９４０

５２０

６６０

７３０

９４０

４５０

７２０

１１２０

７２０

１１２０

７２０

１１２０

７３０

１１１０

７２０

１１１０

ＥＭ３５０－８－３６

ＧＭ５００－８－４８

Ｌｔ（ｍｍ）

鉄筋の定着長さ

１２５０ ３２－Ｄ２９ １０９０ ２８－Ｄ２９１３００ １２５０４８－Ｄ２９ １０９０４８－Ｄ２９１３００

１３５０

１３５０

１４００

３６－Ｄ２９

３６－Ｄ２９

３６－Ｄ２９

１３５０

１３５０

１４００

４８－Ｄ２９

４８－Ｄ２９

４８－Ｄ２９

１０７０

１０７０

１１２０

３２－Ｄ２９１３５０ １０７０４８－Ｄ２９１３５０

３２－Ｄ２９１３５０ １０７０４８－Ｄ２９１３５０

３２－Ｄ２９１４００ １１２０４８－Ｄ２９１４００

２０２４／１０

８．２

１２．７

１６

４０

４０

４０

４０

４０

２５

４０

４０

４０

４０

４０

２２

４０

２２

２５

１６

１９

φ１９０．７

φ２１６．３

φ２６７．４

φ８５０

φ９００
φ９１４．４

φ９５０

φ８００
φ８１２．８

φ６００
φ６０９．６

φ６５０
φ６６０．４

φ７００
φ７１１．２

φ４００
φ４０６．４

φ７５０
φ７６２

φ５００
φ５０８

φ５５０
φ５５８．８

φ４５０
φ４５７．２

φ３００
φ３１８．５

φ３５０
φ３５５．６

φ１０００
φ１０１６

　ｋＮ・ｍ／ｒａｄ
ｘ１０

３

アンカー

ボルト

６００以上

６００以上

６００以上

６００以上

６００以上

６００以上

８００以上

８００以上

９００以上

１１００以上

８００以上

９００以上

１１００以上

９００以上

９００以上

１１００以上

１２００以上

１３５０以上

１２００以上

１６００以上

１２００以上

１６００以上

１２００以上

１６００以上

１３００以上

１６００以上

１３００以上

１６００以上

１６００以上

１６００以上

１６００以上

１６００以上

９００以上

１２００以上

１３５０以上

１１００以上

４－Ｍ２４

４－Ｍ２４

４－Ｍ２４

４－Ｍ３０

４－Ｍ３０

８－Ｍ３０

８－Ｍ３０

８－Ｍ３６

８－Ｍ４２

８－Ｍ３０

８－Ｍ３６

８－Ｍ４２

８－Ｍ３６

８－Ｍ４２

８－Ｍ４８

８－Ｍ５６

８－Ｍ３６

８－Ｍ４２

８－Ｍ４８

８－Ｍ５６

８－Ｍ３６

８－Ｍ４８

８－Ｍ６４

８－Ｍ４８

８－Ｍ６４

８－Ｍ４８

８－Ｍ６４

８－Ｍ４８

８－Ｍ６４

８－Ｍ４８

８－Ｍ６４

８－Ｍ６４

８－Ｍ６４

８－Ｍ６４

８－Ｍ６４

４－Ｍ２４

基礎柱形の設計例（Ｆｃ２４）　　＜　中柱用（４方向から基礎梁が取り付く場合のみを示す。）＞　

注）表中のｈ寸法は杭がない場合です。

Ｌ，Ｌ１，ｈ，ｈｃ，ｂ寸法、柱形主筋の定着長さ（Ｌｔ）

Ｇタイプはダブルナット仕様（露出が標準）

エコタイプはシングルナット仕様（コンクリートスラブに埋込）

杭がある場合は表中のｈ寸法に＋１００ｍｍ以上確保して下さい。

　　　Ｇタイプでコンクリートスラブに埋め込む場合、スラブ厚（ｈｃ寸法）は

”Ｌ１寸法＋最低４０ｍｍ以上のかぶり”となる寸法を確保してください。

Ｌｔ寸法は定着板上面より下表の定着長さを上下とも確保してください。

ｂ

ｂ

Ｌ
Ｌ

１

ｈ
ｈ

ｃ
５
０

コンクリートスラフ゛天端

ヘ゛ースフ゜レート下端

基礎天端

下部定着長さ（Ｌｔ）

上
部

定
着

長
さ

（
Ｌ

ｔ
）

１３．８

１９．９

２８．４

３８．３

６１．０

６５．１

８６．３

１１９

１４８

１９４

１４６

１８２

２４９

２３１

３０１

４０５

４７０

２６９

３５０

４６８

５４３

４２１

５６３

７４７

６６１

８４６

７５０

９５８

８６５

１１００

９６１

１２４０

１４１０

１６６０

１７５０

１９７０

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠８０

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠８０

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠８０

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠８０

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠８０

Ｄ１６＠８０

Ｄ１６＠８０

Ｄ１６＠８０

Ｄ１６＠１００

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠８０

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠８０

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠８０

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠８０

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠８０

Ｄ１６＠８０

Ｄ１６＠８０

Ｄ１６＠８０

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠１００

ＢＣＪ評定－ＳＴ００５９（エコタイプ）
ＢＣＪ評定－ＳＴ００５８（Ｇタイプ）

ＭＢＬＴ－００４２～００４６（アンカーボルト）

ＭＳＴＬ－０５６６，０４０４，０１８０（Ｇタイプ用ベースプレート）

同解説ＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事、およびハイベースＮＥＯ工法設計ハンドブックに準拠する。

本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書ＪＡＳＳ６鉄骨工事、建築工事標準仕様書・

ハイベースＮＥＯ工法　各種寸法及び基礎柱形設計例　（Ｆｃ２４の場合）

〈円形鋼管柱用　φ１９０．７～φ１０１６〉

（ハイベースＮＥＯ工法Ｇタイプは、Ｓ造及びＣＦＴ造に適用）

（ハイベースＮＥＯ工法エコタイプは、Ｓ造及びＣＦＴ造に適用）

大臣認定
ＢＣＪ評定

ＥＭ３００－４

図面名称

縮尺

第 号 湯本桂司
管理建築士　一級建築士登録

代表：株式会社エーシーエ設計

一級建築士事務所登録

（長野） 第 号

基礎柱設計例
柱脚標準図－３

ハイベースＮＥＯ工法　各種寸法及び基礎柱形設計例

Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ　（Ｃ）株式会社エーシーエ設計　著作権者の許可なく複製、転載、第三者開示等の行為を禁止する。

２２２１０７

Ｍ ７７３１２

Ｓ－０１０

ＣＡ．ＣＣ ６

ＣＢ ４

ＣＤ ２

検査者

担当

担当

湯本桂司

設計者
一級建築士登録
構造設計一級建築士登録

第 号
号第

一級建築士登録
構造設計一級建築士登録

第 号
号第

白鳥太一

小林好樹

２２２１０８
１９７５

２０４０１１
４６０２

発行日

工事名

岡谷市川岸学園整備第３期

建築主体工事

（幼保連携型認定こども園建設）

Ｊｏｂ　Ｎｏ． ２４０７８

２０２５．０９．３０2026.03.31

最終図
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